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令和４年第４回さつま町議会定例会審議結果 
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閉会 令和４年１２月２３日  
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委 員 会 
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R4.12.2 〃 承  認 ─ 

６８ 
さつま町長等の給与に関する条例の一部改正
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６９ 
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について 
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７０ 
令和４年度さつま町一般会計補正予算（第 
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いて 
〃 〃 〃 〃 
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伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ

いて 

〃 〃 〃 〃 

７６ さつま町営住宅等条例の一部改正について 〃 〃 〃 文教経済 

７７ 
指定管理者の指定に係る議決事項の変更につ

いて 
〃 〃 可  決 〃 

７８ 
令和４年度さつま町一般会計補正予算（第 

１０号） 
〃 〃 原案可決 ２委員会 

７９ 
令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号） 
〃 〃 〃 総務厚生 

８０ 
令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算
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〃 〃 〃 文教経済 
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令和４年第４回さつま町議会定例会会議録 

                            （第１日）  

○開会期日    令和４年１２月２日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議場 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 諸般の報告 

第 ４ 行政報告 

第 ５ 議案第６１号 令和３年度さつま町歳入歳出決算の認定について 

第 ６ 議案第６２号 令和３年度さつま町上水道事業会計決算の認定について 

第 ７ 議案第６３号 令和３年度さつま町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

第 ８ 議案第６７号 専決処分の承認を求めることについて（専決第５号）（令和４年度さつ

ま町一般会計補正予算（第８号）） 

第 ９ 議案第６８号 さつま町長等の給与に関する条例の一部改正について 

第１０ 議案第６９号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について 

第１１ 議案第７０号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第９号） 

第１２ 議案第７１号 令和４年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

第１３ 議案第７２号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第３号） 

第１４ 議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

第１５ 議案第７４号 さつま町個人情報保護審査会条例の制定について 

第１６ 議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 

第１７ 議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について 

第１８ 議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更について 

第１９ 議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号） 

第２０ 議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

第２１ 議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号） 
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△開  会  午前９時３０分   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 おはようございます。ただいまから、令和４年第４回さつま町議会定例会を開会します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△開  議   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配布してあります議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「会議録署名議員の指名」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、４番、橋之口富雄議員及び５番、中

村慎一議員を指名します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２「会期の決定」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 日程第２「会期の決定」の件を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から１２月２３日までの２２日間にしたいと思います。

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は、本日から１２月２３日までの２２日間に決定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第３「諸般の報告」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 日程第３「諸般の報告」を行います。 

 一般的なことについては、印刷してお配りしてありますので、口頭報告は、省略します。 

 なお、監査委員から例月出納検査及び財政援助団体等の監査の結果報告書の提出がありました

ので、その写しをお配りしてあります。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第４「行政報告」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 日程第４「行政報告」を行います。 

 町長の報告を許します。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 改めまして、おはようございます。行政報告の前に、昨日、出水市内の養鶏場におきまして、

４例目となる高病原性のインフルエンザが発生した件について報告をさせていただきます。 

 この４例目につきましては、出水市高尾野町の採卵鶏の養鶏場で１２万羽が飼養されている養

鶏場におきまして発生したものでございます。場所につきましては、２例目に発生した場所の近
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いところであるようでございます。 

 県におきましては、昨日、対策本部会議を開催され、また本町におきましても、今朝４回目の

対策本部を開催しまして、情報の共有化と今後の対応策を協議したところであります。 

 ３例目となりました４７万羽の殺処分につきましては、昨日までに全体の７３％に当たる約

３４万羽の処分が完了している状況でございます。現在、本町職員につきましても、交代で殺処

分の作業と国道３２８号における消毒作業に従事しているところでございますけれども、４例目

の養鶏場につきましても、引き続き殺処分への派遣要請があったところでございます。 

 また、町民の方々へも行政無線やお知らせ版などにより、情報の提供と感染防止対策へのお願

いも行っているところでございます。 

 続きまして、行政報告について報告をさせていただきます。 

 行政報告につきましては、印刷してお配りしてあるところでございますけれども、この中で

１１月１５日から１７日までの各種の全国大会及び１１月２０日の第１回さつま町産業祭＆ＪＡ

農業祭について補足して御報告をいたします。 

 初めに、１１月１５日から１７日に行われた各種の全国大会についてでございます。 

 まず、１５日に開催されました全国治水砂防促進大会では、大会に先立ち、全国治水砂防協会

の会長でもございます森山衆議院議員に対しまして、県内２４市町村の首長が土砂災害対策の着

実な推進と予算確保について要望を行ったところであります。 

 引き続き行われました大会におきましては、国土交通大臣をはじめ国の幹部、全国の市町村長、

都道府県関係者など多くの参加の下、開催され、土砂災害防止施設の強力な整備促進、流域治水

型砂防事業の展開など、６つの提言が決議されたところであります。 

 大会後には、防災・減災、国土強靱化のための５か年対策について、インフラの老朽化や気候

変動の対応など、近年の情勢を踏まえ事業の充実の上、取組のさらなる加速化を図ることなどに

ついて、鹿児島県選出の国会議員及び国土交通省への要望を行ってまいったところでございます。 

 同じく１５日に開催されましたダム発電関係市町村全国協議会理事会には、鹿児島県の協議会

長として出席したところでございます。 

 理事会では、水力発電施設周辺地域交付金の引上げや既設ダムの設備更新・改修等による水力

発電の出力・電力増加並びに地域振興の十分な予算を講じることなどとともに、地域が主体とな

った小水力発電の導入促進についても要望する旨、決議がなされたところであります。 

 理事会終了後におきましては、国会議員連盟との合同の勉強会が開催されましたけれども、こ

の中で、地域が主体となった小水力発電の地域貢献事例の紹介があったところであります。 

 この中では、土地改良区による小水力発電については、売電収益が農家や土地改良設備の整備

に還元されている事例等の紹介があり、また、当協議会に新たに小水力発電の研究・検討を行う

専門部会を設置することも提案があり、了承されたところであります。 

 次に、１６日の治水事業促進全国大会についてでございます。 

 この構成団体の全国治水期成同盟会連合会では、私も評議員を務めておりまして、今回、鹿児

島県支部として促進大会及び要望会に出席したところでございます。 

 大会では、気候変動等を踏まえた治水事業の加速と財源の確保や流域治水対策の推進など５つ

の提言が決議され、また、大会後には、鹿児島県選出の国会議員及び国土交通省への要望行って

まいったところであります。 

 １７日には全国町村長大会が開催されまして、新型コロナウイルス感染症対策の充実強化や原

油価格・物価高騰対策、食料安全保障の確立と持続可能な農業・農村政策の推進など、１７の提

言が決議されたところでございます。 
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 次に、１１月２０日に開催されました第１回さつま町産業祭＆ＪＡ農業祭についてでございま

す。 

 今回の催しにつきましては、新たに北さつま農業協同組合と共同開催したもので、３年前より

実施に向けて協議をしてまいったところでありますけれども、新型コロナウイルス感染拡大によ

り、これまで開催を見送ってきたところでございます。 

 しかしながら、経済活動の後押しにつなげ、また地域活性化のために、いまだ新型コロナウイ

ルスが収束していない中ではございましたけれども、感染防止対策をしっかり取りながら今回開

催させていただいたところであります。 

 当日は、時間短縮や検温などの感染防止対策を取り入れながら、友好交流協定を結んでいる青

森県鶴田町、中種子町、龍郷町の特産品販売をはじめ、町内の新鮮な農林水産物、牛肉・特産品

の展示販売、またステージでは、陸上自衛隊音楽部による演奏など盛りだくさんの内容での開催

となったところであります。 

 来場者数につきましては約１万人とのことでございましたけれども、久しぶりの大きなイベン

トの開催を喜んでおられる声をじかにお聞きし、本当に開催してよかったと感じたところでござ

います。 

 今後、町としましても、この新型コロナウイルスと共生する中で、各種イベントの開催に向け

取り組んでまいりたいと考えているところでございます。 

 以上で、行政報告を終わります。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これで、行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第５「議案第６１号 令和３年度さつま町歳入歳出

決算の認定について」、日程第６「議案第６２号 令和

３年度さつま町上水道事業会計決算の認定について」、

日程第７「議案第６３号 令和３年度さつま町上水道事

業会計未処分利益剰余金の処分について」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第５「議案第６１号 令和３年度さつま町歳入歳出決算の認定について」から日程

第７「議案第６３号 令和３年度さつま町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」ま

での議案３件を一括して議題とします。 

 決算特別委員会の審査の中で決算書に併せて提出のありました書類等に印刷誤りがあり、執行

部から訂正の申出を受けて審査が行われております。配布しました正誤表により訂正されたもの

として取り扱うことを御了承願います。 

 それでは、決算特別委員長の審査報告を求めます。 

〔平八重光輝議員登壇〕 

○決算特別委員長（平八重光輝議員）   

 決算特別委員会に付託されました「議案第６１号 令和３年度さつま町歳入歳出決算の認定に

ついて」、「議案第６２号 令和３年度さつま町上水道事業会計決算の認定について」及び「議

案第６３号 令和３年度さつま町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」審査の過程

と結果につきまして、御報告申し上げます。 

 当委員会は、去る９月２２日の第３回定例会最終日において、委員８人で設置され、委員長に
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私、平八重光輝が、副委員長に橋之口富雄委員が選任されました。 

 審査は９月２７日から３０日までの４日間の日程で行い、執行部から各種資料の提出を求め、

計数等の精査については既に監査委員が例月出納検査や決算審査等を実施済みで、専門的立場で

照査されていることから必要最小限にとどめ、予算の適正な執行、事業による行政効果や経済効

果、今後の行財政執行上、改善すべき点等に主眼を置き、慎重に審査を行ったところであります。 

 その結果、当委員会に審査を付託されました議案３件のうち、議案第６１号及び議案６２号に

ついては認定すべきもの、議案第６３号については原案のとおり可決すべきものと決定した次第

であります。 

 それでは、審査の過程における主な論議について、その概要を申し上げます。 

 まず、「議案第６１号 令和３年度さつま町歳入歳出決算の認定について」であります。 

 初めに、消防本部の関係では、主に消防団員に係る旅費で２,０００万円以上の不用額が発生

している理由と、これらの不用額を団員への処遇改善に充てられるように運用方法を見直す考え

はないかただしましたところ、災害はいつ起こるか判らないため補正予算で減額しなかったこと

もあり、不用額が多額になった。また、消防団員の負担軽減を考慮し、処遇改善に努めたいとの

ことであります。 

 この回答を受けて、消防団員の意見も十分に聞き、団員がより活動しやすいような体制を取る

ように要請しました。 

 次に、町民環境課の関係では、改良住宅で空き家となっている住宅の廃止や解体などを計画的

に管理されているのかただしましたところ、退去により１棟が全て空けば解体する方向で考えて

いるが、入居者が１棟に１人の場合などについては、別の棟に移っていただくなどの相談をして、

理解が得られた場合は空いた棟の解体を検討していきたいとのことであります。 

 次に、保健福祉課の関係では、保健衛生費において、職員手当等、報償費、需用費、委託料な

どで６,０００万円以上の不用額が発生している理由、また、不用額の半額は財政調整基金への

積立てとなるのかただしましたところ、不用額については、新型コロナウイルス接種に関わる費

用であり、集団接種の回数が予定より少なくなったため、職員の時間外手当や接種委託料などに

不用額が発生したとのことである。また、当該事業は国の補助事業であるため、不用額は国に全

額返還するとのことであります。 

 次に、子ども支援課の関係では、子供の人数は減ってきているが、各保育所の運営は今後どの

ようになっていくのかただしましたところ、保育所から利用定員を減らしたいという相談もある。

町としては各保育所の状況を把握し、定員数の削減などの相談に対応していきたいとのことであ

ります。 

 この回答を受けて、特に周辺地域の子供の人数は急激に減少していることから、５年後、

１０年後の児童数を試算し、現実を直視した上で、今後の検討をするように要請しました。 

 次に、税務課の関係では、滞納整理の関係でコロナ禍の感染予防のため公売会を中止したとあ

るが、差押えを行った５４件についてはどのように処理したのかただしましたところ、過去には

動産を差し押さえて公売会より換価したこともあるが、今回行った差押えは預貯金や給与などで

あるため、公売会を開催せずに換価しているとのことであります。 

 次に、担い手育成支援室の関係では、農地の集積及び集約化におけるこれまでの実績をただし

ましたところ、農地中間管理事業は平成２６年度から一ツ木地区を県のモデル地区として実施し

ており、令和３年度までに合計７０１.２ヘクタール、県内６位の農地集積を行った。農地の名

義を変えて貸し借りし、農地が集積されることで管理運営がしやすくなり、集落営農的な活動が

できているとのことであります。 
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 次に、耕地林業課の関係では、森林経営管理法に基づく集積計画及び配分計画を作成するため

の意向調査及びその活用方法についてただしましたところ、あまり手入れがされていないと思わ

れる森林の所有者に対し、これまでの管理状況やこれからの管理方法についてアンケートを行う

ものである。この調査で所有者が希望し、町が可能と判断すれば、町が一定期間預かって、森林

整備をしてから所有者に返すことで、森林の持つ公益的機能の維持も図りたいとのことでありま

す。 

 次に、農政課の関係では、薩摩農産物加工センターの施設利用と製造販売の状況についてただ

しましたところ、指定管理者である薩摩西郷梅生産組合との連携により、加工グループを中心と

して年間を通じた施設活用がなされ、安定的な製造販売につながっている。 

 また、加工センターで商品の開発や販路拡大などを学び、その後、独立して加工販売をしてい

る方もいるとのことであります。 

 次に、ふるさと振興課の関係では、空き家情報バンクの地域別の契約状況と移住体験ハウスを

地方に設置する考えはないかただしましたところ、これまでの空き家情報バンクの契約件数

７５件のうち、中心部は２０件、中間部は２３件、周辺部は３２件であり、中心部の人気は高い

が、周辺部を好む方も多くいる。現在移住体験ハウスは中心部にあるが、周辺部でも生活を体験

できるような取組も検討していきたいとのことであります。 

 次に、商工観光ＰＲ課の関係では、「薩摩のさつま」ブランドについて、若い経営者が頑張っ

ているが、補助金の要望等はないのかただしましたところ、町、ＪＡ北さつま、商工会、観光特

産品協会で薩摩のさつまブランド推進協議会を設置し取り組んでおり、各団体２０万円を負担し

て運営しているが、事業者から補助金の要望等はないとのことであります。 

 この回答を受けて、今後、事業を進めていく中で、事業者へのサポート体制を今以上に構築し、

対応するよう要請しました。 

 次に、企画政策課の関係では、高校振興対策として協議会だよりの配布、看板設置による情報

発信、各種補助金の交付などに取り組んでいるが、学科等の見直しなど根本的な検討を行う考え

はないかただしましたところ、学科の再編については、その影響について総合的に判断した上で

県と協議していきたい。また、高校生や中学生、その保護者に対しアンケート調査を計画してお

り、学科に対する生徒の意向についても調査していきたいとのことであります。 

 次に、学校給食センターの関係では、令和６年度から２センターを１センターに統合し、その

後、民間委託については検討していくとのことであるが、児童生徒数が減少していく中、民間委

託で運営していくことができるのかただしましたところ、将来の児童生徒数を想定し、民間で運

営できるのかどうかについてはさらに検討を進めていきたいとのことであります。 

 次に、建設課の関係では、１５か所の水こう門については操作人の選任に苦慮しているようだ

が、遠隔操作等により対応する考えはないかただしましたところ、現在、河川事務所等にも要望

しているところであり、操作人に危険が及ばない方法について検討をしていきたいとのことであ

ります。 

 次に、高齢者支援課の関係では、いぬまき荘は利用者も減少傾向にあり、施設の老朽化に伴い

維持費も増大してきていることから、今後の方向性についてただしましたところ、公共施設の検

討委員会を経て、将来的には廃止の方向で検討を進めており、老人福祉施設の機能については鶴

田保健センターに移すことを検討しているとのことであります。 

 この回答を受けて、温泉施設として近隣住民の利用者も多いため、地域住民を含めた関係機関

と十分協議するように要請しました。 

 次に、社会教育課の関係では、文化施設建設検討委員会は宮之城文化センターの整備について
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どのような検討を行ってきたのか。また、検討委員会で一定の方向性が決まるのかただしました

ところ、宮之城文化センターについては、建設ありきではなく改修も含めて検討を重ねていると

のことであり、指宿市への先進地研修を参考にしながら検討委員会で方向性を示し、町長へ報告

したいとのことであります。 

 この回答を受けて、毎年、多額の修繕費を要しているため、早い時期に建設または改修を行う

必要がある。一年でも早く方向性が示せるよう、スピード感を持って協議していくことを要請し

ました。 

 次に、総務課の関係では、町道の中央線、外側線の消失が目立っているが、地域住民から要望

はないのかただしましたところ、道路の区画線については運転者にとって非常に重要であるが、

消えかかっている町道も多いため、早急な対応が必要だと考えている。また、地域から交通安全

施設の要望は１４件あり、そのうち１０件が対応済みとのことであります。 

 次に、財政課の関係では、財政調整基金が令和３年度末で４３億円あり、本町の財政規模から

するとかなり多い額だと思われるが、基金を取り崩して必要な住民サービスを拡大する考えはな

いかただしましたところ、基金を含めた財源の有効活用については、今後の人口減少等を考慮し、

長期的な目線で考えていきたい。総合振興計画に沿った予算措置を行うため、計画の見直しも含

めて予算措置の在り方について検討をしていきたいとのことであります。 

 次に、教育総務課の関係では、教職員住宅が６０戸あるが、約半分しか教職員が居住していな

い。学校再編や児童生徒数の減少により教職員数も減ってきているが、教職員住宅の今後の管理

方法についてどのように考えているかただしましたところ、教職員住宅も空き家が多くなってき

ていることから、今後においては、半分程度を廃止または譲渡して計画的な管理を行っていきた

いとのことであります。 

 次は、「議案第６２号 令和３年度さつま町上水道事業会計決算の認定について」及び「議案

第６３号 令和３年度さつま町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分について」であります。 

 水道事業では、水道管の老朽化による工事費も多くなり、経営が一層厳しくなってくると思わ

れるが、水道料金を改定する考えはないかただしましたところ、前回の改定から５年が経過し、

次回の改定時期は近いと考えているが、昨今の社会情勢やコロナ禍ということを考慮して、改定

は見合わせているところである。水道料金の改定については、諮問機関である水道運営委員会の

意見をお聞きするなどして検討を進めていきたいとのことであります。 

 最後に、豪雨に伴う災害復旧や新型コロナウイルス感染防止対策などにより、一般会計では歳

入総額１７７億９,１０７万５５６円、歳出総額１６４億８,２２４万２,４５７円となり、前年

度と比較し、いずれも増額となっております。また、経常収支比率は８４.４％と改善され、実

質公債費比率は４.３％となり、財政の健全化を維持しているようであります。 

 以上、決算審査の概要等を申し上げましたが、報告の中では直接触れなかった事項につきまし

ても、慎重に審査した次第であります。 

 今後とも効率的な行財政運営に努められるとともに、指摘事項等が次年度の予算編成や行政執

行に生かされるよう要請し、決算特別委員会の報告を終わります。 

〔平八重光輝議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから、決算特別委員長の報告に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで決算特別委員長に対する質疑を終わります。 
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 これから順に、討論、採決を行います。 

 まず、議案第６１号について討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第６１号 令和３年度さつま町歳入歳出決算の認定について」を採決します。

この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定とするものです。この決算は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 お座りください。起立全員です。よって、「議案第６１号 令和３年度さつま町歳入歳出決算

の認定について」は、認定することに決定しました。 

 次に、議案第６２号について討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第６２号 令和３年度さつま町上水道事業会計決算の認定について」を採決し

ます。この採決は、起立によって行います。 

 この決算に対する委員長の報告は、認定とするものです。この決算は委員長の報告のとおり認

定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 お座りください。起立全員です。よって、「議案第６２号 令和３年度さつま町上水道事業会

計決算の認定について」は、認定することに決定しました。 

 次に、議案第６３号について討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第６３号 令和３年度さつま町上水道事業会計未処分利益剰余金の処分につい

て」を採決します。 

 お諮りします。本案に対する委員長の報告は、原案可決です。委員長の報告のとおり決定する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第６３号 令和３年度さつま町上水道事業会計未処分利

益剰余金の処分について」は、委員長の報告のとおり原案可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第８「議案第６７号 専決処分の承認を求めることに 

ついて（専決第５号）（令和４年度さつま町一般会計補正 

予算（第８号））」   

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 次は、日程第８「議案第６７号 専決処分の承認を求めることについて（専決第５号）」を議

題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 それでは、「議案第６７号 専決処分の承認を求めることについて」提案理由の説明を申し上

げます。 

 これは、令和４年度さつま町一般会計補正予算（第８号）につきまして、緊急を要したため、

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、専決処分をしましたので、同条第３項の規定によ

りこれを報告し、議会の承認を求めるものでございます。 

 内容につきましては、財政課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願い申し

上げます。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○財政課長（富満 悦郎君）   

 「議案第６７号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度さつま町一般会計補正予

算（第８号））」の予算書で御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第６７号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、本件は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第６７号 専決処分の承認を求めることについて（専決第５号）」を採決しま

す。 

 お諮りします。本件は、承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第６７号 専決処分の承認を求めることについて（専決

第５号）」は、承認されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第９「議案第６８号 さつま町長等の給与に関する条 

例の一部改正について」   

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 次は、日程第９「議案第６８号 さつま町長等の給与に関する条例の一部改正について」を議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 「議案第６８号 さつま町長等の給与に関する条例の一部改正について」でございます。 

 これは、特別職の職員の給与に関する法律の一部改正に準じまして、さつま町長等の期末手当

の支給率を改正しようとするものでございます。 

 内容につきましては、総務課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいた

します。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○総務課長（角  茂樹君）   

 それでは、「議案第６８号 さつま町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例につい

て」御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第６８号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第６８号 さつま町長等の給与に関する条例の一部改正について」を採決しま

す。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第６８号 さつま町長等の給与に関する条例の一部改正

について」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１０「議案第６９号 さつま町職員の給与に関する 

条例の一部改正について」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１０「議案第６９号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について」を

議題とします。 
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 本案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 「議案第６９号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について」でございます。 

 これは、人事院勧告に基づき、本町職員の給与を改定しようとするものでございます。 

 内容につきましては、総務課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいた

します。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○総務課長（角  茂樹君）   

 それでは、「議案第６９号 さつま町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につい

て」御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第６９号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第６９号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正について」を採決しま

す。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第６９号 さつま町職員の給与に関する条例の一部改正

について」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１１「議案第７０号 令和４年度さつま町一般会計 

補正予算（第９号）」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１１「議案第７０号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第９号）」を議題

とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   
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 「議案第７０号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第９号）」についてでございます。 

 これは、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等に準じた人件費の調整に要する経費及び

水道事業費、介護保険対策費、保健衛生総務費並びにその他所要の経費を補正しようとするもの

で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７,７０５万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１６７億７,１６４万７,０００円とするものでございます。 

 内容につきましては、財政課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいた

します。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○財政課長（富満 悦郎君）   

 「議案第７０号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第９号）」について御説明申し上げ

ます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

○中村 慎一議員   

 それでは、この予算書の１０ページ、１２ページであります。 

 民生費、それから、この衛生費で物価高騰対策につきまして予算計上してございます。町のほ

うで影響額の４分の１程度といったようなことでございました。 

 資料によりますと２,６００万円から計上されておりますので、影響額そのものはもう１億円

を超えるといったようなことでありまして、これに対する手だてで町が４分の１、県が４分の

１といったようなことでありますが、今回のこの物価高騰につきましては、光熱水費といったよ

うなことでありますけれども、給食等に係る食材の関係等も相当大きな影響を受けていらっしゃ

るんじゃないかなというふうに思うんですが、それらに対して現場のほうでどういったような財

源措置もされていらっしゃるのか、施設のほうで見ていらっしゃるのか、利用者のほうにこの負

担が行っているのか、そこらもあると思いますが、これについての町内のこういった施設等の実

態ですね、影響額、それから財源の手当て、そういったところにつきまして、もう少し詳しく説

明をいただきたいというふうに思います。 

○高齢者支援課長（久保田春彦君）   

 ただいま質問がございました物価高騰等対策支援給付金につきまして、この給付金を今回計上

するに当たっての時系列的な流れを説明させていただきたいと思いますが、１０月の中旬に課長

連絡会のほうにおきまして、町長のほうから、子ども支援課、高齢者支援課、保健福祉課の民生

３課が所管いたします福祉施設等について、物価高騰・燃料高騰についての支援策を講じるよう

にということで指示がございました。 

 その後、それぞれの所管する福祉施設等の高騰額の影響額の調査を行ったところでございます。

積算をした上で、財政課との協議の上で１０月末の段階で支援額を積算していたところでござい

ますが、その後、１１月７日付で県のほうから物価高騰対策支援を打ち出す旨の通知がありまし

たことから、この県の支援策を確認した上で、町における支援策を再度見直したところでござい

ます。 

 県の支援策につきましては、今説明がありましたように、物価高騰分の４分の１程度を支援す

るというものでございます。県におきましては、１０月２８日付で国の総合経済対策におきまし

て、事業所に対して２分の１相当分を支援するという施策が打ち出しておりましたので、それに

よりまして、国は２分の１、県がまたその４分の１を補助するということでございましたので、
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町におきましても、４分の１相当分を支援するという形にしております。 

 なお、この負担割合つきましては、医療機関につきましてはまた違う対策で打ち出されている

ようでございます。 

 今ありましたように、物価高騰によります燃料費、それと食料費や給食等の食材費等も含んだ

形での支援となっているところでございます。 

 ただ、子ども支援課等が所管する施設等につきましては、これまでに食事に関する支援等をし

てきていることから、また、今回の対象経費には食事に関する部分を除く光熱費に関する高騰分

の対応ということになっているようでございます。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

○中村 慎一議員   

 ありがとうございます。国が２分の１、県が４分の１、町が４分の１ということで、ほとんど

を今回の予算措置で対処ができるんだといったような説明でございます。 

 全国各いろんなところでこういう支援がなされていると思うんですけども、鹿児島県自体はこ

ういったようなことなんですが、ほかの自治体等でどういった取組がされていらっしゃるのか。

県内ですね、それぞれ市町村４３ございますが、どういった状況なのか、そこらについて判って

いる範囲でちょっと説明をお願いします。 

○高齢者支援課長（久保田春彦君）   

 この支援策の協議を始めた段階で、隣接する市町村等に確認をしたところでございますが、ま

だちょうど協議の段階でありまして、具体的な支援策というのは、その段階ではどこもできてい

なかったために、県の支援策をある程度見ながら自治体の支援策をするということで、この支援

策につきましては、国の交付金を充当するということでしているために、その充当、交付金があ

る程度二重に充当されることがないように、県の支援策を確認した上で、自治体の対策を講じる

というスタイルの自治体が多かったのではないかという予測されるところでございます。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第７０号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第７０号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第９号）」を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 異議なしと認めます。よって、「議案第７０号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第

９号）」は、原案のとおり可決されました。 

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね１０時５０分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時３８分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時５０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１２「議案第７１号 令和４年度さつま町介護保険 

事業特別会計補正予算（第４号）」 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１２「議案第７１号 令和４年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第

４号）」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 「議案第７１号 令和４年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」についてで

ございます。これは、一般介護予防事業費及びその他、所要の経費を補正しようとするもので、

歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、

歳入歳出それぞれ３７億３,５８８万６,０００円とするものでございます。内容につきましては、

高齢者支援課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○高齢者支援課長（久保田春彦君）   

 それでは、「議案第７１号 令和４年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」

について御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第７１号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって本案は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第７１号 令和４年度さつま町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）」を

採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって「議案第７１号 令和４年度さつま町介護保険事業特別会計補正

予算（第４号）」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１３「議案第７２号 令和４年度さつま町上水道事 

業会計補正予算（第３号）」   

○議長（宮之脇尚美議員） 

次は、日程第１３「議案第７２号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第３号）」

を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 「議案第７２号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第３号）」でございます。 

 これは、物価高騰等対策としまして、水道料の基本料金を３か月分免除することに伴う経費、

及び人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定等に準じた人件費等の調整に伴う補正でございま

して、収益的収入を４億２,１５４万７,０００円とし、収益的支出から６２６万円を減額した収

益的支出の合計額を４億１,９１６万６,０００円にしようとするものでございます。 

 内容につきましては、水道課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいた

します。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○水道課長（出水  隆君）   

 それでは、「議案第７２号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第３号）」につき

まして、内容の説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第７２号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって本案は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第７２号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第３号）」を採決し

ます。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって「議案第７２号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算

（第３号）」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１４「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に

関する法律施行条例の制定について」、△日程第

１５「議案第７４号 さつま町個人情報保護審査会条例

の制定について」、△日程第１６「議案第７５号 地方

公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について」、△日程第１７「議

案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正につい

て」、△日程第１８「議案第７７号 指定管理者の指定

に係る議決事項の変更について」、△日程第１９「議案

第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第

１０号）」、△日程第２０「議案第７９号 令和４年度

さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」、△日程第２１「議案第８０号 令和４年度さ

つま町上水道事業会計補正予算（第４号）」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１４「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につ

いて」から日程第２１「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第

４号）」までの議案８件を一括して議題とします。 

 各議案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君） 

それでは、議案第７３号から議案第８０号までを一括して提案の理由を申し上げます。 

 まず、「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について」であ

ります。 

 これは、個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、現行のさつま町個人情報保護条例を

廃止し、新たに本条例を制定しようとするものでございます。 

 次に、「議案第７４号 さつま町個人情報保護審査会条例の制定について」であります。 

 これは、個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、現行のさつま町個人情報保護条例を

廃止し、条例に定められている個人情報保護審査会に関する本条例を新たに制定しようとするも

のでございます。 

 次に、「議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関

する条例の制定について」であります。 

 これは、地方公務員法の一部改正に伴い、本町職員の定年引上げ等に関し、関係条例の整備を
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しようとするものでございます。 

 次に、「議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について」であります。 

 これは、上向東団地の一部用途廃止及び湯之元団地の用途廃止に伴い、本条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

 次に、「議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更について」であります。 

 これは、指定した指定管理者の一般社団法人化に伴い、地方自治法第２４４条の２第６項の規

定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 次に、「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」についてであり

ます。 

 これは、学校管理費に要する経費及び諸費、公園費、農産園芸振興費並びにその他所要の経費

を補正しようとするものでございまして、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２億

１,８１３万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６９億８,９７７万

８,０００円とするものでございます。 

 次に、「議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」

についてであります。 

 これは、葬祭費に要する経費及びその他所要の経費を補正しようとするもので、歳入歳出予算

の総額に、歳入歳出それぞれ３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０億

８,５６８万６,０００円とするものであります。 

 次に、「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号）」についてで

ございます。 

 これは、水道使用水量の減少に伴う営業収入の減額及び動力費等に要する補正で、収益的収入

から４７４万円を減額した収益的収入の合計額を４億１,６８０万７,０００円、収益的支出から

４８６万２,０００円を減額した収益的支出の合計額を４億２,４０２万８,０００円とし、資本

的支出を２億３,５４３万９,０００円にしようとするものでございます。 

 内容につきましては、それぞれ所管の課長に説明させますので、よろしく御審議くださるよう

お願いいたします。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○総務課長（角  茂樹君）   

 それでは、「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について」

御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（角  茂樹君）   

 続きまして、「議案第７４号 さつま町個人情報保護審査会条例の制定について」御説明を申

し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○総務課長（角  茂樹君）   

 引き続きまして、「議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整備に関する条例の制定について」御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○建設課長（原田 健二君）   

 それでは、「議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について」内容の説明をいたし

ます。 
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〔以下議案説明により省略〕 

○農政課長（山口 泰徳君）   

 それでは、「議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更について」内容の御説明

を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○財政課長（富満 悦郎君）   

 「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」について御説明申し上

げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○保健福祉課長（甫立 光治君）   

 それでは、「議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」について、御説明申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○水道課長（出水  隆君）   

 それでは、「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号）」につき

まして、内容の説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ただいま議題となっています各議案に対する質疑は、１２月７日の本会議で行いますので、当

日まで審議を中止しておきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２２「議案第８１号 庁舎内ＷＥＢ会議用端末等導 

入契約の締結について」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第２２「議案第８１号 庁舎内ＷＥＢ会議用端末等導入契約の締結について」を議

題とします。 

 本件について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 「議案第８１号 庁舎内ＷＥＢ会議用端末等導入契約の締結について」であります。これは、

庁舎内ＷＥＢ会議用端末等導入につきまして、去る１０月２６日入札を執行しましたことから、

さつま町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定に基づ

き、議会の議決を求めるものであります。内容につきましては総務課長に説明させますので、よ

ろしく御審議くださるようお願いいたします。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○総務課長（角  茂樹君）   

 「議案第８１号 庁舎内ＷＥＢ会議用端末等導入契約の締結について」御説明を申し上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第８１号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって本件は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第８１号 庁舎内ＷＥＢ会議用端末等導入契約の締結について」を採決します。 

 お諮りします。本件は、可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって「議案第８１号 庁舎内ＷＥＢ会議用端末等導入契約の締結につ

いて」は可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２３「報告第１０号 令和４年度さつま町土地開発 

公社事業変更計画及び事業会計補正予算（第２号）につい 

て」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第２３「報告第１０号 令和４年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会

計補正予算（第２号）について」を議題とします。 

 内容の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 「報告第１０号 令和４年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会計補正予算（第

２号）について」であります。 

 これは、公有地の拡大の推進に関する法律第１８条の規定に基づき提出がありましたので、地

方自治法第２４３条の３第２項の規定により別冊のとおり提出するものであります。 

 内容につきましては、ふるさと振興課長に説明させますので、よろしくお願いいたします。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○ふるさと振興課長（米丸 鉄男君）   

 それでは、「報告第１０号 令和４年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会計補正

予算（第２号）について」御説明いたします。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ただいまの報告に対する質疑は、１２月２３日の本会議で行いますので、当日まで審議を中止

しておきます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（宮之脇尚美議員）   



- 21 - 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 １２月５日は午前９時３０分から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日は、これで散会します。 

散会時刻 午前１１時５４分   
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令 和 ４ 年 第 ４ 回 定 例 会 一 般 質 問 

令和４年１２月５日（第２日） 

順 番 
（議席番号）

質 問 者
質  問  事  項  ・  要  旨 

１ （12） 

岸 良  光 廣

１ 行政改革について 

 (1) 町民の安心・安全・生命・財産を守る上で、今後、消防団の

必要性は、ますます重要になると考えるが、町長の考えを伺

う。 

 (2) 本町の人口減少のスピードは、国の人口調査会等の説明より

はるかに早くなっているが、今後１０年先を考えた場合、定員

管理も含めいろいろ見直しが必要と考えるが、町長の考えを伺

う。 

２ （３） 

上 囿  一 行

１ 安全で安心して暮らせるまちづくりについて 

  町道の維持管理で草払いや側溝の土砂除去に取り組んでいるが追

いつかない状況である。 

  今後の町道における維持管理の在り方について問う。 

２ 人口減対策について 

 (1) 産み、育て、安心して暮らせるまちづくりについて、町長独

自の施策を問う。 

 (2) 空き家の有効活用、方策・施策について問う。 

 (3) 人口維持と企業誘致について問う。 

３ （２） 

平 山  俊 郎

 

１ 道路の交通安全対策について 

  道路における「交通安全対策」の一環である白線のある道路が、

消失又は摩耗しており危険であるとの声を聞く。特に高齢者から

「夜間、特に雨天時に白線が見えないと路外逸脱や対向車線にはみ

出すなど危険である」等の声があることから、道路の実態について

調査したところ、白線の消失や摩耗している道路が多く見受けられ

た。 

  そこで白線の消失対策などに関して、次のことについて問う。 

 (1) 町道の白線の消失について、全体の実態の把握がなされてい

るのか。これまで各地区から改善などの要望があったのか。あ

ったとすれば、それに対しての改善はどの程度なされているの

か。 
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順 番 
（議席番号）

質 問 者
質  問  事  項  ・  要  旨 

 (2) 町道以外の県道等についても、白線の消失などが多く見受け

られるが、関係機関団体等に町から改善等の要望はできないの

か。 

２ 平川地区における異臭問題について 

  平川地区（特に下平川・大薄上）では、数年前から牧場の糞尿に

よる異臭に大変困っており、本年６月に地域住民の苦情・要望に基

づいて、異臭場所への立入調査を実施されているが、次のことにつ

いて問う。 

 (1) 調査結果と結果に基づく行政指導の内容及びその後の改善効

果は。 

 (2) 行政指導による改善内容を踏まえ、今後業者に対してどのよ

うに指導していくのか。 

４ （14） 

川 口  憲 男

 

１ 農林業の活性化について  

 (1) 林業の活性化をどのように捉えているのか考えを問う。 

 (2) 森林は、防災面や脱炭素社会の実現など、非常に重要な役割

を担っている。 

    国や民間における、森林の多面的機能の維持・継続に対する

取組をいかに捉え、推進を図る考えか。 

５ （11） 

古 田  昌 也

 

１ ローカルブランディングについて  

 (1) 鹿児島銀行に委託してローカルブランディングを行っている

が、進捗状況はどのようになっているか。 

    また、ローカルブランドを認知してもらうために、どのよう

に発信していくのか。ブランディングの今後の計画は。 

 (2) 約５年前も同じようなローカルブランディングを行ったと記

憶しているが、その時の結果と再度実施することになった経緯

は。 

 (3) 「薩摩のさつま」は、町、ＪＡ北さつま、町商工会、町特産

品協会と団結して進めているところであるが、現在進めている

ローカルブランディングと「薩摩のさつま」との違いは何か。 

２ 災害復旧について  
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順 番 
（議席番号）

質 問 者
質  問  事  項  ・  要  旨 

 (1) 令和３年度豪雨災害における公共災害復旧の進捗率や発注率

などは、どのようになっているか。  

 (2) 町単独事業や維持補修等の復旧を含め、全町的な復旧に向け

た問題点とそれに対する改善策は。 

 (3) 道路における小規模災害や維持作業などは、道路整備作業員

が対応しているが、慢性的な人員不足が見られ、各地域でも高

齢化や働き手不足が顕在化している。 

    災害復旧を優先するのは当然であるが、地域からも補修等の

要望が多くなっているため、作業員の増員や給与改善、効率化

のための機械導入など、具体的な方策を行う考えはないか。 

３ あなたも１日議員について 

  １０月に開催された「あなたも１日議員」の質問事項について、

課内又は課を超えた横断的な検討を行い、実施に向けた予算化など

を協議したか。 

  検討・協議を行ったのであれば、その内容はどのようなものか。
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令和４年第４回さつま町議会定例会会議録 

                            （第２日） 

○開議期日    令和４年１２月５日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議場 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  新 改 幸 一 議員      ２番  平 山 俊 郎 議員 

   ３番  上 囿 一 行 議員      ４番  橋之口 富 雄 議員 

   ５番  中 村 慎 一 議員      ６番  上別府 ユ キ 議員 

   ７番  森 山   大 議員      ８番  新 改 秀 作 議員 

   ９番  平八重 光 輝 議員     １０番  有 川 美 子 議員 

  １１番  古 田 昌 也 議員     １２番  岸 良 光 廣 議員 

  １３番  上久保 澄 雄 議員     １４番  川 口 憲 男 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  宮之脇 尚 美 議員 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 一般質問 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 おはようございます。ただいまから、令和４年第４回さつま町議会定例会第２日の会議を開き

ます。 

 本日の日程は、配布してあります議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「一般質問」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 日程第１「一般質問」を行います。 

 一般質問は、一問一答式となっております。質問時間は答弁を含めて６０分とし、質問回数の

制限はありません。質問通告に従って、順番に発言を許します。 

 まず、１２番、岸良光廣議員に発言を許します。 

〔岸良 光廣議員登壇〕 

○岸良 光廣議員   

 質問に入る前に、今出水市では、鳥インフルエンザで多大な被害が出ておりますが、さつま町

も多くの養鶏業者がおられます。その養鶏業者を守るためにも、町長におかれましては最大の防

疫対策を取っていただけますよう強く要請し、質問に入らせていただきます。 

 まず、行政改革について。 

 町民の安心、安全、生命・財産を守る上で、今後消防団の必要性はますます重要になってくる

と考えるが、町長の考えを伺う。 

 ２番目に、本町の人口減少のスピードが、国の人口調査会等の説明よりはるかに早くなってい

るが、今後１０年先を考えた場合、定員管理も含めていろいろ見直しが必要と考えるが、町長の

考えを伺う。 

 以上、２点です。 

〔岸良 光廣議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 おはようございます。 

 岸良光廣議員からの質問にお答えさせていただきます。 

 安心・安全・生命を守る上で、消防団のこの必要性をどう考えるかということでございます。 

 私のマニフェストの１番に、この安全で安心して暮らせるまちづくりを掲げ、その中で消防団

組織の充実強化及び消防団員の確保対策を掲げているところでございます。 

 消防団の役割と住民の安全・安心を守るためのこの重要性ということにつきましては、十分理

解しているところでございます。 

 消防団員の皆様におかれましては、生業の傍ら、高い消防精神を持って町民の安全・安心のた

め昼夜を問わず献身的に御尽力頂いており、改めて感謝を申し上げるところでございます。 

 また、地域住民の方々も大いにこの消防団員の方々を頼りにしているものと考えているところ

であります。 

 御承知のとおり、近年は全国各地で大規模な災害が発生しており、多くの尊い人命や財産が失

われております。さつま町も例外ではなく、このような災害が発生した場合、常備の消防だけで

は対応することには限界があります。 

 こういう中で、その地域の実情をよく知る消防団員の役割は非常に重要であり、また高齢化が
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進む中、頻繁に発生する大きな風水害など、今後ますます消防団員の役割は大きくなっていくも

のと考えているところであります。 

 一方で、社会情勢の変化等により、消防団員の確保は年々困難になっていますことから、これ

まで行ってきました処遇改善と併せて、火災予防運動の訓練式や、その他の行事の在り方も含め

まして、団員の負担軽減を検討するとともに、消防団施設及び資機材等の計画的な更新を行いな

がら、活動しやすい環境づくりに努めてまいりたいと考えているところであります。 

 また、消防団の役割やその重要性、活動内容なども町民の皆様にしっかりとやはり伝えていく

ということも必要であろうと考えているところでございます。 

 また、団員の所属する企業、会社等などにも、この消防団員の役割、必要性というのをしっか

りと説明していく責任もあるのではなかろうかと考えているところであります。 

 次に、２点目の行政改革のこの人口減少のことでございます。 

 議員御指摘のとおり、本町の人口減少は国の想定を上回る勢いで進んでおりまして、私自身も

大変危惧いたしているところでございます。非常にこの厳しい現実として、重く受け止めている

ところであります。 

 この危機的とも言える人口減少に加えまして、新型コロナウイルス感染症や物価高騰など、

様々な要因が絡みまして、社会経済状況の激変なども、現行の行財政運営をはじめ、本町が策定

しております各種の計画や施策におきましても、大きな影響が生じてくるものと予想していると

ころであります。 

 議員から御指摘のありました職員の定員管理計画をとりましても、人口減少が進む中、人口規

模に見合う職員数はいかにあるべきかなど、大きな難題があるところでございます。 

 現行の第４次の定員管理計画につきましては、今定例会にも御提案いたしておりますとおり、

地方公務員法の改正に伴います定年の段階的引上げ等を踏まえまして、本年３月に策定をいたし

たところでございます。 

 しかしながら、本計画では、人口減少下における職員数のあり方を、課題・検討事項としてお

り、その対策につきまして具体的に言及できていないところもありますことから、議員のお考え

のとおり、この厳しい人口減少等を考慮した計画の再検討も必要であろうかと考えているところ

であります。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○岸良 光廣議員   

 今町長の１回目の答弁を頂いたんですが、まず２問目の質問に入る前に、基本的なことをお伺

いします。 

 私は、災害が起きた場合には消防本部が基となり、いろいろな指示を出して、それに伴って消

防団が活動するというふうに考えておりますが、ただ災害でない通常の場合においては、消防職

員と消防団員のこれは人間的な立場ちゅうのは、お互い平等であってフィフティー・フィフテ

ィーと。 

 要するに、災害が起きたときには消防本部のほうで指示を出しますけれども、そういう平時の

場合には、消防職員と消防団の地位のそういう差はないんだというふうに私は考えておりますが、

その点について町長の考えをお伺いします。 

○町長（上野 俊市君）   

 大規模災害時、それから平常時の災害時ということはないんですけれども、この組織の中で消

防団、それからそれを管轄する消防本部があります。当然ながら、これは命令系統に、消防団本

部の中に消防団員も入ってきますので、当然ながら消防団のその指揮の下に動いていくというこ
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とになろうかと思っています。 

○岸良 光廣議員   

 いえ、私が一番聞きたかったのは、平時の場合には、消防本部の職員の方と消防団員の方の立

場というのは、平時の場合は、これは平等ですよねっちゅうことですよ。そこを聞いているんで

すよ。 

○町長（上野 俊市君）   

 その平等と言われる部分がちょっと、私にはちょっと難しい、理解が難しいところがあるんで

すけれども、その平時におけるその立場ということでしょうか、身分ということでしょうかね。

そこをちょっとお聞きしたいんです。 

○岸良 光廣議員   

 要するに平時の場合は、災害が起きた場合には確かに消防本部の指示の下に消防団は活動する

わけですけども、ただ平時の場合、一般的に何事も災害が起きないときには、これは消防職員も

消防団も全く地位は変わりませんよねっちゅうことです。そこを聞いているんですよ。 

○町長（上野 俊市君）   

 消防団員につきましても、非常勤の公務員と、地方公務員という形に、立場になります。その

身分から考えますと、これはもう一緒だと理解しております。 

○岸良 光廣議員   

 判りました。 

 次に、消防団の今の現状から質問させていただきますが、ただ昨年、あの消防団員の待遇面に

おいて、１日４,５００円があまりにも低いちゅうことで、７,０００円に上げてもらいました。

そのときに、消防団車庫にエアコンがないところが非常に多いと。特に、今物すごい、夏場につ

いては猛暑が続いております。 

 そういう意味で、消防団員の健康を守る上でも、各消防団車庫に全てにエアコンを設置してい

ただくよう強く要請しておりましたが、現状でエアコンの設置率がどの程度か、町長お伺いいた

します。 

○町長（上野 俊市君）   

 この環境整備の関係等につきましては、今議員がおっしゃられるとおり、委員会の総括等でも

出されたところでございまして、その後、各分団の車庫の調査等も終わっているところでありま

す。 

 ２３の消防団車庫のうち、今９つがエアコンの整備が進んでいるところであります。 

○岸良 光廣議員   

 なぜこの今、実際約４５％ぐらいがエアコンが設置されているんですけど、この設置された理

由ちゅうのも、行政が協力して設置したエアコンじゃないんですよね。全てが消防団のＯＢの方、

あるいはそういう後援会の方々からの援助で、ほとんどエアコンは設置されています。 

 残念なのは、消防団のアンペアがもう最初から１５アンペア。要するに消防本部としては、消

防団車庫にはエアコンは要りませんよというようなやり方になっているんですよ。だから、そこ

をまず早急に変えていただいて、各消防団のほうにせめてエアコンぐらいは早急に設置していた

だくよう、１年前もそういう要求をしたんですが、今後について町長もできるだけ早く、全部の

消防団車庫にエアコンの設置をしていただきたいんですが、その辺についてのお考えをお伺いし

ます。 

○町長（上野 俊市君）   

 これにつきましては、やっぱり消防団員のそういう環境整備を図るのが非常に重要な部分でご
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ざいます。健康管理面を含めまして、そういうことでございますので、これにつきましては来年

度の予算のほうで整備を進めるよう、指示もいたしているところでございます。 

○岸良 光廣議員   

 ということは、３月の当初予算で計上されるというふうに理解してよろしいですか。 

○町長（上野 俊市君）   

 はい。来年度のこの当初予算で、一応予算を計上する予定といたしているところでございます。 

○岸良 光廣議員   

 判りました。ぜひ設置をしていただくよう。 

 次に、報酬の費用弁償等についてでありますが、これをまず質問する前に、本当は人口につい

ては、この次の２番目でする予定なんですが、ただなぜ私が消防団が必要になってくるかっちゅ

う一番の基は、今年の１２月１日でさつま町の人口が１万９,１５９人、ただし、そのうちに

４１５人の外国人がおられます。外国人を除けば、もう１万８,６１４人しかおられません、さ

つま町の人口ちゅうのは。 

 そのうち、あとで述べますが、もう高齢化率というのが物すごく速いスピードで、今後５年、

１０年進んでいきます。そういう中で、消防団の役割ちゅうのは物すごく重要性が増してくるだ

ろうと。 

 そこについて、この報酬も費用弁償も、実際今年の決算等を見た中でびっくりするのが、もと

もと当初予算で報酬とは別に費用弁償というのが約４,３００万円組まれておりました。令和

３年度も。その令和３年度の決算を見ますと、消防団の活動費、要するに費用弁償が４,３００万

円組まれたけども、そのうち約２,０００万円は不用額、要するに使わなかったと。 

 今年の令和４年度の予定を見ても、令和３年度不用額になった約２,０００万円も同じ計上を

して、また４,３００万円予算が組まれております。 

 そこで、いろいろ消防団のほうとも話を聞きました。そしたら、私も私個人も、さつま町の消

防団だけでなくて、私もでしたが、現職の消防団員にも、ほかの町村の消防団の活動はどうなっ

ているのか、よく調べてみてくれと。私も調べました。 

 その中で、ほかの私が聞いたこともですし、消防団が自らどういう形になっているか聞いてき

たことを基にしますと、まず消防団というのがいつ災害が起きるか分からないと。そのために訓

練をしたり、操法訓練をしたり、いろんな活動するんだと。それについては、予算をカットした

ら訓練もできないから、予算をカットするちゅうのはありませんよねという話がほとんどでした。 

 その中で、さつま町においては、すごいですよ。訓練をあまりするなと、時間をほとんどカッ

トしています。昨年、町長がまず７,０００円に上げていただいたんですが、そのときに私も気

がつかなかったんですけど、もう細かく時間を切ってあるんですよ。 

 特に、今年の夏台風が来ました。そのときに、消防団に出た指示が自宅待機なんですよ、約

２４時間。自宅待機ちゅうのは、費用弁償は起きないんですよ。 

 台風が過ぎた明くる日に、午前中だけ、４時間だけ活動が認められて、４時間分の費用弁償は

ありますけど、２４時間自宅待機を指示が来たのに、それに対しては何の費用弁償も起きていま

せん。ちゅうことは、私は自宅待機を指示したんであれば、消防団員もどこにも出れないわけで

すよね。 

 だから、そういうふうに自宅待機をさせているっちゅうことは、指示を出したわけですから、

そういうものに対しての費用弁償というのは、認めるべきであると考えるんですが、その辺につ

いて町長の考えをお伺いします。 

○町長（上野 俊市君）   
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 この自宅待機の取扱いということでありますけれども、自宅待機についても、いろいろな対応

があろうかと思っております。自宅待機の中でそこで自分でまだ仕事ができる方、それと仕事を

休まないといけない方、いろいろな対応はあろうかと思っております。 

 しかしながら、この前にあったこういう事例というのは、災害時にすぐ出動できるような形で

の自宅待機だと、私はそのような捉え方をいたしているところでございます。 

 もし現場に出るようであれば、当然ながらその費用弁償等については支払わなければならない

と考えておりますが、自宅にそういうことをしながら、いつでも出動できる体制を取っていただ

くということで、今のところはその支払い等については、していないものと思っているところで

あります。 

○岸良 光廣議員   

 町長、自宅待機が出れば、例えば会社に勤めている人、これも会社を休むかどうか判りません

けど、自営業の方であっても、家を出て２時間、３時間出られないんですよ。いつ指令が来るか

分からないから、そこにおらにゃいかん。 

 ちゅうことは、消防本部は団員に対して、自宅待機をしなさいといった時点で、これは指示が

出て、そこで団員は自分が自由が利かないんです。それをして、費用弁償も何も出ないちゅうこ

とは、消防本部が今年組んだこの４,３００万円の費用弁償のこの金額って、何を基にしている

んですか。 

 令和３年度、これはいろいろ調べてみました。そしたら、約５年ぐらい前から、消防団のほう

から活動の時間短縮、特になぜ今この自宅待機の話をしているかっちゅうと、自宅待機で全くの

費用弁償も出ないんですが、訓練等についても消防本部から、特に機関整備については、団員が

１０名から１２人のところは、手入れ人数は４人以内でしなさいと。しかしながら、消防本部は

毎日勤務の交代はありますけど、ほぼ団員の方は出てくりゃ毎日訓練されています。 

 だけど、消防団ちゅうのは自分の仕事を抱えており、なおかつ今会社勤めの人も多いです。そ

ういう方々が訓練するっちゅうのは、操法訓練とかいろんな消防車庫の手入れについても、そこ

でみんな集まって、そこでいろんな話をしながら、あるいは先輩が後輩に教える、そういうのを

して訓練はすると思うんですけれども、その訓練自体も４時間以内、人数は何人以内、そんな時

間を絞って経費を絞って、それだけ年間４,３００万円組む予算の中で、２,０００万円ぐらい費

用を残すっちゅうのは、これは町長からの指示なんですか、それとも消防本部の考えなんですか、

その辺ちょっとお聞かせください。 

○町長（上野 俊市君）   

 昨年度決算におきまして、不用額が二千数百万円出たということは、私も承知いたしておると

ころであります。 

 これにつきましては、消防団もさっきありましたように、いつ災害時、大規模災害等が発生す

るか分からない、火災等もありますし、そういうことである程度の予算を確保しておかなけりゃ

ならないということであります。 

 昨年度のこの予算の計上の在り方というのは、最終的な予算のこの在り方については、予想さ

れる災害等を計算しても、これだけは要らなかったんだろうという私は感じがいたしております。 

 ただ、その予算の関係等につきまして、私の指示がどう、私が直接指示はいたしておりません

けれども、これはもう私の命令系統の、指揮系統の下にありますから、当然私の責任でもござい

ますけれども、そのような形で、ある程度の費用は、予算等については確保した上で、あと不要

と見られるものについては、随時落としていく必要はあろうかと思っているところであります。 

 そのようなことから、今後におきましては、そういう状況を見ながら適切に対応していきたい
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と思っております。 

○岸良 光廣議員   

 いや町長、適切に対応するちゅうことは、その時間短縮もですが、訓練の陣容、これも物すご

く聞いてみれば削減されているんですよね。 

 例えば操法訓練は、例えば４人か５人操法訓練するのに、補助員が要るわけですよ。今までで

あれば、消防団員出られる人はみんな出てきてもらって、一緒に訓練をして、操法に出ない人も、

その手伝いやらそれを見ながら覚えていただく、そういう時間があったんですね、従来は。 

 だけど、それについては操法訓練はもう７名以内、それ以上は出しませんよと。だから、私が

最初相談を受けた消防団については、出て来れる人はみんな出てきてくれと、１１人出て来たそ

うです。 

 だけど、消防本部からは「７名っち言いましたよね。だから７名分しか出しませんよ」と。

「ほかの８名から１１名の分については、消防本部は一切見ませんよ」と。これもちょっと考え

ものですよね。 

 じゃあ、それがいつぐらいからなったかちゅうと約５年ぐらい前からだそうですよ。それまで

は全員出てました。私は全員出れる人は全員出るのが基本だと思うんですよ。消防署みたいに毎

日は訓練できないわけですから。毎日訓練するちゅうことは、いつ、いかなるときがあってもで

きるように消防本部、訓練していると思うんですよね。消防団は限られた回数しかありませんの

で、そこの訓練を人数と時間を削減されるちゅうのは、消防団員にとっては訓練ができないちゅ

うことなんですよ。そういうところを町長、もう１回、消防団のそういう、いろんな話を私も聞

きましたけど、せめて訓練だけは出れる人は全員出てもらって訓練をしてもらう。それに対して

消防本部から人数制限とか、そういうのをかけないようにしてほしいんですが、それについて町

長のお考えを伺います。 

○町長（上野 俊市君）   

 今、議員がおっしゃられたことの中で、消防の訓練ということであります。今この機械点検に

つきましても今、月２回と、それから団員の負担を考慮しながら、１回の人員の目安を定めて今、

やってます。これ、あくまでも目安でございます。これにつきましては団員のそれぞれの、団員、

それから各分団での幹部、それから幹部会の中でこの議論をされて、このような取扱いになった

ものと思っております。我々が一方的にしたわけではないと考えているところであります。です

ので、今後におきましてもそういう意見があるんであれば、消防団の分団等の意見をくみ上げて、

また幹部会等でのしっかりとここは対応していきたいと思います。 

 私も、当然ながらこの生命と財産を守る、非常に訓練というのは必要だと思っております。で

すから、やはりそこはしっかりと確保しながら進めなければならないと思っております。今のや

り方が後の、そういうことで、今の現状に沿わないんであれば、ここは見直しをしていく必要が

あろうかと思っておりますが、これはまた消防団の幹部会等で議論して、これについてはまた見

直しが必要であれば見直しをしていきたいと思っております。 

○岸良 光廣議員   

 町長、私が聞いた話では、消防本部からもう一方的ですよ。だから私が町長にお願いしたいの

は、訓練等について消防団が、団員の方々が訓練に出てこれる人は、やっぱりみんな出てもらっ

て訓練を受けることが基本だと思うんですよ。だから、そこについては町長のほうから、やはり

訓練等については人数制限しないというようなことを消防本部のほうにやはりきつく指導してい

ただきたい。そうしないと、まともな訓練できませんよ。よろしいでしょうか。お答えください。 

○町長（上野 俊市君）   
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 今の御意見等を踏まえまして、また幹部会等にも私も出席して、またそこで御意見を聞いて、

それが本当に皆さんの総意でそれでやってもらいたいということがあれば、私もそれで指示をし

ていきたいと思っております。 

○岸良 光廣議員   

 ぜひ消防団員がいざというときに活動ができるように、普段の訓練が一番大事だと思いますの

で、その辺は町長のほうから消防本部にもきちっと指示していただきたい、そういうふうに答え

ていただきましたので、次へ行きますが、今度は消防団のほうに火災保険というのが年間

２,４００円やったかな、報酬の中から消防団員一人一人、報酬の中から火災保険というのが、

お金が徴収されています。この火災保険は任意になっています。要するに、各市町村の消防本部

が全員が全員、かけてるちゅう火災保険ではないみたいです。かけている町もあれば、かけてな

い町もある、市もある。 

 その中で、さつま町の消防本部はこの火災保険のかけるということで、団員から１人２,４００円

ぐらいを徴収しているんですが、この火災保険の内容について、各消防団員に何ら説明もされて

ないんですよ。それはどういうことかっちなって話を聞いてみますと、実際、消防団員の個人口

座に直接報酬、あるいは費用弁償等が振り込まれるようになったのが平成２８年ぐらいだったで

すかね。そのときになって初めてこの火災保険ちゅうのに各消防団の方々も、初めてその部分が

徴収されたんだと。その内容があまりよく判らないと。 

 実際、昨年の水害によって、その火災保険のほうから一部保険金が支払われたみたいなんです

けど、ただ、それは消防本部からは、これは火災保険の部分ですよということではなくて、ただ

見舞金としてもらいましたと。だけど火災保険でもらった記憶がないんだという話もありまして、

じゃあ消防本部に問い合わせてみたらどうかという話をしました。ところが、その消防団員が消

防本部へ電話して、実はこうこうして火災保険が引かれてるんだけど、これの証書はどこにある

んですか、見せてもらえませんかという内容で電話かけたそうです。そしたら消防本部の対応さ

れた方が、いや、上の方に確認をしないと、それは説明できませんという話だったそうです。そ

れ、私は聞いたもんですから、じゃあ消防本部に直接行って話をして、見せてもらったらどうで

すかという話をしました。そしたら、ちょっといろいろあったみたいなんですけど、最終的には

見せてもらいましたということでした。 

 ただし、私がそこで非常に疑問に思うのは、消防本部の説明では、その火災保険の証書が１枚

しかないから消防団員には見せられないんだという説明があったみたいなんですけど、やはりこ

の火災保険をかけてあるんであれば、その内容といろんなもの、各消防団員に理解してもらうよ

うに説明すべきであると私は思うんですよ。その中で、各消防団長に、せめて火災保険のかけて

徴収してるんだから、それをコピー取って各消防団長に１枚ずつでもコピーを配って、この年間

の火災保険は、こういう形でかけてありますよという、せめてそのぐらいの説明はあってしかる

べきだと思うんです。それすらないんですよ。 

 中で、私が一番驚いたのは、ここにありますけど、消防団の口座の写しもあるんですが、全部

見させてもらいました。そしたら平成２８年度に１回目の火災保険の引き去りがちゅうか、消防

本部に入金した記録が残っておりました。ところが２８年あって２９年、３０年はないんですよ。

徴収してないんですよ。令和元年になって、また火災保険の徴収が始まっています。それは、私

が聞いた消防団のほうで通帳の控えをもらいましたので、これは後で、もし必要であれば町長の

ほうに提出しますけども、何で２８年徴収して、２９年、３０年ちゅうのが徴収されてないのか

なと思うんですけど。そしてまたいきなり令和になって徴収が始まっている。そこについても詳

しい説明がされてないんですよ。 
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 これはやはり任意の保険ですので、各消防団に聞いて、本当にこの火災保険が必要なのか、必

要でないのか。当然、火災保険はみんな、各消防団員もかけてます。けれどもただ人によっては

持ち家もあるし、住宅等に入っている人もいます。そういう中にあって、やはり消防団員のそう

いう意向を確かめてから私はこれやるべきだと思うんですけど、だから一番最初に聞いた消防本

部の職員の方と消防団の、平時においては私はフィフティー・フィフティーあると思うんですが、

そういう火災保険等１つ取っても、消防本部の方々のやり方というのは団員に対して細かい説明

をしなくてもいいんだというふうに思われてるんであれば、そこは大きな間違いだと思うんです

よ。だから、その辺についても今後は各団員の希望を聞いて行うべきと思いますが、その点につ

いて町長のお考えを伺います。 

○町長（上野 俊市君）   

 確かにこの火災保険を任意でかけられておられる方が多数いらっしゃいます。この火災保険に

ついては、今、議員がおっしゃるように、これはもう任意でございまして、当然ながらそれぞれ

が個々に加入・未加入というのは、入る・入らないは個々が判断されることであります。 

 その過程におきまして説明が十分であったかということになりますと、なかなかそこは難しい

ところであると思います。各分団の分団長さんが、我々も入っちょるで入らんかという、そうい

うような呼びかけで入られたかもしれませんし、実際、しっかりとこの申し込みといいますか、

そのパンフレットを見て、入ろうって決められた方もいらっしゃるかと思います。確かにそこに

はいろんな差はあると思います。そこにあるのはやはり説明が足りない部分というのはあったと

思っているところであります。 

 そのようなことから、さっきの証書の話もありました。私はこの話がありましてから、また消

防のほうにはその今言われたように、写しだけでも、それとあと保険の内容の写しだけでも各分

団の車庫のほうに貼っとくとか、そのような形にするようにも指示をいたしております。これは

もうそういうことで進めさせていただきますけれども、説明が足りない部分があったかと私も思

っております。そこについてはまたしっかりと、この消防本部のほうには指示をして対応するよ

うにいたします。 

○岸良 光廣議員   

 町長も前向きに対応していただくということですので、もうあまり深くは突っ込みませんが、

ただ町長、私が聞いたところでは、私が聞いた、相談を受けた団の団長さんも、この火災保険に

ついての説明は一切受けていないそうです。内容がどういう内容で、どうなってるかちゅうのは

全く知りませんでしたというのが団長さんのお話でした。まあそれは町長も前向きにやっていき

たいんだということでありますから、もうこれ以上は言いませんけれども、やはり消防団のやっ

ぱり必要性ちゅうのは今後ますます大きくなりますから、消防団員に対するいろんな報酬ってい

っても一般の団員で年間３万６,０００円くらいですからね。それにあと活動費が出るか、出な

いかですよ。 

 だから、その辺から考えると、昨年も言ったと思うんですが、中には消防団の個人口座に入る

その口座は、入ったお金は団員のお金なんですけど、予算が少ない団についてはその中からまだ

団にお金を納めなければ活動ができないという団もあるちゅうことは、１年前も町長にお話した

つもりなんですが、そのときに、各消防団の活動費については行政のほうで予算見てもらえませ

んかねという要請もしたんですが、ここについては、やはりもう１回、各消防団それぞれの団の

経済状況もあるでしょうから、そこにいろんな話を聞いていただいて、苦しいところには必要な

経費はやっぱり報酬、自分の報酬を団に納めないかんような、こういうことはやっぱりしてはな

らんと思うんですよ。だから、各団員の状況を聞いて、必要な予算については行政のほうで見る
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のは、私は当たり前だろうと思うんですけど、その辺について町長のお考えをお伺いします。 

○町長（上野 俊市君）   

 これまで消防の改善を行ってきている中に、やはりそういうような状況があるということから、

この消防団のこの分団の運営の交付金というのも令和３年度に作りまして、各分団に交付金を出

しているところであります。 

 それから加えまして、この団員の報酬等につきましても、やはり県内を見てみますと、まだこ

ちらは下の低い状況等でもございますので、これにつきましても来年の４月からこれが改定でき

るように、今、準備も進めているところであります。基本的には町がやらなければならないもの

については、やはり町がしていく義務があろうと思っております。ただ分団でやはりいろいろと

飲み食いされる部分については、当然ながら少しの拠出というのは致し方ないものかと思ってお

りますけれども、町が本当にこの町として支給しなければならないもの等については、ここはし

っかりと、またしっかりと言いますか、今後も対応させていただきたいと思います。 

○岸良 光廣議員   

 もう残りが２２分しかありませんので、次にも行かなきゃいけないんですが、やはり消防団の

役割は今後、ますます大きくなりますので、まだ今の状況で若い方々が消防団に入るのが非常に

入りにくい状況になっています。というのは、今、話しました消防団員の待遇面、あるいはその

消防団車庫のいろんなその暑さ・寒さに対する設備の不備、そういうものがあって、入りたくて

も奥さんが、もう入ってくいやんなというような状況が今の現状ですよ。だから、それをやはり

今後、消防団員がせめて町民の安心安全を守る、その今の消防団が維持できるようするためには、

処遇改善はしていかないと、やはりもう時代が違いますから。その辺について各消防団で経費が

維持できるところはいいんですけど、やはりそれができないところについては町のほうでもやは

り幾分かの、今、町長の答弁にもありましたけど、ぜひそれを確認、各消防で確認していただい

て、必要なところには必要な経費を出していただくよう、これも強く要請して、２問目のほうに

入ります。本当は１時間全部、消防団に使おうかなと思ったんですけども、２問目も質問してま

すので、これもしなきゃなりませんので、２問目に入らせていただきます。 

 ２問目の町の、一番最初申し上げましたけど、令和４年、今年の１２月１日付で１万９,１５９人、

外国人が４１５人含めて１万９,１００人だというのを言いましたが、私が一番危惧しているの

は新生児、新しくさつま町民として生まれてくる子供たち。これがもう激減しているんですよ。

特に平成２９年、これは旧宮之城地区で９４人、旧鶴田で１８人、旧薩摩が７人なんですけど、

これ何が言いたいかちゅうと、今年の二十歳の集い、何年かぶりに１月に開催されますけど、こ

の二十歳の集い、要するに二十歳になった人、これが今回はぎりぎり２００人を維持すると言い

ますか、なんですが、私が議員になって約８年、もう９年になりますけど、８年ぐらい前は二十

歳の成人者が３００人越えておったんですよ。しかし、今年はその成人者がぎりぎり２００人い

るか、いないか、という人数まで減ってきてます。要するに１００人以上減ってきている。 

 その中で、今年、高校を卒業される方、これが何人いるかちゅうと、来年の３月に高校を卒業

される方が１７５名です。１７５名ちゅうことは、５年後の成人者はこれしかいない。それに増

して、今、私が調べる中では、平成２９年が新成人が１１９人、平成３０年が１２６人、令和元

年が１２３人、令和２年が８１人、令和３年も８１人です。要するに、もう１００人切っていま

す。その中で今年について言うならば、今年は４月１日から１１月３０日なんですが、これで、

今、新生児が４７人しか生まれていません。これを通常は４月スタートの３月ですので、これ今

年の４月１日から１１月３０日までの生まれた人間が４４人で、それで１月１日からであれば

６６人です。そう考えると、昨年度、令和２年、３年は８１人おったんですが、令和４年度は下
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手すると、もう８０人下回ってしまう。恐らく７０人まで行かないんじゃないかなというふうに

考えられます。 

 そう考えると、少子高齢化が進んでいるちゅうことは申し上げましたけれども、本当に、もう

二十歳以下が極端に少なくなってきてしまって、あと５年もすれば高齢化率がもう７割を超える

じゃないかなという状況にあると思うんですが、そこで、今の人口推移を考えると、先ほど申し

ました外国人が４１５名あって約１万９,１００人ぐらいなんですが、今の人口減少の年間の数

を考えていくと、今１万９,０００人外国人があるんですが、５年後には約１万６,０００人を割

り込むだろうと。１０年後には１万３,０００人を割り込むだろうというふうに私は予想してお

ります。このことが、国の人口統計とは違って、さつま町の場合は特に進んでおるんですが、そ

の辺の認識について、町長のお考えをお伺いします。 

○町長（上野 俊市君）   

 この人口減少は本当にこの予想以上のスピードで進んでおります。年間５００人から６００人

がこの減少というようなスピードで進んでいるところでありまして、私も冒頭、回答で申し上げ

ましたように、非常に危惧いたしているところであります。 

 これにつきまして、特にこの令和３年、４年から急激に生まれる数も減ってきております。こ

れについてはコロナの関係等々、いろんな条件等もあろうかと思いますけれども、全体的には自

然減というのが進んでいる状況下にあることは私も認識しております。でありますので、いかに

この部分を増やしていくかというのが大きな課題として捉えているところであります。もう

１０年後、本当にこの人口が予想していた以上に、もう１,０００人、２,０００人減る状況下に

ある中で、いかにしてここをしていくかということを、私も改めてこの今いろんなこの数字を見

ながら考えているところでありまして、これに何とか歯止めをかける、人口減少を緩やかにして

いくために様々なこの政策に取り組みながら、ここを進めていきたいと思っているところであり

ます。 

○岸良 光廣議員   

 今ここに資料があるんですが、今現在で、１９歳から２９歳までの方々が何人いるかっちゅい

ますと、１９歳から２９歳までが男性が７２３人、女性が６６３人、合計で１,３８６人しかお

られないんですよ。１９歳から２９歳というのは、一番さつま町にとって大事な年代層なんです

が、この２９歳までの方がわずか１,３００人しかいない。ということは、今後、子供の生まれ

る確率は、非常に低くなってきている。その中において、先ほど町長答弁がありましたが、役場

職員の職員数のことについてちょっと質問させていただきますけども、今現在１万９,１００人、

外国人含んで。その中で、令和４年度で職員が３０６人で当年採用が１６人、再任が２６人、ほ

か任期付の方が２人、会計任用職員１７９人、合計５１３人が今の現状です。先ほど町長が申さ

れました、第４次の計画について私も調べてみましたが、これは町の今計画であれば令和９年、

５年後です。職員が３０２人、当年採用が５人、再任が２１人、任期付はゼロ、会計任用職員は

１６８人となっておりますんで４９１人となります。 

 １０年後、さつま町の人口が、今ぎりぎり１万９,０００人ですけど、恐らく１万３,０００人

割り込みます、１０年すれば。１０年後の今の計画でいくと、職員数が２９６人、当年採用が

３名、再任ゼロ、任期付もゼロ、会計年度任用職員が１４８人で合計で４４４人というのが第

４次の町の計画になっております。当然、役場職員の人口が減ったから、それに合わせて減らし

なさいというができません。当然これは毎年毎年新たな職員も採用しなきゃならんと思うんです

が、ただ今後について、急激に人口が減っていきますんでそうすると、職員の数というのも非常

に一般町民から見てどうなんだろうかという声も出る可能性もあります。そこを考えたときに、
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今後についてなんですが私の考えでは、町長がどうされるが町長の判断なんですが、新規採用だ

けではなくて、せめて使えるところは中途採用、要するに３０代でも４０代でもそういう専門的

なことがある方々については、そういう中途採用も考えながら採用していかないと、ただ新規採

用だけでいきますと非常に職員数っちゅうのが重荷になってくる。そこもあると思うんですが、

それと同時に一つ町長に一番私は大事じゃないかなって提案するんですが、失礼な言い方ですけ

ど、前職の町長さん、あるいは歴代の町長さんが始められた新しい事業、あるいは作業というの

があると思うんですけど、それについて、今現在はこれしなくてもいいんじゃないかなという事

業が私はあるんじゃないかと思うんですよ。そういう事業仕分けについてですよ、今６０歳で定

年をされて、再任されていらっしゃる職員の方がいらっしゃいます。中には課長経験者も結構お

られます。そういう方々をそういう作業仕分けといいますか、事業仕分けといいますか、これは、

いつの代の町長が始めた仕事なんだけど、今現状はこれもやらなくてもいいんじゃないかなとい

うのがあると思うんですが、そういう事業仕分けをして、職員の負担を減らす、軽減する、そう

いう作業も私は必要じゃないかと思うんですが、その辺について町長のお考えをお伺いします。 

○町長（上野 俊市君）   

 人口減少に伴いまして、この職員数の在り方というのは当然考えていかなければならない部分

でございまして、単に職員数だけを減らせばいいというものではないと議員もおっしゃいました

けれども、私もそう思っているところであります。これだけ災害が頻繁に発生する、それから高

齢化率が上がる、しかも行政区域が３０３平方キロメートルと非常に広い行政区域の中で、これ

を維持していくには、やはりその職員の役割というのはある一定程度は必ず必要かと私は思って

いるところであります。そういう中でありまして、いかにこの経費を削減していくか等々も含め

まして、来年の予算編成の説明、この中で、私自身もとにかく思い切った取り組みやっていく必

要があるということを申し上げ、その中ではこれまでやってきた補助事業とか、事務事業につい

て効果が得られないもの、ほとんど利用がないものについては思い切って廃止、もしくは一旦止

まって停止をしろという指示もいたしたところであります。そうしながらまた新しい事業を導入

して、何とかこの地域がまた活性化するような形での取組を進めたいということで、先般の予算

説明会でも申し上げたところであります。町としてまたデジタル化の一層の推進というのを図り

ながら、職員の負担も減らし、それでまた事務事業もある程度は絞りながら、今後していかなけ

ればならないと思っております。当然ながら職員の削減もそうですけども、町民の方々にはまた

それなりのまた痛みをお願いしなければならないときも来るのかなと思っているところでありま

す。そういうことで、全体的な事務事業のこの評価をしながら、ここについては進めていきたい

と思っております。 

○岸良 光廣議員   

 残りが８分しかありませんが、職員の負担軽減、それと町長も今申されましたけど、従来の歴

代の町長さんが始められた作業についても、やはり早急に見直しをして、しなくてもいいものは

もう外していく、そして職員の負担を減らす、そういうのもぜひ早急にやっていただきたいと。

それと、先ほど子供の出生率を申し上げましたけど、今旧薩摩町の学校の統廃合が進められてお

ります。なおかつまた給食センター、これについても、１センター化をして、次は民間に移行す

るかどうか検討したいということなんですが、小学生も今先ほど申しました新生児が生まれてい

ないということで、教育委員会からも資料をもらいました。そうすると、今小学校の児童数っち

ゅうのが今年の初めも私申しましたけど、今約９７０名ぐらい小学生がおります。ただし、５年

後については、これも５００人を割り込むでしょうと、１０年後については、どんだけくるのか

ってなってくると私も想像するの怖いんですけど、ただ今判っている段階では令和８年度には盈
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進小学校で新１年生が恐らく３６名ぐらいしかいないんじゃないかなと。さつま町全体でも令和

８年、令和９年になってきますと、全体で本当にもう４００人いるかいないかという小学の児童

数なってくると思います。そうなってくると、役場職員もですけども、小学校の統廃合、あるい

は給食センターこの辺の早急にもう１回見直しをして、今後、これも町長、十年後したら町長現

職ですよ、多分。まだ今１期目の２年ですから。３期すると、あと１０年は十分ありますので、

この１０年間っちゅうのは、私は町長が就任されたとき申し上げたんですが、一番きついときに

町長になられましたねという話をしたことがあるんですけど、町長が現職時代にこういうことが

起こりますんで、この小学校の問題、給食センター、統廃合、これについては、本当に町長が大

変ですけども、もう一回早期に見直しをして、今後どういうふうにしていくんだというのを改め

て計画を練られたほうがいいんではないかなと私は思いますんで、その辺について町長のお考え

をもう１回お伺いします。 

○町長（上野 俊市君）   

 私が１０年後どうなっているかは別問題といたしまして、とにかく、１０年先とまあ昔、前は

１０年先である程度計画をつくっておりました。もう今しかしながら５年先、いや３年先、これ

がなかなか見えない状況の中であります。議員からもありましたように見直すべきところはしっ

かりと見直しをして、これはもう進めていくしかないと思っております。本当に、自分の腹を切

る覚悟でこれは取り組んでいかなければならないと考えておりますので、また議会のほうにも、

様々な御提案を申し上げながら、これも一緒になってまた進めさせていただきたいと思っており

ますので、そういうことで御理解いただきたいと思います。 

○岸良 光廣議員   

 もう５分になりましたので、時間がありませんのでやめますが、特に消防団の問題、あれば人

口減少の問題今日質問しました事項については、やはり早急に見直しをかけるべきであろうと考

えておりますので、できるだけ今日質問しました、答弁いただいたことについても早急に改善し

ていただくよう強く要請をして私の質問を終わります。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、岸良光廣議員の質問を終わります。 

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね１０時４０分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時２６分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時４０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次は、３番、上囿一行議員に発言を許します。 

〔上囿 一行議員登壇〕 

○上囿 一行議員   

 改めて、おはようございます。通告しておりました１回目の質問をいたします。町長の公約で、

安全で安心して暮らせるまちづくりとございます。町道の維持管理で、町道ののり面の草払いの

困難な場所、また付随した側溝の土砂の除去作業が非常に困難となっております。二、三十年前

までは各公民会にも若い人が多く、のり面の高いところも草払いができました。また側溝の土砂

除去もできました。恐縮に思いますが、私を例えますが、現在７３歳です。公民会でも若いほう
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です。これはどこでもそうだと思います。 

 町長は地域を維持していくためにも、つながりを強め、互いに助けあえる関係性づくりを早急

に進めると新聞に掲載してございますが、町道を維持管理していく中で、維持管理の作業員を増

やす考えはないか、また業者に委託する考えはないか、お伺いいたします。 

 ２問目は、人口減対策について伺います。これは先ほど岸良議員の質問と重複する部分がある

と思いますが、私なりの質問をさせていただきます。上野町長は公約で、生み育て、安心して暮

らせるまちづくり、きめ細かな子育て支援、人口減対策、交流関係人口対策とあります。また、

人口維持へ企業誘致とございます。ここ二、三年、年間何人の人が亡くなられ、何人の出生です

か、お尋ねいたします。 

 上野町政になってから独自の対策、または施策を教えてください。今まで実施してこられたこ

とはよろしいですから、上野町長独自の施策ですので、間違えのないように。これも全国的に皆

さん、あれこれ施策を打ち出しておられます。本町も空き家が多く見られます。調査はされまし

たが、これの活用策とか考えておいででしたら、教えてください。また人口維持へ企業誘致とご

ざいます。これも一朝一夕にはまいりませんが、町長に就任されましてからの企業誘致に係る件

数、あるいは現在取り組んでいらっしゃる案件がございましたら、差し支えのない範囲でお答え

ください。これで最初の質問を終わります。 

〔上囿 一行議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 それでは上囿一行議員から、今後の町道等についての御質問を頂いておりますので、お答えさ

せていただきます。令和４年３月３１日現在で、町が管理している町道は１,１９９路線、約

８０１キロメートルでございます。維持管理につきましては、町のみの対応では作業は追いつか

ないことから、自助・共助の取組もそれぞれお願いいたしているところでございます。 

 町で設置しております道路作業員は現在２班の８名体制で、主にこの民間業者に委託している

部分を除きます集落間の町道や通行に支障となる箇所、住民による作業が危険な箇所などを中心

に、緊急度の高い箇所から作業を行っているところであります。 

 御質問の道路作業員の体制充実についてでございますけれども、現在２班１０名体制を基本と

した募集を行っておるところでございますけれども、非常にこの応募が少なく、ここ数年は８名

から９名体制で維持しながら、業務を行っているというのが現状でございます。今後におきまし

ては、処遇改善を含め、この作業員の増員を含めた検討を、今現在行っているところでございま

す。 

 また道路整備作業によるこの除草作業の効率化を図るために、建設機械、いわゆるバックホー

に装着する油圧の草払い機の導入、それから公民会の愛護作業に対する補助対象経費に、このよ

うな機械等の借上げに対する補助も行えるように、今制度の見直しも行っているところでござい

ます。 

 １０月から各地で開催しておりますまちづくり座談会におきましても、この道路の維持管理に

関する御要望や御意見も非常に多く出されておりますことから、より効率的、効果的な対応が取

れるように努めてまいりたいと考えているところであります。 

 次の人口減対策の関係でございます。まず１項目めの町長独自の施策についての質問でござい

ます。まずここ二、三年のこの死亡者数、出生者数については何人かということでございまして、

死亡者数につきましては、令和２年が３７２人、令和３年が３８６人、本年度が１１月末時点で

４３２人となっているところであります。また出生者数は令和２年が９７人、令和３年が８３人、
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本年度は１１月末時点６７人となっているところであります。 

 死亡者数は増加傾向、出生者数は逆に減少傾向となっておりまして、自然減が非常に拡大して

いる状況下にあるところであります。このような状況にありますことから、町としましても人口

減少を最重要課題に位置づけまして、総合振興計画の後期基本計画や第２期のさつま町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略など、これまで各種施策を包括的に推進しておりますけれども、効果的

な歯止めにつながっていないのが現状でございます。 

 独自の施策としまして、私のマニフェストの中でも新たな人口減対策としまして、庁舎内にこ

の移住定住対策のプロジェクトチームを設置しまして、人口減少に歯止めをかけるための問題点

や有効な対策の洗い出しを行い、必要性の高い事業等について本年度予算に計上し、取組を進め

るとともに、来年度に向けても引き続きこのプロジェクトチーム会議を行いながら、さつま町か

らの転出抑制に向けた施策なども含めまして、検討を行っているところでございます。 

 この中でも、子育てに関する施策として、高校生までの医療費の無償化、給食費・教育保育給

付に係る副食費の助成、不妊治療に要する経費の助成など、出産・子育てのしやすい施策を推進

しているところでございます。今後におきましても、このプロジェクトチーム会議を開催しなが

ら、人口減少を抑制するための施策を、全庁を上げて取り組んでまいりたいと考えているところ

であります。 

 次に、２項目での空き家の有効活用等でございます。町では、現在全ての区を対象に、先ほど

申しましたけど、まちづくり座談会を実施いたしているところでございます。その中でもこの空

き家の活用方法については、多くの質問を頂いているところであります。本町の空き家につきま

しては、今年の４月１日現在で約２,５００戸程度と把握をいたしているところであります。こ

の数には、隠居に相当するものや長年空き家の状態が続き、利活用ができない空き家も含まれて

いるところでございます。 

 議員が申されますように、本町には多くのこの空き家が見られまして、近年では利活用ができ

る空き家も相当数確認いたしております。また、本町の人口減少率は、専門機関の予測を上回る

ペースで進行しておりまして、この減少率の抑制を図るためにも、利活用できる空き家について

は空き家情報バンクへの登録をお願いし、移住定住対策として町や不動産仲介業者のホームペー

ジに掲載するなど、移住希望者等に紹介をいたしているところであります。 

 空き家情報バンク事業におきましては、令和３年度までに１００件の登録がありまして、その

うち７５件で売買や賃貸によるこの利活用が図られてきているところであります。現在、町内全

域の空き家調査を行っておりますけれども、今年度末で現地調査を完了し、来年度は利活用が可

能と思われる空き家について、所有者または相続人等の代表者と接触を図りまして、空き家情報

バンクへの登録を依頼するなど、引き続き定住対策として利活用を促進することといたしている

ところであります。 

 次に、３項目めの人口維持と企業誘致の効果についてであります。私が就任しましてから現在

までに、企業誘致に係る立地協定を６件締結しております。このうち２件は県外からの新たな誘

致企業でありまして、残りの４件は町内企業による工場等の増設になります。この６件にかかる

設備投資予定額は５３億９,０００万円、新規雇用者数は１１４人を見込んでいるところであり

ます。 

 現在、取り組んでいる事業といたしまして、先日も大阪で開催されました鹿児島県企業立地推

進協議会主催の企業立地懇話会に出席いたしまして、関西地区の企業に対し、本町の魅力と立地

環境等についてＰＲするなど、トップセールスにも努めているところであります。また、町内企

業の従業員の中には、町内に住宅等の確保ができないことから、町外から通勤されている方も多
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く見受けられているところであります。このことは本町にとって大きなデメリットでもあります。

企業を誘致することで雇用機会の拡大を図り、それを持って人口減少の抑制とつなげることにな

らないところであると考えております。 

 そのようなことから、民間資本により社員用住宅等を取得された場合、もしくは中古住宅等を

取得し、社員用住宅としてリフォームをされた場合等に、用地取得費、あるいは住宅建設費、リ

フォーム費等の一部を助成する、さつま町のこの就労者支援社員用住宅建設等促進補助金、この

交付要綱等も設置したところであります。社員用住宅の取得を支援することで、不足する住宅問

題の解消と空き家の利活用を促進し、従業員の方々が町内に居住されることで、定住促進を図る

ものでございます。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○上囿 一行議員   

 るる説明いただきました。町道ののり面の草払いの、今、作業班のことですが、１０名単位で

おりますけれども、今８名とのことで、これ以前にも私質問したと思うんですが、なかなか募集

はするけれども応募がないということでございますから、何か手立てを打っていただけないかな

と思っております。というのは、報酬の問題とかいろいろあると思いますが、そういうところは

町長、いかように考えていらっしゃいますか。 

○町長（上野 俊市君）   

 雇用関係について、令和２年度からこの会計年度任用職員という制度が、これは非常勤の公務

員となりますけれども、これらの制度を導入いたしたところでありまして、現在この全庁的なこ

の調整の下、この取扱いを決めているところであります。そのようなことから、今議員からもあ

りましたように、この処遇の改善は当然必要であろうかと思っているところであります。 

 なかなか募集をかけても、ほとんどいないというのが現実ではございまして、やはり類似の業

種等の賃金等も参考にしながら、これを改善を図っていかなければならないと考えているところ

であります。一時的には、この非常に高い賃金を支給していた時期等もあったんですけれども、

やはりこれは同種の業種のほうからも、ちょっと全部引き抜かれていくというようなことも昔は

あったようでございますので、やっぱりそこ辺りはこの類似の業種等も見ながら、単価等も見な

がら改善を図ることができないかと、今検討を進めているところであります。 

○上囿 一行議員   

 ただいま町長から処遇の改善、賃金の改善を見直しと言いますか、していかなければなかなか

難しいだろうということで、ありがたいお言葉でございます。公約にありますように、安全で安

心して暮らせるまちづくりを実現していけるように、努力していただきたいと思います。我々応

援は幾らでもいたしますので、町道の維持管理のこれで質問は終わります。 

 次に、２問目の人口減対策ですが、これも全国どこでも取り組んでいらっしゃいます。先ほど

企業の誘致、空き家の有効利用いただきました。私、以前にも申しましたが、子供を産むお母さ

んに町独自での助成ができないか。お母さん方は仕事を休んで、あるいは辞めて、出産育児に専

念されるわけですから、きめ細かな子育て支援を考えるならば、もう少し考えたほうがいいので

はないかと思っております。 

 公約に沿った実りある施策を考えていただきたい。国も子育て支援で、新たな支援策として出

産準備金も盛り込まれました。妊娠届と出生届を提出したときに、妊産婦、つまりお母さんに

１０万円を支給する。国は伴走型支援の一環としてのゼロ歳から２歳児を育てる家計の負担軽減

を担うとございます。これも令和４年１０月２９日の南日本新聞に掲載してございました。国も

出生数が少なくなることを懸念しての方策だと思います。私が以前から申しますように、子供を
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生み育てるお母さんに助成を考えてください。町長のお考えはいかがでしょうか。 

○町長（上野 俊市君）   

 このお母さん方への助成ということでございます。本町におきましても、子供を産むお母さん

たちが何に困っているかをお伺いしながら、進めてきているところでありますけれども、いろい

ろ聞き取りをする中で、やっぱりさつま町に町内産婦人科がないというようなことから、令和

４年度にはこの妊娠８か月を迎えられた妊婦の方に、出産準備応援給付金ということで、これを

給付をいたしているところであります。またコロナ禍で、現在、産婦人科での妊婦教室等の開催

がなかなか開催できず、沐浴やおむつ交換は数日間の入院中に教えてもらうだけで、非常に不安

であったというようなことも多く聞いているところであります。 

 こちらにつきましても、令和４年度から妊婦家族を対象としましたハローベビー家族教室を開

催しながら、赤ちゃんの抱き方、沐浴、妊産婦等の栄養等について、助産師と栄養士とこのお話

もさせていただいているところであります。母親へのこの直接的な助成も一つの方法だと思いま

すけれども、子供の成長過程、その節目、節目に応じたような経済的支援も必要であろうかと思

っているところであります。また継続的なこの支援というのが、やはり一番効果的ではなかろう

かと考えているところであります。ここら辺りも踏まえまして、また総合的にこの人口減対策の

関係等については検討してまいりたいと考えているところであります。 

○上囿 一行議員   

 女性の方々は仕事と子育てと両立していきたいというのが全国的に理想で、一番だということ

でございますので、何らかの支援、そういったものを要望したいと思います。国より地方のほう

がやりやすいんじゃないかなと、私は私なりに考えております。国が１０万円、１０万円、今、

２０万円ほど現金支給ということでございますので、市町村のほうがそれよりも早く実施してほ

しい、そういうふうに思います。町長も今、そういう助成をしていきたいということでございま

すので、早く打ち出していただきたい、そういうふうに思います。 

 次は空き家のリフォームに、先ほど少しいただきましたが、全国どこの市町村でも一生懸命取

り組んでいらっしゃいますが、長野県のある町では空き家を購入して、個人がです。それは、あ

っせんは町がいたします。リフォームするときに２００万円ほどの補助金を出します。これはも

うほんの一例ですが、もうほかの市町村、どこでもどんな方法でも取り組んでいらっしゃいます。 

 本町の独自の方策、施策をございましたら、こちらも今までのことはよろしいでですので、上

野町長独自の施策を教えてください。これからは国の施策としまして、社会保障全ての個人負担

の増額が懸念されます。これはもう団塊の世代、昭和２２年生まれ、２３年生まれ、２４年生ま

れ、７６歳、５歳、４歳なるわけですが、これらの方々がどうしても都会では生活が難しい、社

会保障の増額もあるし、難しいということで、田舎、さつま町で住んでみたいという方がいらっ

しゃると思います。 

 小菜園でもやりながら、暮らしをしたい。そういう方には、さつま町には遊休地といいますか、

そういう土地もたくさんございます。最適ではないかと思いますが、ＰＲのほうよろしくお願い

していただきたい。またそして、川北薩地域ではさつま町が地形的に、地理的に、中心にもなり

ます。そういった場所でございますので、何とかさつま町に多くの人が住んでもらえるよう、努

力されていただきたいと思いますが、町長のお考え、いかがでしょうか。 

○町長（上野 俊市君）   

 議員からもありましたように、この多くの市町村でこのいろいろ取得費用についてとか、リフ

ォームの関係等についての助成を今のところ行っているところであります。本町におきましても、

以前から移住定住促進の補助金の制度を設けているわけですけれども、この制度につきまして、



- 44 - 

本年度末で有効期限といいますか、制度を一応一旦見直す時期としているところでございます。 

 先ほどもお答えいたしましたけれども、本町のこの人口減少が非常に速いスピードで進んでい

るというような状況を踏まえまして、この人口減少対策を最優先に進めるということで、この制

度につきまして新たに３年程度はこの有効期限を定めて延長し、この中で転入者による住宅取得

の補助金を引き上げることで、転入を加速させていきたいと考えているところであります。 

 ３年間というのは、一応この事業についてしっかりと検証しながら、これをまた新たに進めて

いくということで３年という、一応期限を設けながら、ここで集中的に投資を図っていくという

ことといたしているところであります。それから、そのほかにも地域区分に関係なく、中学生以

下の子育て世帯や、町や土地開発公社が保有する宅地の購入者には補助金等を加算して交付する

など、住宅取得がしやすいような条件整備も図っていきたいと考えているところであります。 

 それから、この高齢化がさらに進展しまして、いわゆるこの団塊の世代、先ほど言われました

方々が７５歳以上の後期高齢者になられます。年金、医療、介護、子ども・子育てなどの社会保

障費は今後も増大していくことが予想されているところであります。この増額分を遊休地等から

得た収入で補いながら、安定した老後を暮らすということでもございます。 

 遊休地や耕作放棄地等の作付につきましても、有害鳥獣の被害も考えられ、一筋縄にはいかな

いところもありますけれども、ただ、本町の場合におきましては、空き家情報バンクの登録時に

その空き家に付随する農地等も併せて登録することで、農地法の規定を適用しまして、１０平方

メートル以上の農地であれば家屋及び宅地を取得する手続と併せまして、その農地を取得する手

続も可能となります。そのようなことから、取得されたあとにつきましては、野菜等を栽培しな

がら健康的で明るい生活が送れるのではないかと考えているところであります。 

 このように、１つの施策じゃなくて、いろいろ施策を集めて総合的にやっぱり取り組んでいく

必要があろうかと思っております。先ほど言いましたように、さつま町は周りを市に全て囲まれ

ております。非常に交通のアクセスも便利になりまして、他の市への流出というのもやっぱり増

えてきている現状等もありますので、何とかこのさつま町に来ていただく、こちらに住んでいた

だく施策というのをしっかりと進めていく必要があると考えているところであります。 

○上囿 一行議員   

 町長、２年間ではございましたが、多くの事業を手がけてございます。これからも今申された

ことの実現には私、応援をいたします。 

 これで私の全ての質問を終わります。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、上囿一行議員の質問を終わります。 

 次は、２番、平山俊郎議員の発言を許します。 

〔平山 俊郎議員登壇〕 

○平山 俊郎議員   

 私の質問は、通告書のとおり２項目であります。 

 まず、１項目めは、道路における交通安全対策の一環である白線の消失などに関してでありま

す。 

 道路には、白線の全くないもの、外側線だけのもの、外側線とセンターラインのあるものの

３種類があることは御存じのことだと思います。この白線のある道路の白線が消失または摩耗し

ており危険であるとの声があります。特に、高齢者の方たちから「夜間の走行時、特に雨天時に

は白線が見えないと路外逸脱や対向車線にはみ出すなど非常に危険である」などの声があります。

私自身もそのような場に遭遇して冷やりとした経験がありました。 
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 そこで、町内道路の実態について調査してみますと、白線の消失や摩耗している道路が多く見

られました。さつま警察署によりますと昨年度の交通事故は、人身事故３５件、物件事故、これ

はけがのない事故です。これが４０８件。発生場所については、町道などが１４０件、県道

４０件、国道１１９件、その他の駐車場などが１４４件ということでありました。この結果が白

線の消失などに関係しているかは判りませんが、参考までに取り上げました。 

 さて、本題に入りますが、白線の消失対策などに関して次のことに問います。 

 １つ目が、町が管理する町道は、現在１,１９９路線、約８０１キロメートルあるということ

ですが、白点の消失などについて全体の実態が把握されているのか。これまで各地区などから改

善の要望があったのか。また、あったとすればそれらに対しての改善はどの程度なされたのか。 

 ２つ目が、これは管轄外だと思いますが、町道以外の県道などについても白線の消失などが多

く見られるが、関係機関団体等に町から改善などの要望はできないのか。 

 次に、２項目めは、平川地区における異臭問題についてであります。 

 臭いは、目に見えず、また風向きによってはどこに現れるか判らない厄介者です。その厄介者

の悪臭が数年前から平川地区に降りかかっており、地区住民は非常に困っています。今年６月に

地域住民の苦情・要望に基づいて、異臭場所への立入調査を実施されたと思いますが、それらに

関しまして次のことについて問います。 

 １つ目が、その調査結果について。また、調査結果に基づいて行政指導がなされたと思います

が、その指導内容にはどのようなものがあったのか。 

 ２つ目が、行政指導による改善内容を踏まえ、今後業者に対してどのように指導していくのか。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

〔平山 俊郎議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 平山俊郎議員からの道路の交通安全対策についての質問をまずお答えさせていただきます。 

 御質問の白線につきましては、道路標示や区画線に該当するものでございまして、設置者であ

る都道府県公安委員会や道路の種類、先ほど申されましたけど、国道、県道、町道ごとにこの道

路管理者である県や町が補修を行っているところであります。 

 １点目の町道の白線消失の実態把握や各地区からの要望への対応についてでありますけれども、

道路の維持管理に関する情報につきましては、建設課による道路パトロールや、住民・公民会か

らの通報や要望書等により収集・把握いたしているところでございます。 

 また、町道の白線の復旧につきましては、交通安全施設整備工事、それから道路改良・舗装復

旧事業や町単独の区画線の補修工事などによりまして実施しておりますけれども、優先順位をつ

けながら通行量の多い幹線道路から実施している状況であります。 

 なお、交通安全施設整備工事につきましては、各公民会長様へ要望箇所紹介し、昨年度につき

ましては１４公民会のうち１０公民会の要望に対して実施してきたところでございます。 

 ２点目の国県道の白線消失に関する町の要望でございますけれども、通報のありました箇所に

つきましては、現地確認の上、箇所図の現況写真を添えて、県、北薩地域振興局でございますけ

れども、ここに随時連絡いたしているところであります。また、早期改善が図られるよう県北薩

地域振興局で開催しております土木事業連絡会というのがございますけれども、ここあたりに対

しましてもこの要望活動を毎年行っているところであります。 

 今後におきましても関係機関と連携・調整を行いながら改善していくことで、安全・安心に道

路が利用できるよう安全確保に努めてまいりたいと思っているところであります。 
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 次に、平川地区における異臭問題についての質問でございます。 

 異臭につきましては、悪臭防止法におきまして、苦情の受付、事業者に対する個別の指導、臭

い物質の測定、改善勧告、改善命令の発動などの措置が町の役割とされているところであります。 

 一方、異臭の原因が家畜排せつ物にある場合、家畜排せつ物の適正な管理を確保するため、家

畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律第３条第２項に基づき、「畜産業を営む

者は、管理基準に従い、家畜排せつ物を管理しなければならない。」と、このように規定されて

いるところでありまして、県におきましても管理基準の遵守に必要な指導及び助言を行うことと

されているところであります。 

 臭いの測定に関しまして専門機関に問合せをしましたところ、数値の測定は可能ではあるが、

その臭いの原因の特定はなかなか難しいと、困難であるという回答をいただいているところであ

ります。 

 通常、異臭に関する通報があり、その原因が家畜排せつ物等に起因すると考えられる場合にお

きましては、町民環境課、農政課と連携しまして、現地へ出向き、原因と思われる事業者を訪問

し、事業者に対して適正な対応をするように指導しているところであります。 

 １０月下旬より平川区の住民の方々からこの異臭について通報をいただいておりまして、早速

現地において状況を確認いたしているところであります。通報者より状況を伺い、発生源と思わ

れる農場におきまして、通報のあった場所と同様の異臭が確認できたため、農場責任者に当該農

場の異臭に関する通報があったことを伝えたところ、堆肥場のブロワーが壊れていることや堆肥

の攪拌が原因だったと思われたことから、改善に向けて対応するように指導を行ったところでご

ざいます。 

 また、当時、場内には多量の処理済みの堆肥も保管してはございましたけれども、当該堆肥か

らは異臭は感じられず無臭に近いような状態であったため、堆肥化施設の攪拌機を稼働させる際

に発生する臭気を軽減できないことが異臭の大きな原因になっているのではなかろうかと考えら

れるところであります。 

 農場に対しましては、堆肥化処理施設の攪拌機の稼働時間の短縮、それから晴天時のみの攪拌

機稼働など、最大限の臭気の軽減措置を講じるよう指導もいたしているところであります。 

 なお、平成２１年３月に平川区と今回指導を行った事業者及び本町を立会者とする環境保全に

関する協定書を締結し、事業活動に伴う環境保全、悪臭防止対策、それから立入調査、苦情に対

する措置などについて、事業者側の努力義務が定められているところでもございます。 

 今後は、この環境保全に関する協定書に基づく対応の遵守や、臭気測定を行い臭気の定期的確

認を促すなどの指導を行いながら、また県北薩地域振興局とも連携して対応をしてまいりたいと

考えているところであります。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○平山 俊郎議員   

 ありがとうございます。道路の白線など維持管理に関する情報については、建設課による道路

パトロールや、住民・公民会からの通報・要望などにより収集・把握しているとのことでありま

す。また、各公民館などから改善要望は１４件あり、うち１０件が改善されたとありますが、要

望のあったものについては早急に改善を要請するとともに、要望の上がってきている場所は全体

からすればほんの一部だと思いますので、他の場所についても早い段階での改善を要請します。 

 町道以外の県道、国道については、これまでも認知した場合には、県へ早期改善の要望活動を

行ってきているとのことであります。町内には３国道が通っており、国道上での事故も多発して

いることなどから、今後もこれまで同様、関係機関と連携し、改善要望活動に取り組んで交通事
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故防止に努めていただきたいと思います。 

 これで１項目めの質問は終わります。 

 次に、異臭問題についてであります。 

 立入調査の結果、悪臭の原因はふん尿を堆肥化するための攪拌機稼働中に発生することが判明

したとのことであります。また、攪拌機の１台が故障で修理中のことであることなども判明した

ことから、攪拌機の早期正常化と稼働時間の短縮など、臭気低減対策を指導されたということも

判りました。 

 今後の対応の一つとして、環境保全協定の遵守事項指導が取り上げられてありますが、この環

境保全協定書は平成２１年３月に当時のさつま町長を立会人として平川区公民館長と事業主との

間に取り交わされたもので、事業主の遵守事項を主に全１５条からなる立派なものであります。

その中の第３条に悪臭防止対策の項があり、「事業所から発生する悪臭について、いかなる地点

においても人に不快感を与えないように必要な措置を講ずる。」とあり、また第８条では違反時

の措置についてなど事業主の遵守事項がきめ細かに掲載されています。この環境保全協定書に基

づいて、事業主に対し、地域住民に不快感を与えるような悪臭をなくするよう徹底した行政指導

を強く要請して、私の質問を終わります。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、平山俊郎議員の質問を終わります。 

 次は、１４番、川口憲男議員の発言を許します。 

〔川口 憲男議員登壇〕 

○川口 憲男議員   

 さきに通告しました農林業の取組について質問をいたします。 

 森林の果たす役割は、地球温暖化や脱炭素社会への構築など大きいものがあります。さつま町

もＳＤＧｓ、脱炭素宣言をし、まちぐるみで取り組む宣言をしたことはつい先日のことです。町

の面積の７０.７％が山林というまちです。山林、里山、竹林等の利活用は、この宣言を意にし

たことではないでしょうか。 

 有害鳥獣等の防止を含め、農林業の活性化策について、次の２項目について質問をいたします。 

 １項目めは、林業の活性化をどのように捉えているのか。 

 ２項目めに、森林は、防災面や脱炭素社会の実現など、非常に重要な役割を担っております。

国や民間における森林の多面的機能の維持・継続に対する取組をいかに捉え、推進を図る考えな

のか町長の考えをお伺いします。 

 １回目の質問といたします。 

〔川口 憲男議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 川口憲男議員からの農林業の活性化について２点の質問をいただいておりますので、お答えを

させていただきます。 

 まずは、１点目の林業の活性化をどのように捉えているかということでございます。 

 本町の森林面積は２万１,４７２ヘクタールでございまして、町の面積の約７０.７％が森林で

あります。民有林の面積は１万５,７７６ヘクタールで、このうち杉・ヒノキの人工林の占める

割合は４９.８％となっています。また、１０齢級、４６年から５０年生でございますけれども、

これ以上の木材生産可能な林分は５,８０２ヘクタールの７３.９％となっているところでありま

す。 
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 この杉・ヒノキを主体とした人工林の多くは、本格的な収穫期を迎えているところでありまし

て、林業はこうした木材等の生産活動を通じまして、森林の持つ多面的機能の発揮に寄与する産

業であると考えているところでございます。 

 一方で、森林所有者の高齢化や世代交代、それから木材価格の長期低迷による採算性の悪化等

により、森林経営意欲の減退が見受けられるところであり、またこうした状況を背景に森林への

関心が希薄化し、伐採後の再造林も進まない状況にあると考えられるところでございます。 

 私有林は、小規模・分散型の所有構造でございまして、個々に効率的な施業を実施することは

難しい状況下にあり、隣接する複数の所有者の森林を取りまとめ、施業の集約化をすることで効

率的な作業により木材生産コストが低減することが期待できるところであります。 

 こうした一括した効率的な施業の実施や路網の整備、機械化の促進によって、作業の効率性を

高めることで低コスト・高収益を実現させ、森林所有者の意識改革と森林経営意欲の向上を図り、

伐採後の再造林、保育、木材生産といった森林資源の循環利用の取組が望まれているところであ

ります。 

 また、様々な産業におきましても担い手の確保は喫緊の課題とされているところでございます

けれども、林業におきましても効率的な森林経営に必要な専門的かつ高度な知識・技術を備えた

人材を育成・確保することも林業の活性化に向けて大きな課題であると考えているところであり

ます。 

 林業の活性化に向けましては、施業集約や機械化によるコスト削減、担い手の確保・育成はも

とより森林所有者の意識改革など総合的な対策を図っていく必要がありますことから、国・県を

はじめとする関係機関との連携を密にしまして、情報共有や研さんを重ね、森林・林業の発展に

努めていきたいと考えているところであります。 

 次に、２点目の国や民間における森林の多面的機能の維持・継続に対する取組をいかに捉え、

推進を図る考えかということでございます。 

 これにつきましては、杉・ヒノキの人工林におきまして、長期にわたり森林の経営・管理がな

されていないとみなされる森林所有者に対しまして、これまでの管理状況やこれからの管理方法

等についてお伺いし、自ら管理ができないため町に管理をお願いしたいという回答があった森林

につきましては、現地調査等を行い、一定の手続を経まして、町や意欲と能力のある林業事業体

が森林所有者に代わり、森林整備を行うものでございます。 

 この取組状況につきましては、令和元年度から２年度にかけて白男川・泊野区域で、令和３年

度には神子区域で、本年度は求名区域で意向調査を実施したところであります。 

 また、白男川・泊野区域におきましては、意向調査の結果に基づき、令和３年度に集積計画案

を作成しまして、所有者の同意を得て、この計画を公表し、町が森林経営管理権を取得したとこ

ろでございます。 

 町では、こうした意向調査から、集積の計画の作成、その後の森林整備等を、この先１５年ほ

どかけて進めていく計画であります。 

 今後、おおむね大字単位で計画的にこの取組を進め、林業の成長産業化の実現と森林資源の適

正な管理の両立を図っていきたいと考えているところであります。 

 このほか林業事業体におかれましては、森林経営計画の作成により、計画的な森林整備に努め

ていただいているところであります。現在の町内の森林における森林経営計画の作成状況は、属

人計画が４件、属地計画が１８件で、計画面積は約１,６０１ヘクタールとなっているところで

あります。 

 今後におきましても、こうした町の取組や林業事業体の取組を計画的に進めるとともに、一層
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の促進を図っていきたいと考えているところであります。 

 また、国・県補助事業を活用した間伐や植林、下刈りなどの森林整備等に対する上乗せ補助に

よりまして、森林所有者の負担軽減や所得向上に努め、森林所有者の森林の経営管理に対する意

欲の向上を図っているところであります。 

 加えまして、植林することで、その後、吸収することとなる二酸化炭素量を数値化し、固定さ

れる二酸化炭素量に応じて森林所有者へ直接交付金を交付する、持続可能な森づくり交付金事業

を今年度から実施しているところであります。 

 今後におきましても、間伐や再造林等の促進に努めるとともに、県等の関係機関の指導や協力

も仰ぎながら、二酸化炭素の吸収源対策を含め、森林の持つ多面的機能の発揮に取り組んでいき

たいと考えているところであります。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○川口 憲男議員   

 １問目の林業の活性化をどのように捉えているのかという質問をいたしましたが、全般的に、

今、森林が抱えている問題点を町長の答弁の中にお聞きしたところでございます。何せ林業、人

工林の持っているもの、林業というのは多面的な機能の産業であるということを答弁されました。 

 また、森林経営に現在は林業農家があまり関心がなくなっているとか、あるいは、そういう知

識の薄れができてきているんじゃないかと思っております。 

 森林所有者の意識改革など総合的な対策、国・県との関係との連携を情報共有を図り、森林林

業の発展に努めるということがありました。 

 先ほども申しましたように、森林面積が７０.７％、うちの町にとっては非常に大きな広域な

面積です。豊富な資源の山林、特に広葉樹や人工林の活用策は、地場産業や環境の充実にもつな

がると思いますが、再度お伺いいたします。 

 さらなる町の独自の支援策を講じて元気な地域づくり、農林業生産の活性化策への考えをお持

ちなのか、特に里山の活性化への取組はどう考えていらっしゃるのかお聞きします。 

○耕地林業課長（上谷川征和君）   

 お答えをいたします。 

 森林所有者の森林経営力の向上を図ることは、林業の活性化の森林の多面的機能の発揮に重要

なことであると考えております。森林が財産としての価値を上げることがいいと考えますが、現

在の木材価格の長期低迷の状況から考えると、難しいといったようなところもあるかと思います。 

 町では、こういった新たな森林経営管理するような取組を計画的に進めるとともに、森林所有

者に代わって森林の適正な維持管理を図りたいと考えているところでございます。 

 また、本年度から、植林をすることで二酸化炭素を吸収する面積、固定する量に応じて、森林

所有者に直接交付金を交付する森づくり事業を始めているところでございます。こういった事業

を進めることで、森林所有者の意識改革にもつなげたいというふうに考えております。 

 里山林の整備につきましてですが、森林の木材価格の低迷というものが、森林経営意欲の減退

につながっていると考えているところでございまして、それが森林所有者が山に入らない原因の

一つにもなっているところでございます。 

 里山林の整備につきましては、天然林改良など要望がございましたら、また県などとも情報を

共有しながら対応していきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○川口 憲男議員   

 担当課から、例えば木材の価格の低迷、あるいは町長のさっきの答弁の中にも、林業農家の意
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欲の低減というのもございました。あえて、私が里山の活性化について質問しましたところは、

町長自体が里山の動きに対してどういうような考えを持っていらっしゃるのか、お聞きしたかっ

たのが一番です。 

 そこを言うには、今、有害鳥獣対策で、フェンスや電気柵の施策を講じられています。これを

設置した部分は、非常に効果が上がっていると思います。 

 しかし、今度は設置していないところに行けば、設置したところから、今度は次のところに移

っていく、そういう非常に知恵のある有害鳥獣が多いんじゃないかと思っております。 

 だから、その以外のところの里山ちゅうのには、抜本的な効果は出ていないんです。そこにど

ういうような施策を講じていかれるか、そういうことをすることによって、また先ほど林業農家

があまり意欲がないちゅうことだったんですけど、自分の家から山に対して幾らかの距離のとこ

ろも、山間地寄りに畑も荒れてきている。それから、山も荒れてきている。そういうところに有

害鳥獣もだんだん里山に下りてきている状況なんです。 

 ですから、里山の活性化に向けて、町として何か対策はないかということをお聞きしたんです。

町長、再度お聞きします。 

○町長（上野 俊市君）   

 里山の整備ということでございまして、最初の回答で基本的な考え方を回答させていただきま

したけれども、里山の整備に限らず、今、農地等につきましても、個々の農地を管理するには、

これやっぱり集約的なもので、中山間の事業等を活用しながら全体的に取組を進めていくという

ようなことも必要であろうかと思っております。 

 こういうことも林業のほうでも活用しながら、やはり山については、所有者がはっきりしない

というようなもの、それから、ここにいられないというのが、農地以上にやっぱり多い状況下に

あります。 

 そういう状況下にありますから、やはり伐採して再造林、そのあとの管理ということで、鳥獣

害対策の管理等についても、やはり先ほど申しましたように、一体的な整備を図っていく必要が

あると。管理をしていく必要があると思っております。 

 そのようなことから、またここには、それぞれ今調査を進めておりまして、森林整備の経営計

画の策定も進めておりますけれども、それと併せて、やっぱり地元でそういう取組ができるよう

な対策も、ちょっと検討していかなければならないと考えているところでございます。どのよう

な対策が一番効果的で、また林業の生業意欲を失わない対策も、併せて検討してまいりたいと思

っております。 

○川口 憲男議員   

 今後、その地域でいかな取組ができるか、検討もしていくということですが、このことは町長、

フェンス、電気柵等の施策が講じられるとき、申請があったときから、里山あるいは山に対する、

何といいますか、活用策、これは非常に望まれてきたことなんです。 

 私たち議会の中で、先般、福岡のほうに研修に行きました。これは有害鳥獣の研修でしたんで

すが、そこの方々も非常に苦慮されとって、そこで、私ちょっと猟師の方に質問したのが、皆さ

んはどういう思いで有害鳥獣駆除はできるとお思いですかということしました。いうのが、有害

鳥獣駆除に対する対策はどんなものがあるかということを質問したんです。 

 そのとき、そこの猟師さんは、まず人々が山に入る機会が少なくなっていると。確かに私もそ

う思います。私の周辺でも山行っているのは、非常に少ないところがあります。 

 そういった面で、人々が昔はなたを持ってとか、焚き物取りにとか、いろいろ行ったんですが、

それが非常に少なくなっている状況が、有害鳥獣がだんだん里山に来ている状況だということで
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す。 

 私のところの地域でも、フェンスやら電気柵をしてあるところには、利口ですから寄りつきま

せん。それしていないところの田んぼには、イノシシや鹿どんどん出てきとって、何か対策はな

かかという質問を受けます。 

 そのような質問は、私は周りの山をきれいにしてくださいよと言うんですけれども、一人の人

たちが山に対するどういう意気込みを持ってするか、先ほど町長が述べられたように、非常に山

に対する意欲は薄れてきております。 

 それの対策は先ほど申し上げましたけれども、どういう対策ができるか。地元等の協議、ある

いは林業農家との対応とか、そういうので検討していくということだったんですけど、いま一歩

踏み込んだ対策をしていかないと、極端な表現ですけれども、まちの中までイノシシが出てくる

時期が来るんじゃないかと思っております。 

 果たして、林業に対する意欲は確かに少なくなってきております。 

 しかし、その意欲をいかに取り戻すか。やっぱり先ほど担当課長が申し上げましたけれども、

木材価格が低迷していると。しかし、森林組合の一部に聞きますと、非常に丸太等は高騰してい

るみたいです。そして、小さなものでも多額で買ってもらえるということなんですけれども、い

ずれにしても林業農家が皆伐とか、あるいは間伐とか、そういう意欲がないというのが、一つの

大きな原因じゃないかと思います。 

 それは、先ほどから同僚議員も質問しているように、人口減にあって、そう山に意欲を持った

人たちが少なくなってきているんじゃないかと思います。 

 町長、再度お伺いいたします。 

 そういう７０％超の森林を有する町ですが、そこに意欲を持って、やっぱり山に向かう意欲を

持つ町民を持っていくちなれば、やっぱりいかにして林業農家を育ててていくかということもあ

ります。 

 若い人たちが山に行かない状況、答弁の中にもありましたように、高規格といいますか、非常

に優れた機械を使って皆伐していって、重機を使って搬路を出したり、搬路を切り開いたりして

いるところもありますけれども、それも集団化で、今担当課の説明にもありましたように、担当

課で３０ヘクタールですか、一括まとめて伐採しているところもありますけど、そういうところ

まで、もうちょっと推進が必要じゃないかと思うんですけど、再度質問いたします。 

○町長（上野 俊市君）   

 森林に対する意欲がなかなか少ないといいますか、なぜかとやっぱり考えますと、やはり皆伐

自体は、伐採自体は、これは機械等を使って、今どんどん効率化が図られておりまして、皆伐は

いいんですけれども、そのあとの再造林、その費用につきましても、ある程度一定程度、町とし

ましても上乗せしながら、再造林については助成も行っているところでありますけれども、やは

りその後の管理、先ほど出ましたように、有害鳥獣の対策、やっぱりここあたりをしますと、非

常に伐採で得られる費用以上に労力と、またそこの管理に対して費用もかかってくるというよう

な、やっぱり状況下があって、なかなか単体で施業をしていくというのは大変厳しい状況下にあ

ります。 

 そのようなことから森林計画を定めまして、集中的にやはり広い面積を集約しまして、そこを

皆伐して、全体で再造林を進めていくというようなことをしないと、それぞれ個々がやっぱり取

組をしよったらば、これは進まないと、やっぱり思っています。そのために森林経営計画を定め

て取り組んでいくということであります。 

 また、町としましても、再造林をやっぱりしっかりと進めていくためには、一定程度のやはり
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また補助金をお出ししながら、この取組を進めていかんことには、なかなか個々にお願いしても

難しい現実があります。ここあたりは、やっぱり県やら、また国やら、いろんな事業等も使いな

がら、できれば先ほど申しましたように、面積の集約化を図って全体的に取り組んでいく。里山

についてもしかりです。 

 そのような形で進めていきたいと考えておりまして、皆伐後の再造林に当たっての助成の在り

方も、今見直しをするように、今指示もいたしているところでございます。 

 一番いい方策というのが、どういう形がいいのか、なかなかつかめないところもありますけれ

ども、一つ一つそういう状況等をしっかりと把握しながら対応をしていく必要があると考えてい

るところであります。 

○川口 憲男議員   

 お答えにあったように森林計画の集約化、これが一番まとめとして、ある皆伐をする。あるい

は間伐をする。そういうことが非常にいいんですけれども、なかなかそれが、地域によりまして

は目に見えてこないんですよね。はあ、じゃあ、そこはどこがしよっと。何しよっとねというこ

とで、私も担当課のほうに行って、森林経営計画の作成はどうしているのかということがあるん

ですけれども、資料も頂きましたけれども、２２社ぐらいがそういう計画のあれに上がっている

んですけど、なかなかそれが、地域で森林を生かそうとしている方々には伝わってこないところ

が現実なんです。 

 集約して、そういうような皆伐を、皆伐といいますか、間伐をしたり、皆伐をして植林をして

いく。これが理想なんだけど、国も県もうたっているのはこれなんですけど、なかなか末端の地

方には、それが伝わってこないちゅうのが実情なんです。 

 ぜひそこは町長のところでも、あるいは担当課のところでも、地域にそういう気風生まれるよ

うな方向をしていただきたいと私は思います。そんなところは答弁にもありましたので、ぜひ今

後の森林経営の中に生かしていただきたいと思います。 

 それと、２問目になりますけれども、国・県の補助を活用した持続可能な森林づくり、今、

国・県、あるいはどこでも持続可能な森づくり交付金、これを活用して、二酸化炭素の数値に応

じ、森林所有者にそういうのも配布するんだと、交付するんだということがありますけれども、

これは実際、さつま町の林業所有者に伝わっているのか。 

 やはり、今のＣＯ２の問題、いろんな問題、今非常に問題になっていますけれども、町長も、

何ですかね、ちょっと言葉が足りませんでしたけど、持続可能なカーボンニュートラルの宣言も

されましたけど、こういうなのが、さつま町の町内に、こういうＣＯ２削減に掲げる取組が、も

う少し推進策を取り組むべきじゃないかと私は考えるんですけど、そこあたりの考え方は、町長

どうなんですか。あるいは担当課、あるいは全庁舎内で進んでいるのか。 

 私はまだ、まだまだちょっと足りないなと。７０％の町有林を、町有林じゃない、山を所有す

るまちですから、ここらに非常に生かせるような施策だと思うんですけども、どうなんでしょう、

町長。 

○町長（上野 俊市君）   

 本町におきましても、９月の２２日にカーボンニュートラルの宣言もさせていただきました。

あわせて、ＳＤＧｓの宣言もいたしたところでありまして、これの実行に向けまして、今、来年

度の予算に反映できるもの等々を今検討を進めているところであります。 

 当然ながら、この取組につきましては、森林の持つ役割というのは、非常に大きなウエイトを

占めているところであります。そのようなことから、ここにつきましては、来年度以降、目に見

える形で、この取組も進めていきたいと考えているところでございます。 
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○川口 憲男議員   

 今、答弁頂きましたけども、やっぱり予算の対応をし、来年度の活用策にこれを取り入れてい

くという答弁を頂きましたけれども、先ほど申し上げました里山の活用、あるいは私は以前から、

今の町長にはこれは初めてですけど、林業に関しては。以前の町長にも申し上げたんですけど、

さつま町は以前から広葉樹のメッカと言われておりました。私たちが議員になった頃は、広葉樹

を大事にして何かせんにゃいかんということありました。 

 広葉樹は３０年経ちますと、伐採ができるんですよね。そうすると、そして植林をせんでも、

ニロクが出てきて、ニロクということですか、株から出てきて、それがまた生えていって、また

３０年すれば大きな木になるというような木で、広葉樹の展開を広く進めたこともあるんですけ

れども。これも二酸化炭素の一番、何といいますか、活用策になるんじゃないかと私は感じてお

ります。 

 そうすることによって、里山もきれいに払えたり、あるいは有害鳥獣の人、人たちちゅうよう

な言葉おかしいですね。有害鳥獣が望む実、柑子の実とか、あるいはドングリにしても、ドング

リの実とかそういうのが、麓まで来んでも、中間の山地でも、それが食べられるということの活

用策もあると思うんです。 

 こういうこともＣＯ２の削減にも、こういう取組ができると思うんです。 

 一番手始めにできるのは、やっぱりこういう広葉樹の展開とか、こういうことを進めるのも、

カーボンニュートラルの一つの提案じゃないかと思うんですけど、そこのところをもう一回聞き

ます。町長に質問いたします。 

○町長（上野 俊市君）   

 広葉樹の展開ということでございまして、今、二酸化炭素の吸収量をいかに進めていくかとい

うことであれば、やはり森林も新たな森林に変えていくと。老朽化したものを新しいものに変え

ていって、吸収量を増やしていくという、一つの大きな、これは手段でもあろうかと思っており

ます。そこに広葉樹の果たす役割というのもあると思っております。 

 今、人工林等の皆伐、伐採、それから再造林という形で進めておりますけれども、広葉樹の関

係等につきましては、またそれぞれ専門的な機関等やら協議をしながら、これはまた取組ができ

るのであれば進めていきたいと思っております。 

○川口 憲男議員   

 ぜひ先ほどの人工林と併せて、そういうところもしていただきたいと。 

 先般ちょっとバイオマス発電所のほうに、今の材料、入荷、そこんところで聞きまして、広葉

樹の持込みはどうかということを聞きましたら、不可能ではないということもおっしゃいました

し、間伐材、あるいは人工林の杉・ヒノキの材も、まだまだ欲しいところですということを要望

されていましたから、そういうところに出せる用途はたくさんあると思いますので、ぜひＣＯ２ 

削減の関係から、こういうところも町長、町内にも推進をしていただきたいと要望いたします。 

 それと、これは古い話なんですが、以前、鹿児島県知事がさつま町を訪問されたときがあった

んですよね。誰やったけな、伊藤知事ですか。伊藤知事時代に、何のときか判らんかったですけ

ど、さつま町にいらしたときがあって、そんとき、国道沿いとかいろんなところが竹林が覆いか

ぶさってきて、これじゃいかんと。この竹林をいけんかせえということで要望があって、その当

時、竹林がきれいに、町有林の周りが、町有林じゃない、国道・県道の周りがきれいになったと

いう記憶を覚えております。 

 先ほどの同僚議員の質問にもありましたけれども、町道、県道、いろんなところが覆いかぶさ

ってきて、伐採が不可能な状況にあるのも、先ほどの質問で十分承知されていると思います。そ
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ういうなのも、やっぱり何らかの形で払っていく。きれいなまちづくりには、そういうところも

必要じゃないかと私は感じております。 

 これには答弁は要りませんけれども、そういう話もあって、きれいになったというのを、ちょ

っと伝えておきたいと思います。 

 それから、まだありますね、町有林の維持管理に民間の、民間といいますか、普通の事業体に

委託されています。 

 ですから、先ほど申しました人工林の中でも、特に町有林、この経営委託を民間業者に、５社

ぐらいされているんですけども、こういうこともＣＯ２削減の対策に十分寄与していると思うん

ですけども、こういうところから町が進める、あるいは町有林を中心にして、民有林プラスいろ

んな公団林もあると思います。 

 そういうところへの進展ちゅうのを進めていかれるべき、山に愛着を持っていかれるべきだと

思うんですけど、まず町有林の面積的に、７００町歩ぐらいですか、７００ヘクタールぐらいさ

れているみたいですけれども、これをさらに延ばしていくちゅうような考え方は、町長ないです

か。 

○耕地林業課長（上谷川征和君）   

 お答えいたします。 

 町有林につきましては、おっしゃるとおり町内の５林業事業体に経営を委託して、森林計画に

基づいて適宜適正な森林整備に取り組んでいるところでございます。 

 町有林では、また今後におきましても、伐期が来た人工林については、適時に主伐、再造林を

計画して、森林資源の循環を図って、持続可能な森づくりに努める考えであります。 

 以上です。 

○川口 憲男議員   

 町有林の維持管理に関して、担当のほうから答えがありましたけれど、町長、最初の答弁にも

ありましたように、林業経営者ですか、の意欲も低迷するし、あるいは、町として林業作業支援

の助成も行ってきているんですが、何せ成り手が少なくなってきとって、そこあたりも不安を感

じていらっしゃるところもありました。 

 価格の低迷はありという答弁もありましたけれども、価格は次第に上がってきているような感

じも受けております。 

 ですけれども、森林経営意欲をいかに高めるか。それと、カーボンニュートラル宣言で持続可

能な未来づくりに、山を生かすことをぜひ努めていただきたい。そうすることによって、何らか

のいろんな形が変わってくると思います。有害鳥獣対策等にも効果が出るんじゃないかと思いま

す。 

 最後に、町長の推進されています、推進というか、町を挙げてしました、カーボンニュートラ

ル宣言で持続可能な未来づくり、まちの未来づくりに、町長、最後どう思われるかお聞きして、

質問終わります。 

○町長（上野 俊市君）   

 木材価格については、今、持ち直してきているということでございますけど、先ほど来申し上

げますように、伐採後のあとあとの管理、ここをいかにして支えていくかというのは、私は一番

重要かと思っているところであります。 

 それと、やはりまだまだ森林の持つ役割と重要性というのが、消費者はもちろんのことですけ

ど、やはり町民の方々にも、やっぱり広くしっかりとお知らせしていく必要があるかと思ってお

ります。それが我々行政の責任でもあろうかと思っております。 
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 そういうような取組をしながら、総合的にこれを進めていきたいと考えているところでありま

す。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、川口憲男議員の質問を終わります。 

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１１時５８分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後 １時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次は、１１番、古田昌也議員に発言を許します。 

〔古田 昌也議員登壇〕 

○古田 昌也議員   

 改めまして、昼一番で、こんにちは。お疲れさまでございます。質問に入る前に、昨今、鳥イ

ンフルエンザ、役場職員の方々も従事していただいているということで、本当に感謝の意をここ

で表明して、本当にありがとうございます。まずは、さつま町に被害がないように岸良議員もお

っしゃっていたように、強くそちらのほうは十分に気をつけていただいて、対応のほう、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、通告書のとおり、質問のほうに入らさせていただきます。 

 まず、最初に、ローカルブランディングについてでございます。 

 鹿児島銀行に委託してローカルブランディングを行っているが、進捗状況はどのようになって

いるか。また、ローカルブランディングを認知してもらうために、どのように発信していくのか。

ブランディングの今後の計画はどうなっているのか、お聞かせください。 

 続きまして、約５年前にも同じようなローカルブランディングを行ったと記憶しておりますが、

そのときの結果と再度実施することになった経緯をお聞かせください。 

 続きまして、現在、「薩摩のさつま」は、町、ＪＡ北さつま、町商工会、特産品協会と団結し

て進めているところでありますが、現在進めているローカルブランディングとの「薩摩のさつ

ま」との違いはどうなっているのかお聞かせください。 

 続きまして、大項目２番目に、災害復旧についてお聞かせください。 

 まず最初に、令和３年度豪雨災害における公共災害復旧の進捗率や発注率などはどのようにな

っているのかお聞かせください。 

 続きまして、町単独事業や維持補修などの復旧を含め、全町的な復旧に向けた問題点とそれに

対する改善策はあるのかどうかお聞かせください。 

 続きまして、道路における小規模災害や維持作業などは、道路整備作業員が対応しているが、

慢性的な人員不足が見られ、各地域でも高齢化や働き手不足が顕在化しています。その中で災害

復旧を優先するのは当然ではありますが、地域からも補修等の要望が多くなっているため、作業

員の増員や給与改善、効率化のための機械導入など、具体的な方策を行う考えはないかお聞かせ

ください。 

 最後に、先日、行われました、あなたも１日議員についてお聞かせください。 

 １０月に開催された「あなたも１日議員」の質問事項について、課内又は課を超えた横断的な
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検討を行い、実施に向けた予算化などを協議したのか。また、検討・協議を行ったのであれば、

その内容はどのようなものになっているのかをお聞かせください。 

 以上、通告書のとおりに質問を、１回目のほう、終わらさせていただきます。 

〔古田 昌也議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 古田昌也議員の質問にお答えさせていただきます。 

 まず、ローカルブランディングについての質問でございます。 

 本年度から３か年の計画で進めております、地方創生推進交付金を活用したローカルブランデ

ィング戦略の展開事業につきましては、鹿児島市などのローカルでのさつま町のブランド力を高

めていく取組として、特に、「直売所」と「紫尾温泉」の魅力向上・ＰＲ強化により、鹿児島市

等にお住まいの方が、日常的にさつま町での買物や温泉を楽しんでいただくための「人の流れを

つくり出す」、そういう戦略を中心に実施いたしているところであります。 

 具体的には、コロナ禍での道の駅を含む物産館の需要が増えていることと、日帰りでの小旅行

などのマイクロツーリズムの需要が増えていることなどから、町内の直売所の魅力向上を図りな

がら鹿児島市等からの新たな人の流れをつくり出す取組、神社から湧き出し神の湯と呼ばれるス

トーリー性、良質な泉質で知られる紫尾温泉での事業展開でございます。 

 事業初年度でありますけれども、令和４年度については、紫尾温泉と直売所等との回遊性に関

する調査を始め、新たなサービス等の提案、鹿児島市を中心としたプロモーション活動などに取

り組んでいるところでおります。 

 ２年目では、紫尾温泉と直売所との連携事業の実証展開、新たなサービスの実証や担い手確保

に向けたマッチングの実施、近隣自治体へのプロモーション活動を予定しているところでありま

す。 

 最終年度の令和６年度におきましては、２年目までの取組を継続しつつ、事業を継続的に実施

できる担い手確保及び継続体制の構築を、主な取組予定としているところであります。 

 本事業の進捗状況につきましては、直売所・温泉に関するアンケート調査や直売所の利用者・

出荷者を対象としたアンケートなど、利用者と出荷者それぞれのニーズ把握を行っているところ

であります。また、直売所連携会で実施されている「スタンプラリー」について、直売所プラス

温泉という形式を提案し、直売所でなく温泉を加えた回遊性に視点を当て、紫尾温泉・宮之城温

泉のＰＲにもつなげていきたいと、つなげるねらいといたしているところであります。 

 紫尾温泉に関しましては、コロナ禍等により観光需要の変化に左右されにくい、鹿児島市など

の近隣自治体に住む方が、定期的に訪れてもらえる仕掛けづくりについて、紫尾区公民館・紫尾

神社の役員の皆様へ提案し、実現に向けて協議を進めているところでございます。 

 これら町内の温泉や直売所の認知度を高める取組としましては、鹿児島市内の商業施設を活用

したＰＲイベントの実施、アンテナショップなどの常設店の開設の可能性調査を実施していると

ころでございます。 

 次に、２点目の前回に実施した事業との違いについてであります。 

 前回の事業につきましては、さつま町まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進に向けて、直売

所等の魅力向上のための新商品開発や物産展での試食会等の実施、紫尾温泉周辺の観光振興に向

けた調査・研究等が主な内容となったところであります。本年度の事業につきましては、前回実

施しました内容等を踏まえ、データ等の比較を行いながら、先ほど申し上げました、直売所や温

泉の魅力向上とＰＲ強化、また、温泉と直売所が連携した取組の検討により、他の自治体との差
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別化を図りたいと考えているところであります。 

 次に、３点目の「薩摩のさつま」との違いについてでございます。 

 「薩摩のさつま」は、独自の認証基準で認証し、商品をただ届けるだけではなく、その商品が

生まれた背景や作り手のこだわりなど、人、風土、歴史といった土地の持つ豊かさも一緒に届け

る、そのような地域プロジェクトでありまして、これにより、まちのよさや「人・もの」といっ

た、まちの魅力が伝わっていく独自のブランドであると思っているところであります。 

 御質問の違いについてですけれども、現在実施している事業は、県内でも本町の強みである地

域資源を活用し、集中的にさつま町を売り込む手法であり、他方で、「薩摩のさつま」は、はっ

きりとしたブランド・プロミスを持っており、「さつま町で生まれ、独自の認証基準を満たし、

自信を持ってお勧めできるもの」としているところでございますの。そういった違いがあるもの

と考えているところであります。 

 ２項目めの災害復旧についてでございます。 

 令和３年度豪雨災害からの復旧・復興は、最優先の課題として捉えておりまして、被災された

方などの御意見や御要望をお聞きすると共に、役場内部で検討を重ね、建設業協会には最大限の

協力を依頼しながら、さらに国や県に継続して要望を行うなど、早期の復旧を目指して取り組ん

でいるところであります。また、現在実施している地区の町政座談会におきましても、直接、あ

るいは間接的にこの現在の状況等も説明いたしているところであります。 

 １点目の「公共災害復旧の進捗率等」につきましては、１１月末現在でありますが、道路、橋

梁、河川が、発注率９割、発注分の進捗率６割、農地・農業用施設が、発注率５割、進捗率３割、

林道施設が、発注率８割、進捗率８割ということになっているところであります。 

 特に、耕地災害におきましては、稲作等の耕作時期があることや、河川工事等が優先されるた

め復旧が遅れている状況下にあります。 

 次に、２点目の「復旧に向けた問題点とそれに対する改善策」でございます。 

 冒頭、申し上げましたが、早期の復旧に向けて、官民一体となって今、進めているところでご

ざいますけれども、出水時期における河川工事の施工困難をはじめ、ブロック製品などの資材不

足や請負会社の人手不足、さらに下請けの確保の困難など、いろいろなこの理由が重なりまして、

思うように工事が進んでいない状況であります。 

 これまで、毎月のように建設業協会との連絡調整を行っているほか、災害復旧事務に関する緩

和措置としまして、１つ目に、現場代理人が担当する工事件数の見直し、これは３件から５件で

きるような形の見直し、それから、建設工事の格付に係る発注金額の増額、それから、このよう

なことなど、できる対策を講じながら進めているところであります。今後、さらなる対応につき

ましては、県や町の建設工事受注者に対し、その現場に近い災害復旧工事を随意契約する方法の

ほか、下請け業者への協力体制の推奨、また、進捗が遅い受注者との個別協議など行い、これを

進めていきたいと考えているところであります。 

 ３点目の「道路整備作業員の増員や給与改善、効率化のための機械導入」についてであります。 

 先に上囿一行議員からも質問がございましたけれども、その回答と重複いたしますけれども、

道路整備作業員の処遇改善の関係につきましては、令和２年度から「会計年度任用職員」制度が

導入され、これにより、全庁的な調整のもと、現在の処遇となっていることを踏まえ、増員も含

めこの処遇改善についても併せて検討しているところであります。また、人材確保が容易でない

現状から、維持管理作業の効率化を図るため、建設機械に、バックホー等に装着する油圧草払機

のこの導入の検討を今、しているところであります。 

 また、公民会の愛護作業に対する補助対象経費に、簡易補修に必要な補修材や建設機械の借上
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げに関する補助なども加えるなど、共助での取組に対する支援も、これも積極的に行ってまいり

たいと考えているところであります。 

 次に、「あなたも一日議員」についての御質問でございます。あなたも一日議員では、小学生

８名・中学生２名・一般１名の方が質問され、子供達の堂々と質問する姿やまちの将来につなが

る意見に、さつま町の明るい未来を感じるとともに、子供達の期待に応えられるまちづくりを進

めなければならないと感じたところであります。また、今回の取組が、町民の皆様のまちづくり

への関心を高めていただくきっかけにもつながったのではなかろうかと考えているところであり

ます。今回の質問内容については、各課において既に取組を進めているものや来年度実施に向け

た検討が進められているところでございます。具体的には、「児童間の交流について」でござい

ますけれども、本年度の英語スキットコンテストにおいて、学校、学年を越えて交流が図られる

よう内容を検討しているほか、来年度の宿泊学習についても複数の学校で実施に向けた事前学習

等も計画されているところであります。 

 また、「学校の環境整備について」の質問の関係では、宮之城中学校の生徒会により、公衆電

話等に関するアンケート調査が１０月末から１１月中旬にかけて実施され、生徒の意見集約が行

われており、そういったアンケート結果を踏まえて今後の対応を検討して参りたいと考えている

ところであります。 

 このほかにも、「環境への取組について」では、９月２２日に「持続可能な未来づくりカーボ

ンニュートラルさつま町宣言」を行いまして、７つの推進する施策を掲げ、今後、豊かな森林環

境の保全、再生可能エネルギーの活用、省エネルギー活動の促進などを含め、来年度予算にも一

部計上しながら、全庁的な取組を進めていくこととしているところであります。 

 また、通学路の歩道の除草等についても対応を行っているところであります。今回の「あなた

も一日議員」の取組のように、子供達を含めた意見を聞く場を設けることは、非常に大切なこと

だと考えているところでありまして、今後におきましても、「子ども議会」の開催や、次期総合

振興計画策定時に、子供を対象とした「未来ワークショップ」の開催など、さつま町の未来を担

う子供達の活躍できる場の創出を検討して参りたいと考えているところであります。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○古田 昌也議員   

 回答をいただきました。それで、最初のほうから質問のほうをしていきたいと思うんですが、

ローカルブランディングのほうなんですが、３年後の着地地点とかいうのは検討とかいうのはさ

れてきているんでしょうか。お聞かせください。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 この事業の最終的な目標というか着地点はどこかという御質問かと思いますけども、物産館、

紫尾温泉等も施設、またはエリア全体の今、魅力向上を図っているという最中でございまして、

町外からの交流人口の増加と外貨の獲得のための集客力向上をねらいとしているところです。 

 将来的には、この薩摩のさつまを含めて、様々な観光資源などを総動員しながら、町全体の魅

力向上に向けて波及効果、相乗効果を図っていきたいと考えているところです。 

○古田 昌也議員   

 相乗効果という言葉もいただきました。結局、相乗効果というところというのはすごく理解で

きるんですが、ブランドの発信をちゃんとしていかないと、混同をして何をやっているのか見え

なくなると思うんですが、その発信のことについてはどう考えているのかお聞かせください。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 本事業における情報発信は、どこが責任を持っていくのかというようなことかと思いますけれ
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ども、ここについては、町と委託事業者の双方で情報発信を行うこととしております。町としま

しては、広報さつま、町のお知らせ版、あるいはホームページやＳＮＳ、そういった媒体を使っ

て周知、広報をしていきたいと思っております。 

 県外などへにつきましては、委託事業者において、例えば、フリーペーパーなんかを活用した

情報発信を予定しております。 

 様々な場所で行われるイベントなどに出かけていってＰＲをするというようなことも情報発信

かなと思っているところでして、先日、１２月３日から、３、４、土日ですね。九州電力がセン

テラス鹿児島でちょっとイベントを開催したんですけども、そこにも出店させていただいて、本

町からは紫尾温泉の啓蒙、体験、それと地元野菜の販売、それと小牧さん、軸屋さん、それぞれ

酒造会社が参加をされて、焼酎の試飲であったり販売であったりということもされておりまして、

そういったことを総合的に含めて情報発信を図っているところでございます。 

○古田 昌也議員   

 情報発信をそういう形で、いろんなイベントに出てするということで認識はいたします。ただ、

特売所プラス温泉という形を提案しという形で回答いただいておりますが、その提案というのは、

町のほうから提案をしたという形でよろしいですか。鹿児島銀行側に提案をしたというのは、町

からの提案、それとも町からの提案という形で考えていていいですか。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 事業の始まるに当たってのスタート地点をどのような協議をしたかというような御質問かと思

いますけども、ここは町としてもいろいろな課題を持っていまして、御質問にもあったように、

前回、地方創生推進交付金を使った同様の事業をしておりまして、そこをまた補完する形で、町

も発展的に進めたいなと思いがある中で、包括連携協定先の鹿児島銀行と協議を重ねて、今回の

この事業の開始に至ったところでございます。 

○古田 昌也議員   

 分かりました。それでしたら、すごく着地点もしっかりしていて、町も投げた形だけではなく、

町も連携をしてちゃんとするという形の認識でよろしいですか、お聞かせください。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 当然ながら事業者に任せっぱなしということじゃなくて、この事業は３年間終わったあとは

４年目以降は自走をしていく、もう自分たちで動かしていかないといけませんので、当然ながら

町としても初年度から主体的に動いているところでございます。 

○古田 昌也議員   

 分かりました。そういった計画があって、しっかりとした目標があって３年間の計画があると

いうことで認識をいたします。 

 そしたら、次の質問の中で、５年前も同じようなブランド化といって回答もいただきましたが、

僕の中では、やっていることはすごく似ている、同じではないかということを認識の中ではある

んですが、回答いただいたとおりでやるとちょっと違うよと、もう少し具体的に違うところとい

うのがあるんであれば、ちょっとお聞かせください。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 ５年前、平成２８年と２９年、２か年かけて同様の事業を実施したわけですけど、主に前回、

町内食品加工事業者による新商品の開発、このときに８商品ぐらいの開発がされているというこ

とでございます。併せて、今薩摩の農産物加工センターに高温高圧調理器の交付金を活用して入

れたということでございまして、その加工品の新商品の開発等を中心にやってきたところです。 

 また、紫尾温泉に関しましては、紫尾区の地域活性化計画に基づき、地域振興につながる事業



- 60 - 

の支援として、温泉タンクの改修の調査や助言等を行ったというところです。 

 また、私は実績に活動期間が短かったという中で、もう少し、やっぱり事業の取組も時間をか

けて、じっくりと行うべきだったんだろうと、そのときに課題としてちょっとあったところです。 

 アフターコロナを見据えて、近隣自治体で、全員協議会でも説明をさせていただいたと思うん

ですけども、近隣自治体で道の駅の計画があったり、具体的に建設が進んでいたり、それぞれの

各自治体が集客力の向上の対策を進める中で、本町としても、やはり競争力を、他自治体に負け

ない競争力は高める必要があり、取組の足がかり、５年前に取組の足がかりをつくった物産館と

紫尾温泉のブランディングを発展的に進めようとする計画が、今回の計画でございまして、前回

の取組では、知見やノウハウなどを蓄積するとともに、事業所との関係も構築をされました鹿児

島銀行と連携をすることとなったところでございます。 

○古田 昌也議員   

 という回答の中で解釈いたしますと、前回、５年前の反省点、また改善点を取り組んで、再度

また活用しながらこの３年間を進めていくという形の理解でよろしいですか。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 今おっしゃるとおりでございまして、前回の課題もまだ残っている部分がありますし、そうい

ったのをカバーしながらも新しいアフターコロナを見据えたブランディングというものを発展的

に進めていきたいと考えております。 

○古田 昌也議員   

 でしたら、ぜひともお願いしたいことが、要請したいことがございまして、次の質問にも関わ

ってくるんですが、薩摩のさつまという形で、町、農協さん、商工会さん、特産品協会さんと、

あとは民間の事業者がひっくるめて、全く同じような認識の中で取組を進めていくところであっ

たのです。それで、特産品協会、ＰＲ化とか、そういった枠組みの中で、こういうことを始める

よというような話も含めてやっていただきたいのですが、そういう話はあったのでしょうか。お

聞かせください。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 この事業につきましては、商工観光ＰＲ課、また農政課と協議をしながら進めているところで

ございましたけれども、薩摩のさつまの事業の関係者というのは、そもそも我々の取組と、薩摩

のさつまの事業目的自体が違うといったことから、特段、事前の協議というのはしていないとこ

ろです。 

○古田 昌也議員   

 認識的に、今、回答を受けて率直に思ったことは、今までそういう形でやってきたからこそ、

ちゃんとした形のものが生まれなかったような気がしてならないのです。せっかく薩摩のさつま

という形で、町長の発言の中でも、いろんなことを取り込んでいくよという形で、もう少し、薩

摩のさつまであったり、ローカルブランディングであったり、各同じ方々が密に連携を取り合っ

て、協議をして、同じ方向性をせっかく向いているのですから、手を取り合っていくような形に

ならないのかなというのが僕の中の気持ちではあるのですが、そういった考え方はないのでしょ

うか。お聞かせください。 

○企画政策課長（小野原和人君）   

 先ほど申し上げましたように、このブランディングも、薩摩のさつまもですけれども、将来的

には、そういったものをトータルで、ひっくるめて、まちの魅力の発信ということをしていかな

いと、個々がそれぞればらばらで頑張っても、なかなか難しいところもございますので、将来的

には、そういった方々との連絡会といいますか、そういったものをつくりながら、情報交換も共
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通理解も図る必要があるものと考えております。 

○古田 昌也議員   

 すごくありがたい回答をいただいたと思います。ローカルブランディングという言葉自体が、

何がしたいのか、すごく判りにくいと思っております。しかし、本年度より、薩摩のさつまを育

てていくと、町長の議会の中での発言もあり、町、農協、商工会、一般社団法人の特産品協会と、

民間事業者で、せっかく一つになったところであります。また、違うブランディングを始めるの

か、何がしたいのかよく判らなくなるという不安がすごくあったので、今回、こういう質問にさ

せていただきました。 

 あえて僕の認識の中で言わせていただきますと、薩摩のさつまは、本町、さつま町の統一のキ

ャッチコピーだと認識していただいて、この言葉がローカルブランディングだ、キャッチコピー

でみんなに売りに行くぞという意思統一の言葉だと本当に認識しています。そういった形で、こ

のさつま町というまちをブランディングするに当たっては、２年、３年ではできることではない

と思います。５年、１０年、何十年とかけて育てていく。町自体を、生き残っていくために、持

続可能なまちにするためには、絶対に必要なことだと思いますので、ぜひとも全庁で、各課だけ

ではなく、本当にせっかく一つになったのですから、お互いに手を取り合って進めていっていた

だきたいということを強く要請して、次の質問に移りたいと思います。 

 回答でもありましたけれども、農業、農耕の工事がすごく遅れていると認識するのですが、そ

の点についてどう考えているのか、お聞かせください。 

○耕地林業課長（上谷川征和君）   

 お答えいたします。農地農業用施設の災害復旧につきましては、未発注の箇所も多く、また、

進捗も遅れている状況でございます。町長の答弁にもありましたとおり、今後の対応に加え、耕

作者の皆様には工事関係用地の耕作を控えていただくなど、御理解と御協力をいただきながら、

復旧に努めてまいりたいと考えているところでございます。どうしても仮設道路などの関係用地

に耕作をされておりますと、収穫まで工事に入れないといったような状況も出てまいりますので、

今後におきましては、丁寧な説明をもって御理解と御協力をいただきながら進めてまいりたいと

考えております。 

○古田 昌也議員   

 生活に関わってくる工事の復旧なので、やはりいち早く取りかかっていただきたいというのが

本音なところではあるのですが、実際のところ率直にお聞きします。激甚指定が入って、国の予

算が下りてきて、いろいろとなっているのですけれども、３年間という縛りが逆についてしまっ

たという認識があるのですが、率直に聞きます。間に合うのですか。お聞かせください。 

○耕地林業課長（上谷川征和君）   

 工事が遅れている様々な問題に加えまして、先ほど申しました仮設道路など、工事に関係する

用地の関係で工事に入れないといったような制限を受けている工事箇所もございます。こうした

状況が今後も続きますと、現実問題として３年以内の復旧も難しくなることもあろうかと存じま

すが、なるべく３年以内の復旧の完成に向けて努めてまいりたいと考えているところです。 

○町長（上野 俊市君）   

 私のほうから１点、この災害復旧につきましては、激甚だろうが、通常の災害だろうが、一応

３年ということで、激甚災害に指定されれば補助率が上がるということで御理解いただきたいと

思います。 

○古田 昌也議員   

 理解不足で申し訳なかったです。本当に間に合う、間に合わないにかかわらずに、原因がある
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のであれば、改善点が必要だと思います。災害以外の、次の質問になるのですが、町単独事業の

中で維持補修、復旧などを含めて、問題点が判っているのであれば改善点があるのですが、改善

点をするためには、今、回答いただいた以外にも原因はあると僕は認識するのですが、それ以外

の問題点・改善点というのはあるのか、お聞かせください。 

○建設課長（原田 健二君）   

 ただいま、その他の問題点ということで御質問でございます。今現在、物価の変動の関係もご

ざいますけれども、それらの対応につきましても、県土木部の通知によりまして、公共事業設計

単価などに基づきまして、発注時点で最新のものを活用するなどして、対応をさせていただいて

いるところでございます。 

 以上です。 

○古田 昌也議員   

 単価のほうが高騰になって、それで資材が入ってこない、見合わないということで、発注率が

ちょっと遅れているのかなという不安もあったのですが、そこら辺は対応はしていただけるとい

うことで認識してよろしいですか。 

○建設課長（原田 健二君）   

 ただいま議員がおっしゃられたとおりでございます。 

 以上です。 

○古田 昌也議員   

 判りました。いろんな情勢のある中で、本当に建築会社の方々や、役場の担当の方々が苦慮し

ているのが、すごく理解はできているのですが、やはり復旧というものを、いち早くしていただ

きたいということはすごくありますので、その点は本当にできるだけ早く、発注、その他進捗状

況の確認というのを綿密にしていただくことを強く要請して、次の質問に移らさせていただきま

す。 

 ３点目は、道路維持の作業員の給料の改善であったりとか、処遇の改善のことに、上囿議員も

午前中していただいたのですが、その点、会計年度職員で、みんな一緒という形で回答しており

ましたが、そこは早くしようかなという考え方はないのか。もう一度、再度お聞かせください。 

○町長（上野 俊市君）   

 処遇改善の関係等について、この点については検討を進めたいと思っております。先ほど来あ

りますように、会計年度任用職員制度が導入されましてから、ここ辺りが一緒くたといいますか、

一つのくくりになってしまっていることもあります。このようなこともありますので、制度上の、

そこ辺りも踏まえながら、この処遇改善については検討していきたいと思います。 

○古田 昌也議員   

 ということは、その処遇改善、給料アップという言い方が正しいのか、給料の向上であったり

とかいうのは、ちょっと時間がかかるという認識でよろしいですか。 

○町長（上野 俊市君）   

 各地域からの要望も非常に多い状況下でありますので、そんなに長く時間をかけて議論してい

る場合ではございません。できるだけ早く、ここ辺りは改善して、また次の募集等につなげてい

かなければならないと考えているところであります。 

○古田 昌也議員   

 それでしたら、時間がかかる中で、いち早くしていただけるということですが、それと同時進

行に、人員の確保が難しいのであれば機材導入という考え方があると思います。機材を導入して

人員を削除という形は、今、当然のことで、民間企業では行われておりますので、機材導入を早
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く進める考え方はないか、お聞かせください。 

○町長（上野 俊市君）   

 先ほど回答で申し上げましたけれども、草払い、伐採等を進めるために、この建設機械に装着

します油圧の草払い機の導入、これをしたいということで、来年度の予算に計上できるように、

今、調整をしているところであります。 

○古田 昌也議員   

 ということは、予算の増入で３月議会には新予算で上がってくるということの認識でよろしい

ですか。お聞かせください。 

○町長（上野 俊市君）   

 そのような形ができるように努力したいと思います。 

○古田 昌也議員   

 ぜひとも、そこは強く要請したいと思います。道路維持、何人の議員の方々も質問の内容で取

り入れて、本当に大変になってきている中、作業員の班の方々、人が集まらないので、後手後手

になっている現状もあると思います。そして、その機材を導入することによって、貸出しであっ

たりとか、回答にもいただきましたように、資材の舗装材のバックホーやホイールローダーなど

の建築機械の補助なども考えているということで、加えているのであれば、早くやっていただい

て、地域の住民の方々も、それを借りて、自分たちでやるという共助のところも強く進められる

と思います。機材があれば共助でできるところもありますし、材料があればというところもある

と思いますので、ボランティアではなく、本当に共助、皆の助け合いの中で、そこら辺は強く、

早く進めていただいて、人口が減っていく中、それでも維持ができる、さつま町ってきれいなま

ちだよと言えるような体制づくりのほうを強く要請して、次の質問に移りたいと思います。 

○古田 昌也議員   

 最後になります。あなたも一日議員の中で、いろんな発言がありました。その中で、回答の中

でもあるのですが、中学校の電話に関するアンケート中で、いろいろと話を聞くのですが、どう

いった形でアンケートを取って、どういった形で集計しているのか、お聞かせください。 

○教育長（原園 修二君）   

 電話は公衆電話を設置してほしいという要望がありましたが、その中で、急々には増設はでき

ないというようなことをお聞きしておりました。どういう方法があるかということで、アンケー

ト等を調査して、何か方法はないか考えるようにというようなことは、校長と話をしておりまし

た。１０月中旬にかけて実施されたということで、結果等については、まだ把握をしていないと

ころであります。 

○古田 昌也議員   

 今、いろいろと話を聞きますと、タブレットのほうにアンケートが流れて、回答する形だった

ということで、通常、アンケートを取るときというのは、プリントで配られるということをお聞

きしたのですが、今回に限ってはタブレットで、急にあって、回答が３００人程度だったとお聞

きしております。ただ、何が言いたいかというと、せっかく中学生だったり、いろんな方々が、

この議場に来られて、緊張しながら発言したところ、やはり何も検討、何も回答がないというこ

とが、僕は一番の不安要素だと思っているのです。その中で、町長と教育長にお伺いしたいので

すが、今回、いろんな発言、いろんな形で意見が出ましたが、こういうことをやっていただきた

い、ああいうことをやっていただきたいという意見がありましたが、そういった発言の中で、そ

の発言をやる、やらないじゃなく、こういう声があったよということに対して、どういうふうな

考え方を持っているのかをお聞かせください。 
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○町長（上野 俊市君）   

 今回、あなたも一日議員ということで実施いたしまして、今、古田議員からありましたように、

子供たちが緊張しながらも、自分の思いというのを届けていただいたところであります。やはり

そういう場で出された意見、また子供たちが、今後、このまちづくりにどういう形で参画できる

のか。私もいろんな子供たちの声を率直に聞けるような場というのも、また自分でつくっていき

たいなと考えているところでありまして、子供たちの将来をしっかりと育てていくためにも、こ

ういう機会は非常に大事にしていきたいと思っております。 

○教育長（原園 修二君）   

 あなたも一日議員については、たくさんの子供たち、小学生、中学生が質問してくれたわけで

すが、私が教育委員会として感じましたことは、今、町長がお答えになられましたように、町の

未来とか、そういったことを考えていく、そういった目を子供たち自身が持つということも非常

に大事なことでありますし、それともう一つ、教育的な効果といいますか、非常に小規模な学校

の子供たちも参加してくれました。こういう議場で、誰も知っている人があまりいないような中

で、自分の意見を堂々と述べると、そういう経験を子供たちがしたということが非常によかった

と思っています。やはり自分の考えを、子供なりの発想でもありますが、それでも堂々と人の前

で言えるという、そういう積極性といいますか、全体の場所で臆することなく、物を発表してい

く、そういったことをするためには、非常にいい経験であったと思います。６年生の男子の生徒

が感想で述べておりましたが、これまでの人生で一番いい経験だったというような言い方をして

おりました。それぐらい非常に大きな出来事だったのだろうと思います。そういったことが経験

できたということも、まちの未来を考えるということのほかに、また教育的な意義というものが

あったんだろうというふうに考えています。 

○古田 昌也議員   

 本当にそう思います。いざ、この場で発言するというのは、本当に今でも僕はすごく緊張し、

手が震えながら、どうしようかと悩みながら、前もって事前準備をする中で、小学生、中学生、

また一般の方々、そういった意見を堂々と発表していただける場というのがすごく貴重な場であ

り、そして僕たちにとっても貴重な情報源、こういった声があるという再認識を強く考えさせら

れる場だったと思います。 

 もし仮に、自分が発表したことが現実に起こったという成功体験が、本当にこれからのまちを

つくっていく町民という言い方が正しいのかもしれないですけれども、本当は宝だと思うのです。

ぜひとも、そこら辺は、本当に重く受け止めていただいて、どうにかできる方法、どうにかやれ

る方法というものを、各担当課を通じて、担当課かもしれないですけれども、全庁を通じて、ぜ

ひとも、一つでもいいから成功体験をつくってあげていっていただきたいということを強く要請

します。 

 こういった場をつくっていただいた女性団体の方々が、すごい発想がいいと思いますので、そ

ういった形で、どんどん意見の取り込みということを、再度また要請します。 

 今回、最後になるのですが、要望というか、本当に情報というものは、これから生きていく上

で、すごく必要で、重要なことだと認識します。いろんな縛りがあると思います。有料広告を出

してはいけない、チラシを出せないであったりとか、そういった形で、役場として発信がしづら

い中もあるかもしれないですが、今現在はＳＮＳ、無料の発信ツールというものがあります。そ

こを本当に活用して、皆さんこういったいいことをやっていますよ、こういったことをやってい

ますよというアピールを、ぜひとも町を上げて取り組んでいただきたい。そういったことで、作

業の方々、会計年度職員の人材募集、その他もろもろ、いろんな意見の集約という形ができると
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思います。 

 コロナ禍だからこそ人が集まって会えないとか、そういう問題ではなく、本当に情報の使い道、

使い方というものは、再度、強く考えていただいて、こういう場だからこそ、お互い話をしてい

ただいて、いろんな情報の共有という形を取っていただいて、全ての問題の解決というのは人と

話をすることだと思いますので、ぜひともそれを強く要請して、質問を終わりたいと思います。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、古田昌也議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 １２月６日は午前９時３０分から本会議を開き、一般質問を行います。 

 本日は、これで散会します。 

散会時刻 午後１時４９分   
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令 和 ４ 年 第 ４ 回 定 例 会 一 般 質 問 

令和４年１２月６日（第３日） 

順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

６ （７） 

森 山   大   

１ 子どもを主体とした政策づくりについて 

  政府は、来年４月に「子ども家庭庁」を設置し、子どもを主体に

した政策づくりに乗り出すといわれている。子どもを取り巻く課題

は、虐待や貧困、少子化などの問題が深刻化する中、当事者の声を

どのように吸い上げるかだと考える。 

  日本は、１９９４年に「児童の権利に関する条約（子どもの権利

条約）」に批准したが、今まで有効な対策が取られないまま子ども

を取り巻く状況は年々悪化している。また２０２０年度の不登校の

小中学生は約１９万６,０００人、児童虐待数は約２０万

５,０００人で、いずれも過去最多である。 

  本町において、このような課題についてどのように解決していく

考えか。 

２ 子どもの自殺対策について 

  学校では２学期が始まって早くも３か月が過ぎたが、９月から

１１月までの時期は、勉強や人間関係の悩みを背景に、子どもの自

殺が増える傾向にある。 

  最近は新型コロナウイルスの感染状況により生活環境が変化して

おり、家庭はもちろん地域や学校で子どもたちの些細な変化を発見

し、「助けて」という心の声をキャッチすることが重要だと考え

る。 

  厚生労働省によると、２０２０年の小・中・高校生の自殺は過去

最多の４９９人であり、コロナ禍の一斉休校で孤立感が深まったこ

とが一因とされている。月別に見ると、８月が６５人で最も多く、

９月も５５人であり、長期休業後の学校再開が精神的な負担になっ

ている可能性が高いが、子どもの自殺問題についてどのように考え

ているか。 

７ （６） 

上 別 府 ユ キ 

１ 婦人科検診受診率向上について 

  女性特有の乳がん・子宮がんなどを早期発見するため、婦人科検

診の受診率向上に向けてどのように取り組んでいるか。 
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順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

 (1) ワンコイン検診・節目検診・土曜日検診など、検診の機会を

増やして様々な対策を図り、３か年計画で事業を進めている

が、その手ごたえはどうであるか。 

 (2) 令和２年男女共同参画第５次基本計画の中で、乳がん・子宮

がんなどの婦人科検診を受診しやすい環境整備をうたっている

が、さつま町役場女性職員の婦人科検診の受診状況は把握でき

ているか。 

２ 学校の樹木の管理について 

  今年８月に曽於市立の小学校でイチョウの大木の枝が折れて落下

し、校長が下敷きになり死亡した事故を受け、学校では樹木管理の

安全点検が行われたと思うが、その経過について問う。 

 (1) ９月から１０月にかけて、町などで行った安全対策はどのよ

うなものか。 

 (2) １１月に樹木専門医がそれぞれの学校で診察を行ったと思う

が、その結果を受け、今後行っていく安全対策はどのような計

画であるか。 

８ （５） 

中 村  慎 一 

 

１ これまでの一般質問での回答に対する取組について 

 (1) 町の地域公共交通における乗合タクシーの運行について 

 (2) ２０２５年問題における介護保険事業所、社協への支援につ

いて 

 (3) 中山間地域における農福連携による集落支援の取組への支

援、単独加算制度等について 

２ 町勢振興の取組について  

 (1) ＳＤＧｓとゼロカーボンの宣言に係る具体的な取組は。 

 (2) 道路の維持管理について、景観行政団体として国・県・町道

を問わず、まちづくりの観点に景観・美観をいかした取組を進

める考えはないか。  

９ （10） 

有 川  美 子 

 

１ みどりの食料システム戦略について 

  農林水産省が令和３年５月に策定した「みどりの食料システム戦

略」について、本町の考えを問う。 
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順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

 (1) 本町の有機農業の現状について示されよ。 

 (2) 本町は、みどりの食料システム戦略をどのように捉えている

のか。 

    今後取り組む考えはないか。 

２ 高齢者の健康増進における支援者育成について 

  本町は高齢者向けサロン・ころばん体操などの高齢者の健康増進

について取り組まれる地域・団体が多くあり、一定の効果もみられ

ている。しかし、支援者側の高齢化による活動継続への不安や、担

い手不足という従来の仕組みの中で解決できていない課題が、コロ

ナ下で顕在化したことにより活動中止を考えている団体もあるよう

だ。 

  本町は、このような支援者からの不安や要望を把握しているの

か。 

  また、今後の支援者及び指導者の育成についての考えは。 

３ 通学バスの安全管理と今後について 

  １０月に求名地区から宮之城中学校への通学バスが、遅れてきた

そうだ。更に到着後には、運転手が乗降ドアの開閉ができず、通り

かかった保護者が急遽学校へ送ったというトラブルが発生した。 

  このことを踏まえて問う。  

 (1) この件について学校や教育委員会は、状況把握をしたのはい

つか。 

    また、この件をどのように受け止め対応をしたのか。 

 (2) 運転手への研修や指導内容および業務連絡等の体制は。 

 (3) 中学校並びに小学校の通学バスの運行課題を解決する体制

は。 

４ 住宅改修等費用助成について 

  令和４年３月定例会にて質問した、在宅介護における住宅改修等

の費用助成について、償還払いのほかに受領委任払いを選択できる

ように準備を進めていきたいとの回答であった。 

  進捗状況はどうか。 
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順 番 
（議席番号） 

質 問 者 
質  問  事  項  ・  要  旨 

１０ （８） 

新 改  秀 作 

 

１ 本町出身画家の周知について 

  本町出身で日展審査員や日展評議員を務め、武蔵野美術大学の講

師であった画家がおり、日本画家として有名な方であるが、地元で

の知名度は低い。 

  作品の展示等を行い、広く町民に周知する考えはないか。 

２ ふるさと文化教育について 

  本町出身者の中にも文化面で貢献した人たちがいる。 

  自分たちの町を知るうえでも、「ふるさと文化教育（仮称）」と

して学校等で取上げ、子どもたちに学びの機会を与える考えはない

か。 
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令和４年第４回さつま町議会定例会会議録 

                            （第３日）  

○開議期日    令和４年１２月６日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議場 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  新 改 幸 一 議員      ２番  平 山 俊 郎 議員 

   ３番  上 囿 一 行 議員      ４番  橋之口 富 雄 議員 

   ５番  中 村 慎 一 議員      ６番  上別府 ユ キ 議員 

   ７番  森 山   大 議員      ８番  新 改 秀 作 議員 

   ９番  平八重 光 輝 議員     １０番  有 川 美 子 議員 

  １１番  古 田 昌 也 議員     １２番  岸 良 光 廣 議員 

  １３番  上久保 澄 雄 議員     １４番  川 口 憲 男 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  宮之脇 尚 美 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  早 﨑 行 宏 君   議 事 係 長  西   浩 司 君 

 議 事 係 主 任  杉 元 大 輔 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  上 野 俊 市 君   副  町  長  高 田   真 君 

 教  育  長  原 園 修 二 君   総 務 課 長  角   茂 樹 君 

 企画政策課長  小野原 和 人 君   財 政 課 長  富 満 悦 郎 君 

 保健福祉課長  甫 立 光 治 君   高齢者支援課長  久保田 春 彦 君 

 子ども支援課長  藤 園 育 美 君   農 政 課 長  山 口 泰 徳 君 

 建 設 課 長  原 田 健 二 君   教育総務課長  大 平   誠 君 

 学校教育課長  岩 脇 勝 広 君   社会教育課長  永 江 寿 好 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 一般質問 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 おはようございます。ただいまから、令和４年第４回さつま町議会定例会第３日の会議を開き

ます。 

 本日の日程は、お手元に配布してあります議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「一般質問」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 日程第１「一般質問」を行います。 

 質問通告に従って、順番に発言を許します。 

 まず、７番、森山大議員に発言を許します。 

〔森山  大議員登壇〕 

○森山  大議員   

 おはようございます。通告に従いまして、２点ほど質問をいたします。 

 １点目は、子供を主体にした政策づくりについて。 

 政府は、来年４月にこども家庭庁を設置し、子供を主体にした政策づくりに乗り出すと言われ

ております。 

 子供をめぐる課題は、虐待や貧困、少子化などの問題が深刻化する中、当事者の声をどのよう

に吸い上げるかだと考える。 

 日本は、１９９４年の子どもの権利条約と位置づけされた。しかし、有効な対策が取られない

まま、子供を取り巻く状況は年々悪化していると言われております。２０２０年度は、不登校の

小中学生は約１９万６,０００人、２１年度は約２４万５,０００人、全国の児童相談所が対応し

た児童虐待件数は２０万５,０００人で、いずれも過去最多だったと言われております。 

 このような課題について、どのように解決していく考えか、町長にお伺いをいたします。 

 ２点目は、子供の自殺対策について。 

 鹿児島県内の多くの学校では、２学期が始まって早くも３か月が過ぎました。９月、１０月、

１１月の時期は、勉強や人間関係の悩みを背景に子供の自殺が増える傾向にあると。 

 最近は、コロナウイルス現象で多少なり変化をしていると言われております。食欲が落ちてい

ないか、口数が少なくなっていないか、家族はもちろん、地域や学校で子供たちの子細な変化を

発見し、「助けて」という心の声をキャッチすることが重要だと。 

 厚生労働省によると、２０２０年度の小中高校生の自殺は４９９名であり、コロナ禍の一斉休

校で孤立感が深まったことが一因とされている。 

 月別に見ると、８月が６５名で最も多く、９月が５５名であり、長期休業後の学校再開が精神

的な負担になっている可能性が高いが、子供の自殺問題についてどのように考えているか、教育

長にお伺いをいたします。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

〔森山  大議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 改めましておはようございます。森山大議員からの御質問にお答えいたします。 

 まず、子供を主体とした政策づくりについての御質問でございます。 

 議員が言われたとおり、子供を取り巻く課題につきましては、深刻化し、本町での相談対応件
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数も多くなっている現状でございます。 

 国では、内閣府本府、文部科学省及び厚生労働省の権限が一部移譲されまして、令和５年４月

にこども家庭庁が創設されたところであります。 

 こども家庭庁は子供に関する取組・政策を我が国社会の真ん中に据えて、これを「こどもまん

中社会」と言いますけれども、子供の視点、子育て当事者の視点に立った政策立案を基本理念と

されているようであります。 

 こども家庭庁は、子供が自立した個人として、等しく健やかに成長することのできる社会の実

現を目的として創設されているところでございます。 

 子供の健やかな成長のための支援はいろいろございますけれども、支援の中で重要なことは、

誰一人取り残さず、抜け落ちることのない支援、これであろうかと考えているところであります。

このためには、子供たちに携わる全ての機関が連携し対応していく必要がございます。 

 現在は、子ども支援課で、出産前からの支援が始まり、保育園、小中学校と教育委員会、場合

によってはさつま警察署や児童相談所等の関係機関が連携して支援する体制を取っておりますけ

れども、今後も、誰一人取り残さず、抜け落ちることのない支援を実現するために、この関係機

関も含めた連携をより充実させていきたいと考えているところでございます。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

〔教育長 原園 修二君登壇〕 

○教育長（原園 修二君）   

 次に、子供の自殺問題についてどのように考えるかという御質問であります。 

 子供の自殺については、様々な観点から考える幅広い問題でありますので、御質問の中にあり

ました長期休業後の子供の自殺という点から回答させていただきます。 

 内閣府が発表した自殺対策白書から、過去４０年の統計で見ると、小中高校生の自殺は夏休み

明けの９月１日が最も多くなっています。このほか、春休み明けやゴールデンウィークなどの連

休明けに自殺者が増える傾向になっています。 

 このような長期の休み明けは、生活環境や生活リズムが大きく変わることから、体の不調を訴

えたりプレッシャーを感じたりして、精神的な動揺が生じやすい時期であるというふうにこれま

でも言われてきました。 

 ただ、昔も新学期が始まると学校へ行きたくないという子供はおりましたが、そのことが直接

的に自殺につながる事例というのはそう多くなかったというふうに認識をしております。 

 しかし、内閣府による自殺者の数字の大きさは、今の子供たちが新学期に感じる精神的なプレ

ッシャーは、私たちの想像を超えてより深刻なものであるということを示していると思います。

大人が、自分たちの子供時代の経験を基に今の子供たちを考えることは適当ではないと言ってよ

いというふうに思います。 

 このことは、学期初めに当たって、学校の教職員が十分に再確認すべき問題であり、これまで

の慣例や経験に頼った従来どおりの指導はそのまま通用しないことが十分あり得るという認識が

必要であるいうふうに思っています。 

 教師全員がこのような認識を持って、一人一人の児童生徒に丁寧な指導を心がけることで、少

しでも自殺予防につなげることができるのではないかと考えております。 

〔教育長 原園 修二君降壇〕 

○森山  大議員   

 ただいま、先ほど町長から答弁を頂きました。そこで質問でございます。子供をめぐる課題は、

虐待や貧困、少子化など多岐にわたると言われております。省庁間の壁を越え、司令塔として政
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策形成を図るのが狙いだと言われておりますが、この省庁間のはざまで埋もれがちだった課題と

は、また具体的な取組は何なのか、町長にお尋ねをいたします。 

○町長（上野 俊市君）   

 省庁間のこのはざまで埋もれがちな課題とその取組ということでございますけども、課題につ

きましては、子供に関する省庁が今分かれていたということで、連携が取れていなかったと思っ

ているところであります。そのため、この司令塔となるこども家庭庁が今回設置されるというこ

とで、認識しているところでございます。 

 本町におきましても、以前より切れ目のない支援ということで、子供に関する業務を一体的に

行う課をつくる必要があると考えまして、平成２９年の９月に子ども支援課ということで設置し

たところでございます。その後、子育て世代の包括支援センターの役割も位置づけまして、今現

在これを進めているところでございます。 

 支援につきましては、保護者からの相談で始まる場合が多いわけでございますけれども、なか

なか相談ができない保護者もいらっしゃるということでございます。 

 そこで、健診や産後ケア、子育てサークル等に出向きまして、このような機会を通じまして、

気軽に相談ができる機会をつくっているところでございます。 

 また、訪問しての相談対応につきましても、積極的に実施しながら、相談をしてくださるのを

待つではなく、いろいろな機会をつくり、そこに我々が出向いていって、こういう困り事がない

かお伺いしながら、必要な支援につながるようにいたしているところでございます。 

○森山  大議員   

 ただいま町長が言われたように、子供の関係が分かれていたから、今回、こどもの家庭庁をつ

くったというようなことでございます。 

 次に、質問ですけれども、子育て予算は負担ではなく将来への投資だという認識が必要だと、

子供や子育て支援に目が向けられるのはありがたいと、でも、親の負担は実際にどう減るんだろ

うと、パートのお母さんは、具体的な政策や肝腎の財源が見えないと戸惑っておられました。 

 一方では、このお母さんが言われるように、財源の問題があると、際限なく予算が膨張すれば、

結果的に未来の子供にしわ寄せが行き本末転倒だと。 

 そこで、本町では限られた予算をどのような方法で子供たちに手当てすべきか、町長にお尋ね

をいたします。 

○町長（上野 俊市君）   

 私も、先日実施いたしました令和５年度の当初予算の編成方針説明会の中におきましても、職

員には未来への投資と選択と集中を掲げ、限られた財源の中で今何をなすべきかというのを真剣

に考えてもらいたいと言ったところでございます。 

 子育てにつきましては、就職したら終わりと区切りのあるものではございません。親にとって、

子供はずっと子であり、また、未来の子供たちの負担をなくすためにも、限りある財源どう効果

的に活用していくかということが重要かと思っているところでございます。 

 子育て支援につきましては、経済的な支援だけすればいいというわけではないと考えておりま

す。保護者が安心して子育てができる環境を整えていくことが、最も重要かと思っております。 

 昨日の上囿議員からの御質問にもありましたが、母親への助成ということも、一つの方法であ

ろうかと思っているところでございますけれども、やはり議員の質問の中にもありましたように、

子供の成長過程の節目節目に応じた経済的な支援、切れ目のない支援というのが必要ではなかろ

うかと考えているところでありまして、これにつきましても検討するよう指示を出しているとこ

ろでございます。 
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 今後におきましても、経済的な支援と、安心して子の出産を迎えられる相談支援など、切れ目

ない取組をしていきたいと考えているところでございます。 

○森山  大議員   

 ただいま町長から、５年度の当初予算として、子供の支援はしていると、検討をこれからして

いきたいというような答弁でございました。 

 次に、質問ですが、児童手当や育休給付の拡充、出産費無償化など手厚い内容ですが、実効性

は未知数だと、応急的な給付では根本的な解決策にはならないと、子供が育つまでの長い期間を

どう支えるのか、長期的な展望を示してほしいと求めているが、このことについて町長の考えを

お伺いいたします。 

○町長（上野 俊市君）   

 確かに国の施策につきましては、児童手当等、子育て世帯には手厚い内容となっているところ

であります。 

 長期的な展望ということでございますけれども、目まぐるしく変化していくこの社会情勢の中

で、なかなか支援の長期的展望は難しいところではございます。 

 子供が巣立つまでの長い間、保護者の悩みもその時々で様々であろうかと考えております。そ

の様々な悩みに近くで寄り添い、また、そのときに必要な支援に結びつけていくことが、我々行

政に課せられた役割だと、課題だと考えているところであります。 

 今後におきましても、子育て世代の声を聴きながら、町の宝である子供たちを大切に、保護者

とともに育てていく、支援をしていきたいと考えているところであります。 

 また、子供を安心して育てていくこと、これ、社会全体でやっぱり支えていくという取組も必

要だろうと考えているところでございます。 

 さきに述べましたように、子供の成長過程に応じたような支援というのが必要でなかろうかと、

改めて考えているところであります。 

○森山  大議員   

 ただいま町長から、回答、答弁を頂きました。山積する課題の解決には、当事者である子供の

意見が欠かせないと、不安に耳を傾け、誠実に寄り添うことが、子供たちのよりよい未来を信じ

る力につながるはずだと、応急的な手当てでは解決策にはならないと、子供が育つまでの長い期

間等をどう支えるか、財源を含めて大人たちの責任で乗り越えていっていただきたいと強く要請

をいたします。 

 １問目はこれで終わりますが、２問目に、教育長から回答を頂きました。 

 そこで質問でございますが、食欲が落ちていないか、口数が少なくなっていないか、家族はも

ちろん地域や学校で子供たちの「助けて」という心の声をキャッチしたい。そういったときに、

児童生徒がＳＯＳを出しやすくするためにはどうすればいいのか、教育長、教えていただきたい。 

○教育長（原園 修二君）   

 ＳＯＳの出し方についての御質問でございますが、即答するのは大変難しい問題であるという

ふうに思っております。 

 ＳＯＳのサインを出すこと自体が非常に難しいことでもありまして、特にあまり自己主張しな

い子供たち、児童生徒にとってはＳＯＳを出すということは、大変ハードルの高い行為であると

いうふうに思っています。 

 何とかしてＳＯＳを出させたいわけですが、出させることについては、やはりもう教師、あり

きたりな言い方になるかもしれませんが、教師のほうで年間を通して子供とのコミュニケーショ

ンをしっかり取って、そういったことを、コミュニケーションを取ることを大事にして、言い出
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しやすい雰囲気をつくると、そういうことに、雰囲気づくりに努めるということが大切だと思い

ます。学校でもそういう努力をしているところです。 

 また、大人が、勇気を出して言ってみようというふうに呼びかけるというようなことも大事な

ことでありまして、取りわけ、先ほど御指摘ありましたけれども、長期の休み明けは特に注意が

必要だということで、文部科学大臣も、ここ数年のことですけども、毎年３月と８月、春休み明

けと夏休み明けの前の時期に、全国の小中高校生及び保護者に対して、不安や悩みがあったら話

してみようと、そういうメッセージを出しております。プリントして、学校にも配布をしている

というところであります。 

 そのほか、学校では、家庭との連絡を密にするなどしておりますが、教師からの積極的な声か

けやアンケートの実施など通して、学校で児童生徒の小さな変化も見逃さないような努力をして

おりますが、こうすればＳＯＳが出せるようになりますよというような方法はなかなか見出だせ

ないというのが実際の状況であります。要はちょっとした表情やしぐさから、子供が何か不安を

抱えているな、ＳＯＳを出しているなと、そういうことをキャッチする教師の目といいますか、

それが一層重要だというふうに思います。 

 そういうことから、今この時間、この時期、瞬間でもＳＯＳを発信している児童生徒がいるの

ではないか、そういう危機感を持って、教職員全員で危機感を共有して、年間を通して地道に丁

寧に児童生徒に向き合っていく、そういった努力を積み重ねていくということがやはり大事だと

いうふうに思っております。 

○森山  大議員   

 ３月、８月に、小中高校生に話があったら欲しいと呼びかけていると、まず学校側は、丁寧に

向き合える環境を築かなければならないということでございます。判りました。 

 次に、質問をいたします。鹿児島県教育委員会は、昨年４月からスクールカウンセラーを増員

し、公立小中学校への派遣回数を大幅に増やしたということですが、鹿児島県では、スクールカ

ウンセラーは何名か、また、さつま町でスクールカウンセラーは何名なのか、またこの増員した

経緯は何なのか、お尋ねをいたします。 

○学校教育課長（岩脇 勝広君）   

 では今、スクールカウンセラーに関するお尋ねでございますけれども、スクールカウンセラー

につきましては、不登校やいじめなど、問題行動等の未然防止や早期発見・早期解決を図るため

に、国の事業としまして、平成７年度から全国の各学校に配置され始めました。 

 スクールカウンセラーの主な役割は、児童生徒や教職員に対する相談、また、各学校での校内

研修等の講師として派遣されているところでございます。 

 令和４年８月現在、鹿児島県では専門的な知識を持ちました９７名のスクールカウンセラーが、

小学校、中学校、義務教育学校及び特別支援学校も合わせまして、合計７１４校に派遣されてい

るところでございます。 

 本町には、現在、２名のスクールカウンセラーが県から派遣されておりまして、中学校のほう

に年間２３回、各小学校に年間３回から４回程度の計４８回訪問しまして、児童生徒や保護者等

からの相談対応、また教職員への指導助言、さらに家庭教育学級で保護者に対して講話等を行っ

ているところでございます。 

 スクールカウンセラーにつきましては、児童生徒への心理的な支援を行ったり、各学校のニー

ズに応じて、より柔軟に対応したりできるようにするため増員が図られたと考えているところで

ございますが、現在、児童生徒の悩みは非常に多様化してきておりまして、スクールカウンセ

ラーだけでは十分な対応ができないものと考えているところでございます。 
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 そこで、本町におきましては、不登校やいじめ、非行、児童虐待など、生徒指導上の問題等へ

対応するためのスクールソーシャルワーカー、通称ＳＳＷと申しますけれども、この方々を宮之

城中学校と盈進小学校を拠点校といたしまして、１名ずつ配置しているところでございます。 

 このスクールソーシャルワーカーの活用によりまして、児童生徒だけでなく、保護者等に対す

る支援・相談や、子ども支援課等の各関係機関をつなぐ役割を担っているところでございます。 

 また、なかなか教室に入れない児童生徒や悩みを抱える児童生徒、保護者へのカウンセリング

等を行うための教育相談員を宮之城中学校内のふれあい教室に１名配置しているところでござい

ます。本年度からは小学校においてもきめ細やかな支援を行うため、中学校に在籍するこの教育

相談員を各小学校にも年間３回派遣していることで、相談業務の充実だけではなく小中間におけ

る情報の共有化も図られつつあるところであります。 

 今後もこれらの相談支援体制を生かし、丁寧な支援に努めてまいりたいと考えているところで

ございます。 

○森山  大議員   

 ただいまスクールソーシャルワーカーのいろいろなことで答弁をいただきましたが、専門的な

知識をもとに子供の本音を引き出すことが期待されるということでございます。 

 それで、県内でのスクールカウンセラーは７１４校におき９７名で本町は２名だと。そしたら

２名で私は足らないのではないかと思いまして、今、質問をしようと思いましたけれども、この

３番目の質問にスクールカウンセラーは、学校内で子供や保護者などの心のケアや支援を行う人

で、教員とともに子供や保護者をサポートする人ですと。これだけの不登校や自殺者が出てくる

状況であれば、やはり中学校同様、小学校や高等学校にもできる限り配置することが望ましいと、

私はそういうふうに思いました。しかし、ただいま学校教育課長のお話では、不登校等に対する

関係で、スクールソーシャルワーカーを中学校と盈進小学校に１名ずつ置いておられるというこ

とは、非常に私はいいことではないかというふうに思いました。 

 ただ、本町で２名ということを言われたんですが、やはり中学校同様、小学校や高等学校にも

できるだけ配置をするということは考えておるんですけれども、こういったあと１名や２名、や

っぱりこういったソーシャルワーカー等、あるいはスクールカウンセラーという方々をもう少し

私は増やしてほしいというふうに思うんですけど、しかし、限られた予算でもあることですから

何とかできないのかということで、教育長に頑張っていいただけませんかという質問で３問目に

したんですけれども、これを通告してなかったんですけれども、この点について教育長は何かあ

りましたらお答えをいただきたいと思います。よろしいですか。 

○教育長（原園 修二君）   

 ただいま増員ということでありましたが、今、議員のほうからもありましたとおり、これは町

費で雇用しているものでありまして、やはり各学校に手厚く行けるように回数を多くしたり、あ

るいはその要請があるところに多く行ったりとか、それで言葉は悪いですけど、やりくりをして

いるというのが今の状況であります。 

 その中で、問題になるようなものについてはその都度、その都度、協議をしておりまして、委

員会でも情報が入ってきますし、そういったところで校長先生方とも話をしながら対応している

と、増やしていただくことには非常にありがたいことでもありますが、またそういったことも実

現できたらいいなあというふうに思っております。 

 本町の場合は、相談はこういったものと、それからあと特別支援教育のほうにも相談員を、指

導員を町で雇用しておりまして、これ１９名の方をお願いしているわけです。いろんな形でその

正規の通常のその教育活動の外側と言いますか、周りから支援をしていただくような体制という
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のは非常に関心を持っていただいておりますし、積極的に支援というのは町の方針でもあります

ので、それに従ってこうやっていただいているということであります。 

○森山  大議員   

 ただいま教育長が答弁をされましたように、やはりこのことは非常に大事なことですので私の

ほうとしてはしっかりと要請をしておきます。 

 次に質問ですが、２０１８年９月、２学期の始業式の日に宿題を忘れて担任から指導を受けた

鹿児島市の中学３年生が、その後、自殺をしたと。市教委が設置した第三者調査委員会は昨年

６月にまとめた最終報告書は、元担任の大声での叱責が引き金になったということですが、ここ

で指導する側としての教員の大声ではなくて、ほかに何か言葉としてなかったのか。教育長とし

ての助言は、お尋ねをいたします。 

○教育長（原園 修二君）   

 ただいま議員が触れられました、これは４年前のことなんですが、中学３年生が自殺、２学期

の始業式の日に宿題が済んでなかったということで指導を受けて、それで帰ってそのまま自殺を

したという事件でありました。私も大変、大きな関心を持ってこれ事件を見ておりまして、経緯

もずっとこう見ているところでもあります。そして、あの事件以後は、２学期が始まる前の校長

会、校長研修会、それから教頭研修会、本町のですね、必ず取り上げて指導している、そういっ

た事例でもあります。これは、宿題をしてなかったということで強く指導を受けて、取りに帰っ

てこいというようなことで指導されているんですね。家に忘れてきたというようなことを言って、

それを取りに帰って、しかしそのままもう自殺をしたということでありました。 

 こういった始業式の日に、夏休みの宿題を家に取りに帰らせると、そういった指導というもの

は、かつては多くの学校でも実際、行われてたように思います。ただ、その当時、何でもないよ

うに感じていた指導というものが痛ましい結果につながったわけで、先ほども述べましたけれど

も、かつての指導方法が今は通用しないということを肝に銘じてほしいということを伝えたいが

ために、校長研修会、教頭研修会で毎年、この事例を出して指導しているところであります。 

 調査委員会の報告書は私も読んでみましたが、この生徒は普段は非常に口数が少なくて、物静

かで、自分から自己主張する、意見を言ったりするというタイプの生徒ではなかったというふう

に書かれております。割と物静か、おとなしい感じの印象を与える子供、生徒だったと思うんで

すが、指導した担任は当然、このことを知っていたはずですので、知っていたはずだと思うんで

すね。母親も手のかからない、育てやすい子供だったというようなことを言っておられるようで

す。こういう子供に大声で叱責をしたり、何か問い詰めたりするようなそういった指導というも

のは教育的な指導とはなかなか言えないといいますか、指導の効果というのはなかなか上がらな

いだろうというふうに思います。宿題を出していなくて家に忘れてきましたというような生徒、

いるわけですけど、大概は宿題、済んでない場合が多い訳ですね。そういうことを前提にして考

えると、そういった生徒にはなぜ宿題をしてこなかったのか理由をちゃんと聞いて、今から毎日、

２学期始まるけど放課後１時間ずつ毎日残って、ちょっとずつやっていこうと、そういうような

ことで計画を子供と約束をして計画を立てさせるとか、何月何日までは絶対出せるように頑張ろ

うねというようなことで、頑張りますというようなこと、子供にも言わせたりしながら、そうい

う寄り添うようなって言いますか、カウンセリング的と言いますか、そういったような指導とい

うものが必要じゃないかなと思います。このケースの場合は宿題取りに帰らされたのは６人いた

ようです。そのうちの一人なんですね。宿題が終わってない背景は、一人一人異なっていますの

で、大切なことは子供一人一人に合った指導するということが大事だと思います。画一的な指導

というのがこのケースの場合、非常に適切ではなかったのかなと、適切なやり方ではなかったと
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いうふうに感じて、外野からですけれども、感じているところです。 

 今後こうした痛ましい事件が起こらないようにするために、校則をはじめとするような学校内

のルールの在り方の見直し、今、宮之城中学校が進めておりますけれども、児童生徒の心をしっ

かりと受け止めるとともに、一人一人が状況をしっかり見極めて、一人一人子供の状況をしっか

り見極めながら、注意深く観察をして、それに合わせた指導していくような姿勢をしっかり持つ

ということがやっぱり必要だろうというふうに思っております。 

○森山  大議員   

 ただいま教育長からいろんな答弁をいただきました。そういったものをしっかりと心に留めて、

また指導していただきたいというふうに思っているところでございます。この自殺をされたお母

さんはこう言っておられました。指導する側は相手を責めるのではなく、まずしっかり話を聞い

てほしいと。怠けている、努力が足りないなどの決めつけは子供たちを追い込んでしまうという

話をされておられました。 

 次に、質問でございます。教員がいつも忙しそうにしていれば、子供たちは相談をしにくいだ

ろうと。教員の働き方改革を一層進め、変化を察知できる環境を作る必要があると。学校に行け

ない子供の学習支援を考えるべきであると。オンラインの環境は家庭によってばらつきがあろう

と、誰でも等しく自宅で授業が受けられるように整備するにはどうすればいいのか、教育長、考

えを伺いたい。 

○教育長（原園 修二君）   

 教師が子供の小さな変化を察知できるような環境を作ると。そのためにも働き方改革が必要で

あるというようなことを、そういった議員のご指摘には大いに賛同するものであります。教師に

時間的なゆとりが生まれて、子供と顔を見合わせながら言葉を交わせるような時間を生み出すこ

と。そうしたゆとりの中で大した用事がなくてもコミュニケーションを交わせるような、そうい

ったような教師と子供の信頼関係と、そうすることでそういった信頼関係というのは築いていけ

るものだろうと思っております。やはりコミュニケーション、十分取るということが必要だと思

います。ですから、学校のほうでは意識的に、計画的にと言いますか、子供と向き合う時間を作

り出す工夫、そういったものをするよう、こういったことも学校を指導してまいりたいというふ

うに思ってます。 

 また、学校に行けない子供の学習支援についてお尋ねがありましたが、誰でも等しく自宅で授

業を受けられると、そういった環境を作るとした場合、今、タブレットは非常に有効な道具と言

いますか、というふうに考えております。御承知のとおり、昨年度、児童生徒に１人１台のタブ

レット端末を整備していただきました。今年度は教師一人一人もタブレットを整備していただい

たところであります。おかげさまで、コロナウイルスによる学級閉鎖などの期間はタブレットを

使ったリモート授業を実施することができました。 

 ただ、急に欠席した児童生徒が出ると、急に欠席をするような場合には、まだ十分に対応し切

れない場合もありますが、しかし、今後は教師が機器の操作やタブレットの指導に習熟をしてい

きますし、子供たちも自宅でのリモート授業に慣れていきますし、いろんな面ではその環境がさ

らに整備をされていくというふうに思っています。 

 また、不登校傾向の児童生徒がリモート授業を受けることができるように、現在、町の適応指

導教室、さつまルーム、文化センターにありますが、でもポケットＷｉ-Ｆｉを貸し出したり、

インターネット環境が整っていない家庭にはモバイルルーター貸し出して、それが可能になるよ

うな、そういったものを貸し出したりして、学習機会の確保というものには努めているところで

あります。 
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○森山  大議員   

 教育長から回答をいただきまして、コミュニケーションをしっかりと取って、タブレットでや

っているというようなことを今、述べられました。 

 最後の質問でございますが、自殺につながりかねない、いじめへの目配りが大事なのは言うま

でもないと。個々の経験や感覚に頼る判断は危うく、兆候を察知したら複数で検討することも必

要だと。先生にも親にも心を開けない子供はどうしたらいいか、教育長、教えていただきたい。 

○教育長（原園 修二君）   

 先生にも、親にも心を開かない子供の存在というものが、新聞・テレビ等で取り上げられるこ

とがありますが、現在、さつま町においてはそういう事例は把握していないところであります。

仮に学校でそういう事例があったとした場合は、担任の先生が一番の窓口といいますか、一番担

任の先生が接する機会が多いわけですが、学校には担任の先生のほかにも、例えば年配の先生や

若手の先生がいたり、それから親しみやすい先生がいたり、それから運動が得意な先生、歌が上

手い先生と、いろいろな個性を持った先生がいます。そういった職員がいるわけですから、その

子供の波長に合うと言いますか、そういう先生はたくさん職員がいれば必ず何人かそういった先

生がいると思います。ですから、その子供にとって話をしやすい先生って必ずいるというふうに

思っているわけでありまして、学校では担任の先生だけではなくて、できるだけそういった先生

も一緒になって、おっしゃったように複数で子供に接するように、そういったように努めている

ところであります。 

 さらに先ほど出ましたけど、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーですね、そ

れから教育相談員なども加えて、複数でチームを組んで、子供についての情報交換を通しながら

指導の在り方、対応の仕方というものなどを検討しながら進めていくということが望ましいと思

います。 

 教育委員会でも文部科学省が出している資料等を使って研修を深め、子供への声のかけ方とか

接し方など、カウンセリングの技能・技術、そういったものを教師自身が力を高められるように、

学校を指導してまいりたいと。研修を一生懸命やってほしいということで研修の質も上げるよう

に指導してまいりたいというふうに思っています。 

 それから、親にも心を開けない子供についてですが、親にも心を開けない子供については学校

が介入できることには自ずと限界があるようなふうに感じております。福祉関係の機関との連携

など図ることで、解決の糸口を見出せたらなと思っています。現在、子供を取り巻く様々な課題

を解決するために学校の教員だけではなくて学校外の関係者や専門家を含めた、例えば子ども支

援課、先ほどもありましたが子ども支援課など、町の福祉部門の職員とかや民生委員、それから

警察、それから社会福祉関係の人やお医者さん、そういったいろんな方を含めたケース会議とい

うものを組織できるようになっておりますので、事実、いろんなケースによってこのケース会議

を開催しているわけですが、このケース会議を開催するということも一つの有効な方法になるの

ではないかなというふうに思っています。 

 そのほか、寄り添いホットラインとか、いのちの電話とか、チャイルドラインといった行政の

相談窓口などもありますので、そういったものやパンフレットなどを紹介するなどして学校では

様々な手立てを取っていますが、なかなか成果につながらないという場合もあります。それでも

いつか子供が心を開いてくれるだろうと、いつか開いてくるだろうっていうことを信じながら学

校や親、関係機関が連携しながら今のところ粘り強く取り組みを進めているという状況でありま

す。教育委員会としましても、そういった学校の取り組みを今後も積極的に支援してまいりたい

というふうに考えております。 
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○森山  大議員   

 ただいま教育長から強い要請というか、結果を教えていただきました。さつま町では今のとこ

ろはこういうことがないということで、私はよかったというふうに思いますけれども、またチー

ムを作って対処していきたいということのようでございますので、それでぜひ頑張っていただき

たいというふうに思います。 

 来年、令和５年度からさつま町の合庁の一室に児童相談所が開設されるということでございま

す。非常にありがたいことで、これまでは鹿児島の中央児童相談所や川内の児童相談所に行って

いたものが、本庁で相談ができるということは大変喜ばしいことであると、私は思っております。

学校での行動や家庭環境に問題のあった中学生の事象では、連絡を受けた相談員がすぐに生徒と

面談、担任や保護者と情報交換をするということで、子や保護者にとって身近になり、児相との

連携も取りやすくなったというようなことだというふうに考えているところでございます。 

 また、不安に耳を傾け、誠実に寄り添うことが、子供たちのよりよい未来を信じる力につなが

るはずだと私は思っております。先生方も忙しい中にも優しく子供たちに接していただきたいと

思いまして、これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、森山大議員の質問を終わります。 

次は、６番、上別府ユキ議員に発言を許します。 

〔上別府 ユキ議員登壇〕 

○上別府ユキ議員   

 皆さん、こんにちは。昨日、私はこの会に出席するためにラジオをつけてきたんですけれども、

その中でアナウンサーが適切なマスクの着脱をしましょうとおっしゃいましたので、ここにスク

リーンもありますので、今日はマスクを取らせていただいて質問しようかと思います。 

 まず最初に、婦人科検診受診率の向上についてということで質問させていただきます。 

 女性特有の乳がん、子宮がんの発症数は年々増え続けています。乳がんの罹患数は２０２１年

で９万４,４００人、がんの中で最も多くなっており、今や９人に１人が乳がんになる時代です。

その死亡数も２０２１年で１万４,９０８人になっています。また、子宮がんの中で、子宮がん

と診断された患者数は１万１,０００人、その死亡数は４,０００人になっており、２０歳から

３０歳代の若い女性の罹患が多くなっています。 

 皆さんもご存じのように、子宮頸がんはワクチンが開発され、予防できるがんになりました。

乳がんも、子宮頸がんも働き盛り、子育て世代の比較的若い世代がかかるがんです。ですが、早

期発見で治るがんです。早期で発見できれば、とても高い確率で命を救うことができる病気です。

若いうちから、きちんと検査を受けていくことがとても大事です。産み育てる女性の健康を重視

し、女性特有の乳がん・子宮がんなどを早期発見するため、婦人科検診の受診率向上に向けてど

のように取り組んでおられるか、質問します。 

 その１、ワンコイン検診・節目検診・土曜日検診など、検診の機会を増やして様々な対策を図

り、３年計画で事業を進めておられるが、その手応えはどうであるか。 

 ２、令和２年、男女共同参画第５次基本計画の中で、乳がん・子宮がんなどの婦人科検診を受

診しやすい環境整備をうたっているが、さつま町役場女性職員の婦人科検診の受診状況は把握で

きているかを問います。 

 次に、２番目、学校樹木の管理についてです。 

 今年８月に曽於市立の小学校でイチョウの大木の枝が折れて落下し、校長が下敷きになり死亡

した事故を受け、学校では樹木管理の安全点検が行われたと思いますが、その結果について質問
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します。 

 １、９月から１０月にかけて、町などで行った安全対策はどのようなものか。 

 ２、１１月に樹木専門医がそれぞれの学校で診察を行ったと思うが、その結果を受け、今後行

っていく安全対策はどのような計画であるか。 

 １回目の質問を終わります。 

〔上別府ユキ議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 上別府ユキ議員からの御質問の婦人科検診受診率向上について、回答させていただきます。 

 まず、１点目のワンコイン検診などのこの手応えはどうかというような御質問でございます。 

 女性特有のがん検診につきましては、５月及び９月におきまして、待ち時間の短縮を図るため、

完全予約制による検診体制を取っているところであります。 

 また、宮之城保健センター、鶴田保健センターと薩摩農村環境改善センターを巡回いたしまし

て、７日間のうち、土曜日は２日間、日曜日は１日間実施いたしておりまして、受診しやすい環

境づくりに努めているところであります。 

 また、これまで予約なしで受診率可能な子宮頸がん検診を１１月に３日間実施しておりました

が、この機会に乳がん検診や骨粗鬆症検診を同時に受診できるように、本年度新たに追加をいた

したところでございます。 

 乳がん検診や子宮がん検診につきましては、女性にとりまして、精神的にも肉体的にも抵抗が

あると感じていらっしゃる方も多いと言われておりますので、少しでも安心して受診いただける

ように、女性スタッフによる対応を検診機関に働きかけているところであります。 

 また、検診の待ち時間に、動画やパンフレット等を御覧いただくなどしながら、丁寧な案内に

も努めているところであります。 

 また、議員の質問にもありましたとおり、これらのがん検診に限らず、これまでの肺がん・大

腸がんのワンコイン検診に加えまして、胃がんや前立腺がんにおきましても、本年度からワンコ

インの一律５００円で実施しているところであります。 

 手応えといたしましては、受診者数につきましては、令和３年度と比較しますと、子宮がん検

診は９７１名に対しまして、令和４年度は１,０１８名と４７名の増となっているところでござ

います。 

 また、乳がん検診につきましては、令和３年度が７８７名に対しまして、令和４年度が

９７９名ということで１９２名の増となったところでございます。 

 この受診者を年代別で比較しますと、これまで受診率が低かった若い年代の方々のうち、子宮

頸がん検診、乳がん検診共に４０代の方々が特に増えているところであります。主に、仕事や子

育てで忙しく、教育費等にお金がかかる年代ではなかろうかと考えているところでございます。 

 そのような女性の方々にとりまして、同時に受診できる機会にそれぞれワンコインで受診でき

ることが受診しやすい環境になり、受診率の増加につながったのではなかろうかと考えていると

ころであります。 

 これらを考えますと、乳がんと子宮頸がんのセット検診の機会の増加による効果や、ワンコイ

ンがん検診の効果は出てきているものと私は考えているところであります。 

 この受診状況の検証をしっかりと行いながら、今後の検診の在り方につきまして、引き続き検

討してまいりたいと考えているところでございます。 

 次に、２点目の町役場女性職員の受診状況の把握の件でございます。 
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 毎年、年度末に町民の皆様へ実施しております「各種健診の意向調査」におきまして、乳が

ん・子宮がん検診について回答された方のうち、約４割の方々が「他の受診機会あり」と回答さ

れているところであります。 

 そのうち、「通院中・病院で受診する」と回答された方が５０％から６０％で最も多く、次に

「職場で受ける」と回答された方が約３０％、「人間ドックで受診する」と回答された方が約

１５％となっているところであります。 

 このように、町が実施する検診以外の機会で受診された方々の受診状況につきましては、町で

把握することは難しい状況下にあります。 

 また、職員が人間ドックを受診している状況については把握はいたしておりますけれども、詳

細な受診項目を全て把握することは難しい状況下にあります。また、町が実施する検診におきま

しても、職員を区別し、受診状況を把握することは個人情報保護の観点におきましても、なかな

か難しい状況下にあるところであります。 

 しかしながら、さつま町職員の職務に専念する義務の特例という条例がございます。これに基

づきまして、検診を受けるために欠勤、遅参または早退し受診することや、人間ドックを受診す

る場合におきましてオプションを受けた場合には、市町村共済組合の助成を受けることが可能で

あることなど、職員における乳がん・子宮がんなどの婦人科検診を受診しやすい環境整備を行っ

ているところであります。 

 町の検診に限らず、それぞれの方が受診しやすい機会に受診していただくことが大切ではなか

ろうかと考えているところであります。 

 そのようなことから、町としましても、一人でも多くの方がこれをしっかりと受診していただ

けるよう検討し、受診しやすい環境づくりにさらに努めていきたいと考えているところでござい

ます。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

〔教育長 原園 修二君登壇〕 

○教育長（原園 修二君）   

 次に、学校の樹木の管理についての質問であります。 

 初めに、１点目の９月から１０月にかけて、町などで行った安全対策はどのようなものかにつ

いて、回答させていただきます。 

 ８月９日に曽於市の高岡小学校において、校庭のイチョウの大木の枝が折れて、木の下で作業

をしていた校長先生が下敷きになり死亡するという痛ましい事故が発生しました。 

 この報道を受けて、さつま町教育委員会では、同様の事故の防止と学校環境の安全確保に万全

を期すため、８月のうちに倒伏や落ちた枝等により重大な事故につながるおそれがある樹木がな

いか、学校へ点検を指示するとともに、教育委員会職員も臨時の学校訪問を実施して確認を行っ

たところであります。 

 点検の結果、危険と判断された樹木については、作業班による伐採が行われたところでありま

す。 

 次に、２点目の１１月に樹木専門医がそれぞれの学校で診察を行ったと思うが、その結果を受

け、今後行っていく安全対策はどのような計画であるかについてであります。 

 老齢化・大木化が進行し、重大な事故等の発生リスクが高い樹木については、専門家による点

検が必要であることから、１１月に樹木医による点検を全小中学校を対象に行っております。 

 点検は、樹木の病気や枯れの状況及び倒伏等の危険度判定が行われ、今月報告いただくことに

なっております。危険度が高いと判定された樹木については、伐採及び剪定作業を本年度から順
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次進めてまいります。 

 また、学校では毎月、学校安全点検を実施しておりまして、点検の結果とその対応について、

教育委員会にも報告を頂いております。 

 今後も、児童生徒が安全に安心して学校生活が送れるよう、引き続き学校と連携をしながら、

学校環境の安全確保に取り組むとともに、定期的に専門家による樹木の点検を継続して実施して

まいります。 

〔教育長 原園 修二君降壇〕 

○上別府ユキ議員   

 御答弁いただきました。全国的には「婦人科検診」の名称を使っていますが、さつま町では

「女性検診」と早い時期から改めて、未婚の女性にも主眼を置き取り組んでいるところは大変よ

いことだなあと思っているところです。 

 質問ですが、ワンコイン検診についてもう少し説明をしてほしいのですが、５００円で受けら

れる検診と理解していますが、特に女性検診は高額な費用がかかる検診なので、受診者が増えれ

ば増えるだけ予算も膨らむと思われますが、その点についてはどのようになっていますでしょう

か。 

○町長（上野 俊市君）   

 今年度から、このワンコイン検診ということで、一律５００円でこれを進めているわけでござ

います。 

 これまでがそれぞれの検診に応じて費用が違ったわけですけれども、より受診しやすいように

ということで、このワンコインで済む形で今、取組を進めているところであります。 

 必要なことは、この一定程度の費用負担はかかりますけれども、やはりこれを早期発見につな

げて医療費を抑えていくということになれば、これがまたその医療費の関係等について抑えられ

ていくということにつながりますので、それはもうしっかりとこれは確保できるんじゃなかろう

かと私は考えているところであります。 

 大事なことは、やはりこの検診結果に基づくあとのアフターケア、フォローです。ここをしっ

かりとやっぱりやっていくことで、この早期発見をしながら医療費を抑えていくと、私はこれに

つながっていくものと考えているところでありまして、この取組を始めたところであります。 

○上別府ユキ議員   

 はい、判りました。 

 それで質問ですが、令和２年度のがん検診受診率表がここにあるんですけれども、鹿児島県が

発行しております。その中で大腸がん・肺がんの受診率は県平均よりも上回っていますけれども、

胃がん・子宮がん・乳がんは県平均を下回っています。しかし、検診受診により、がんをはじめ

とした疾病の発見や治療につながっている精密検査受診率は、どれも許容値を全て達成している

というすばらしいことになっているようです。 

 だから、なおさら最初の受診率を上げることは意味があると思われますが、いかがですか、課

長。 

○保健福祉課長（甫立 光治君）   

 ただいまの御質問についてでございますが、がん検診受診率等は、先ほど議員が言われたとお

り、県平均を上回っている状況にあります。 

 私どもとしましても、先ほどから町長が申し上げますとおり、検診の機会を増やして、このよ

うにワンコイン検診等を受診していただいて、その後に出てきました結果に基づいて早期発見・

早期治療につながるような相談、あと訪問等による受診勧奨等をしていただいて、そういう形で
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少しでも医療費の抑制につながるような活動につなげていけるようにやっていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○上別府ユキ議員   

 はい、判りました。それでは、このワンコイン検診の最初の予算が足りなくて、ぜひ補正が組

めるぐらいの受診率が向上することを望みたいと思います。 

 次の質問ですが、私はいろんな女性の方にいろいろ話を聞いてみました、この受診についての。 

 「受ける時間がないから」とか「あまり自分ががんになるとは思わないから、まあ、いいかと

思っています」と、「勤務時間に受診できたらいいなあ」という意見もありました。「男性医師

だったら嫌だあ」という声も聞きました。「婦人科の定期健診をもっと気軽に受けられる制度が

あればいいのに」という意見、それから「生理休暇が当たり前に取れるようになるといいなあ」

という意見もありました。「性別に関係なく、女性特有の問題を正しく学べるところが欲しい」

という意見もありました。 

 そのような意見を聞いて思ったんですけれども、そういう意見の中で、やっぱりそういう思い

を持っている人たちの背中を一歩押せるような一言というのが大事なのかなあと思っているとこ

ろです。 

 そのような意味で、課長のほうに何か考えられるところはありますでしょうか。 

○保健福祉課長（甫立 光治君）   

 上別府ユキ議員のただいまの質問についてでございますが、生理休暇等とか気兼ねなく取れた

らいいとか、女性健診等を気軽に受けられる制度が欲しいというようなお話を聞かれて、このよ

うな質問をされているのだと思います。 

 役場の関係では生理休暇等も実際に取得される方等もいらっしゃいましたし、私自身もそうい

うのは聞かされておりますので、そういった方々はいらっしゃると思います。ただ、ほかの職場

ではそういう制度自体がないかもしれないので、なかなか言いづらい環境があるのかもしれない

とは思います。 

 また、担当された医師が男性だったら嫌だなあとかいうのは、先ほども町長の答弁の中にあり

ましたとおり、女性検診に携わる方については極力、女性を配置していただくようにお願いをし

ておりますので、そこら辺については解消されているというか、女性の方々に極力配置をしてい

ただいていると考えております。 

 また、生理休暇等とか、こういったことに関しては、性教育等も関係をしてくると思っており

まして、小学校のほうでも「いのちを育む教育」等をされておったり、また最近では「フェムテ

ック」といって、女性特有の病気に対していろいろな製品の開発とかがあると思います。そうい

ったのも含めて、町長の言う「産み育てる安心して暮らせるまちづくり」につながっていくので

はないのかなあと思っているところです。 

 以上です。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね１０時５０分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時３６分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時５０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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○議長（宮之脇尚美議員） 

  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

○上別府ユキ議員 

  婦人科検診受診率向上についての２番目の質問については、町長のほうから丁寧な答弁をして

いただきました。 

 自分の健康が第一優先なんですけれども、日々の忙しさに追われ、目の前のことをまず片付け

ていかなければならないという忙しさに追われる女性たちが、気軽な感覚で受けられる女性のヘ

ルスケアの一環として捉えることができれば、この婦人科検診というのも身近になっていくんじ

ゃないかと思うので、本当に地道な取組だとは思うんですけれども、町長も担当課長もおっしゃ

ったとおり、行く行くはこれが大きな医療費の削減につながっていくと思われます。 

 そういうのも考えまして、女性職員の検診については、ある意味、今まではオプションだから

とか、個人情報だからという部分で踏み込んでいけなかった部分もあろうかとは思いますけれど

も、科学技術の進化でいろんな意味でフェムテックというのがよく聞かれるようになりました。 

 個人の問題、個人の悩みは社会の問題と言われるような時代ですので、ぜひ職場環境改善の一

つ、また福利厚生の一環として、女性の健康課題の解決ということで、この町の女性職員の受診

率の向上に向けて、どういう状況であるかというのは把握していただけるように検討していただ

くことを要請とさせていただきたいと思います。 

 地道な取組ではあるということを言いましたけれども、今この国の制度である婦人科検診を、

現在は一般的な健康診断には位置づけていないところですけれども、ぜひ制度を、こういう国の

制度を変えていただきたい。末端から、現場の当事者からの声として積み上げていくことが大事

なんじゃないかと思うので、あえて一般質問でさせていただきました。一般健康診断の項目に加

えていただきたいという、そういう国への要請も含めて、この項目を質問させていただきました。 

 この質問については、これで終わりたいと思います。 

 次に、学校の樹木の管理についてですが、先ほど教育長のほうから、さつま町においては、こ

の事故を受けて８月からいち早く着手したという報告を受け、大変心強く感じました。 

 そこで質問ですが、巨木あるいは大きい木、大木、背の高い木、高木などの安全対策は、専門

業者の作業になると思いますが、それがどれぐらいの予算になるのか試算されたと思うんですが、

それはどのように進められるつもりでしょうか。 

○教育総務課長（大平  誠君） 

  それでは、ただいまの質問についてお答えいたします。 

 １１月に専門の樹木医にお願いをしまして、小学校８校、中学校１校、全校の樹木、大木につ

きまして調査をさせていただきました。 

 詳しい結果につきましては今月報告ということになりましたけれども、概要につきまして、速

報値として樹木医の方にお聞きをしております。 

 全小中学校で樹木の管理をしなければいけないというのが８８本ございました。そのうち樹木

の撤去というのが８本ございます。それから枯れ枝の除去、２本、枯れ枝撤去、１本という形で、

まだ概要でございますけれども、危険な３段階のランクづけで、今申し上げましたのが一番高い

３という数字の内訳になります。 

 今後、詳しい報告を頂いて、そしてまた現地調査をして、それからまた業者による見積りとい

うことで進めていきたいというふうに考えておりますので、今後そういった予算の確保なり、既

存の予算を活用して進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 
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○上別府ユキ議員 

  そのような樹木はその学校のシンボルツリーであったりとか、記念樹であったりとか、子供た

ちや地域の町民にとって心のよりどころになっていたりする樹木であったりすると思われます。

危険だからといって、すぐには手を入れることができないのではないかと思いますが、その点に

ついてはどのように進めていかれますか。 

○教育総務課長（大平  誠君） 

  学校の樹木につきましては、ほとんどがそういったシンボルツリー、卒業生の記念樹だという

ふうに理解しております。 

 そういった中で、子供たちのあるいは先生方の安全を守るという観点から、学校それから卒業

生、関係者の方々、そういった方々に丁寧に説明をさせていただきまして、やはり安全を守る観

点から撤去をする、あるいは伐採をする、あるいは剪定をする、そういったものを話をさせてい

ただいて作業に取りかかっていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○上別府ユキ議員 

  分かりました。危険の段階が違っていても、その順番に作業が進むというわけにはいかないと

いうことですね、理解しました。 

 次の質問ですが、先に報告のあった薩摩地区３小学校の再編計画案については、令和６年から

の開校で進めるという計画でしたが、それらの小学校の中にも対象樹木はあると思われますが、

令和６年から使われなくなるからあと回しにするという考えをされないとは思うんですが、ぜひ

等しく扱っていただきたいと思います。いかがお考えでしょうか。 

○教育総務課長（大平  誠君） 

  薩摩地区３小学校の永野、求名、中津川につきましても、今回、樹木医による診断をさせてい

ただいております。それをあと回しにするということはまずないと思いますので、危険度を判定

しながら、見極めながら、そういった作業を進めていくということになります。よろしくお願い

します。 

○上別府ユキ議員 

  理解しました。それでは樹木専門医の経費は幾らぐらいかかりましたか。 

○教育総務課長（大平  誠君） 

  今回初めて樹木医による診断をしていただきましたけれども１８万７,０００円の委託料とな

っております。 

 以上です。 

○上別府ユキ議員 

  その予算規模であれば、町内の子供たちの安全対策として、継続的な計画で予算計上ができる

と思われますが、今後継続した取組にされますでしょうか。 

○教育総務課長（大平  誠君） 

  教育長の答弁でもございましたけれども、継続して実施していくということになります。 

 ただ、この樹木医の方にもお聞きしましたけれども、１年おきに実施することが望ましいので

はないかということで御助言を頂いておりますので、１年おきにこういった樹木の診断をしてい

きたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○上別府ユキ議員 

  理解いたしました。 
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 我がさつま町内の小学校で起きた痛ましい事故を教訓に、二度とそういうことが起きないよう

にということで、学校安全の日というのが１０月１日に設定されています。 

 ぜひ未来を担う子供たちに、安全で安心できる教育環境をつくっていただくということも含め

まして、その子供たちを見守ってくださる教職員の方や、そこに集う地域の人々の安全、安心も

ぜひ守っていただきたいと思います。 

 最後になるかと思いますが、町内の公共施設の樹木の安全対策も十分に行っていただくことを

要請して、この質問を終わりたいと思います。 

○議長（宮之脇尚美議員） 

  以上で、上別府ユキ議員の質問を終わります。 

 次は、５番、中村慎一議員に発言を許します。 

〔中村 慎一議員登壇〕 

○中村 慎一議員 

  それでは、私もマスクを外させてください。 

 昨年、私の一般質問におきまして町長が回答された取組につきまして、再確認をしたい項目が

ございます。その項目と町勢振興のための施策について質問をさせていただきたいというふうに

思います。 

 前向きな回答を頂いた項目の中で、町長の答弁にもかかわらず、担当課のほうにおきましては、

ちぐはぐな受け答えがあったりするところもありましたので、この議場で答弁されたことについ

て、再度ただしてみたいというふうに思っております。方向づけができたのか、考え方や方針な

り定められたのか、簡潔に回答いただければというふうに思います。よろしくお願いいたします。 

 まず、昨年１２月議会での質問でございます。この町の地域公共交通における乗合タクシーの

運行につきまして、宮之城エリアで乗換えが必要になる点について、鋭意見直しを図ると回答さ

れた件がございます。 

 この運行エリアの問題ですが、町民からの問合せも多いというふうに聞きます。どのような見

直しを図られたか、お答えを頂きたいというふうに思います。 

 次に、６月議会で２０２５年問題におけるこの介護保険事業所や社協への支援、対策について

質問をいたしました。 

 専門職の確保や事業者への支援の問題、そして農福連携による地域を支える支援者への支援、

人材確保等、財政支援の問題、町長はこれに対しまして、この事業所の問題については受入体制

には懸念があるので、事業所等との意見交換をしながら進めたい。地域福祉については、高齢者

を支えるまちづくりを進めるおたすけ隊等の取組が広がるように支援する、前向きな答弁を頂い

ています。今季座談会資料にもそのような支援をするということが掲載をされていたようであり

ます。 

 同時に中山間地域における集落協定の中で、この単独加算、これにつきましても質問をいたし

ました。町長は町の単独支援としての新たな加算制度は内容を研究をしたいんだという、そうい

う答弁でございました。 

 これら介護保険事業所とか社協、集落支援の取組について方向づけができたのか、それにつき

まして進展があったのか、お答えを頂きたいというふうに思います。 

 次に、この町勢振興の一つの施策として、１０月にＳＤＧｓとカーボンニュートラルの取組に

つきまして宣言をされております。さきの６月議会で、この抽象過ぎて具体的な説明が欲しいと

いう質問をいたしましたが、町長はまだ計画は地固め中だと、しっかりとした計画で次につなぎ

たいというお答えでございました。 
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 抽象的な表現しかなされていませんので、具体的にどういう方向づけで取組をされるのか、こ

れらの概要につきましても、やっぱり町民にしっかりとお示しをされるべきだというふうに思い

ます。 

 対外的にも、この説明をしていって取組を進めていくということが大事ではないかというふう

に思うんですが、さきの子ども議会でも環境問題とかＳＤＧｓの問題等も提起をされております。

地球規模で進められている問題ですけれども、やはりこれにつきましては、協働をしてこの賛同

者と共に展開をしていくということが一番大事ではないかというふうに思っておりますが、これ

につきまして御答弁を頂きたいというふうに思います。 

 最後に、さきの子ども議会でも取り上げられておりましたが、通学路の草が伸びて歩きにくい

という質問でございました。 

 この通学路等の主要な道路の清掃管理についてですが、やはり憂慮をされている方々は多いと

いうふうに思います。さつま町は景観行政団体です。国、県道、町道を問わず、まちづくりの観

点から、この景観とか美観とか、こういったものを生かした取組を進める考えはないかお聞きを

したいというふうに思います。 

 せんだって、長島町で地域の取組を聞く機会がございました。道路を中心に２０年来、景観計

画の下に、国・県・町道関係なく、行政と一体となった取組をしているという説明でした。 

 長島のほうは年に何回か行きますが、今回は改めて道路沿線をずっと見てきましたけれども、

島内一周しましたけれども、感心するほどきれいに維持管理されています。気持ちよく帰ってま

いりました。赤土のバレイショ畑がきれいに耕運されまして、青い海に映えます。 

 さつま町は平成１８年１２月に景観団体の認定を受けておりますが、景観計画をつくるまでに

は至りませんでしたけれども、これはひとつ、まちづくりの大きな指標になるというふうに思う

んですけれども、町長の答弁をお願いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

〔中村 慎一議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君） 

  中村慎一議員のほうからの御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１点目の乗合タクシーとの運行の関係等についてでございます。 

 乗合タクシーのこの運用の当初から出前講座を通しまして、住民への利用啓発を行ってまいっ

たところでございまして、その際にも御意見や御要望など頂いているところであります。そのよ

うな経緯から、鶴田地区と薩摩地区の運行エリアの見直しを行い、また令和３年７月から宮之城

地区へ乗り入れができるエリアを拡大したところでございます。 

 しかしながら、エリアとエリアを接続する交通体系としましては、路線バス、あるいはタク

シーとの接続しかないのが現状であります。エリア間のこの接続につきましては、路線バスとの

接続、あるいはタクシーとの併用を想定した運用になっているところであります。 

 このことにつきましては、路線バスと接続時間の調整、タクシーとの併用になりますと、また

運賃など、利用者にとりましては負担となっているのが現状であります。 

 ただいま述べました利用者のこの負担軽減策としまして、自宅からお住まいのエリアを超えた

目的地まで直接乗合タクシーを走らせる方法もあろうかと思っております。仮にこの方法を運用

した場合、路線バス事業者、それからタクシー事業者の利用の減少が予想されるというようなこ

とでもあります。 

 このことは路線バス事業、それからバス、タクシー事業の経営を圧迫することにもなりかねな

いことでございまして、特にこの乗合タクシーを運行していただいております町内のタクシー事
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業者にとりましては影響が大きく、引いては、この乗合タクシーの運行にも影響与えかねないと

いうことを認識しているところであります。 

 このようなことから、当分の間は現在設定しておりますエリアと共用エリアを結ぶ運行を維持

していきたいと考えておりますけれども、平成３０年１０月に乗合タクシーの運行を開始してか

ら４年が経過しており、これまでの利用者ニーズや課題も出てきておりますことから、ちょうど

今年度は新たな地域公共交通計画の策定に向けて準備も進めておりますので、よりよい運行の構

築に向け検討していきたいと考えているところであります。 

 その中には、住民等によります自家用有償旅客運送、これなどについても可能性を含めて検討

しているところでございます。 

 次に、２点目の２０２５年問題の関係でございます。 

 このことにつきましても、昨年の６月議会で御質問いただいております。 

 現在、第８期介護保険事業計画の中で、介護サービス事業者との協議、連絡会等を開催して、

事業者の課題を把握して支援策を検討していくとの回答をいたしたところでございます。 

 これを受けまして、介護保険事業所の経営者と職員に対し、令和３年９月に居宅介護支援事業

所と訪問介護事業所へのアンケート調査を実施した上で、１１月に事業所のサービス提供責任者

からの意見聴取も行ったところでございます。 

 その中で出された問題点としては、介護人材不足についての御意見が多く、具体的な事例とし

て、訪問介護事業所にて訪問介護型サービスを行う際、ごみ出しや掃除等の生活援助に関する業

務が多いために身体介護業務への対応が不足しているというようなことでございました。 

 これらの対応といたしまして、ごみ出しや掃除等の生活援助については、シルバー人材セン

ターや社会福祉協議会の支え合いネットワーク事業等の利用や、そのほか民間事業所の活用等に

ついて提案を行ったところでございます。 

 そのほか地域住民による支え合い活動での対応が考えられるところでございますけれども、こ

れらの支え合い活動については、現在実施しております町政座談会におきましても、３つの地域

から意見が出されているところであります。 

 社会福祉協議会に委託している生活体制整備事業により、地域のボランティアグループの立ち

上げ支援について、連携、強化を図りながら推進していくことといたしているところであります。 

 介護保険事業への支援につきましては、他の自治体におきまして、人員確保の他の処遇改善策

として、資格取得等の支援、初任者研修、実務者研修、介護福祉等々の介護支援専門員等の資格

取得の支援と、それから、介護業界への新規就労者への支援、就職報奨金などが行われている例

がございます。 

 町内の事業所においてどのような対策が必要なのか、事業所等とも連携を取りながら協議を進

めていきたいと思っているところであります。 

 町の社会福祉協議会につきましては、地域福祉を推進する上で、町の中核的団体として位置づ

け、地域福祉の向上のため、高齢者、障がい者の支援が必要な方に対する各種のサービス提供や

相談活動事業を実施しており、町としてもこの運営補助を行っているところであります。 

 今後、事業実施状況、人員の配置の適正化も含めまして、それに見合った補助となっているか

精査しながら、しっかりとここについては支援を行ってまいりたいと考えているところでありま

す。 

 ３番目の中山間地域の受ける農福連携の御質問でございます。 

 これにつきましても、昨年の６月議会で出されているところでございまして、この件につきま

しては、どのような形で町が関わっていけるか今後研究していきたいと、議員がおっしゃられた
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とおりに回答いたしたところでございます。 

 本町におけるこの中山間地域等直接支払制度につきましては、令和２年度より第５期の対策が

始まり、９３の集落協定が締結されているところであります。この中で、中山間地域の活性化に

向けた取組を進めているところであります。 

 また、第５期のこの対策から新たな加算として３つの加算制度が制定されました。その中の

１つに、農福連携やサロン活動、高齢者の見回り、送迎、買い物支援等、地域の自治機能を強化

する活動に対し、協定農用地１０アール当たり３,０００円の加算が受けられるということで、

この集落機能強化加算がメニューとして加えられたところであります。これはもう議員も御存じ

のとおりでございます。 

 ただし、この交付された加算金につきましては、活動の目標達成に向けた活動のみしか使えず、

また、協定農用地面積に３,０００円を乗じた交付金全てをその活動に使用する必要があるとい

うようなことから、協定農用地の面積が広い集落協定においては、交付金を全額利用することが

非常に難しいというようなことで、取り組みづらい加算制度になっているところでございます。 

 このようなことから、この加算金の一部を利用する制度に変更できないかということで、今、

県や国に対しまして、この部分をお願いを、要望いたしているところであります。 

 また、通常の交付金の中におきましても、共同の取組活動において、集落の合意があればこの

ような農福連携等の活動にも交付金を活用することができますので、まず、この現行制度の中で

どういう使い方ができるかというのも御検討をいただきながら、各集落の特色を生かした取組を

進めていただきたいと考えているところでございます。 

 次に、町政振興の取組のＳＤＧｓとゼロカーボンの宣言の関係でございます。 

 先ほど議員からもございましたが、９月に町の独自の宣言ということで２つの宣言を行ったと

ころであります。ＳＤＧｓにつきましては、５つの推進項目を掲げ、誰一人取り残さない持続可

能な地域社会の実現と希望輝くまちの未来に向けて取組を推進することといたしているところで

あります。 

 また、カーボンニュートラルにおきましては、７つの推進施策を掲げ、２０５０年までに二酸

化炭素排出実質ゼロを目指すことを目標に、町民の方々や事業者、団体、行政が連携した取組を

推進することといたしているところであります。 

 ＳＤＧｓの具体的な取組としましては、まず、町民の皆様や事業者の皆様にＳＤＧｓの理解と

行動を促すというようなことから、出前講座や勉強会などを通じた周知啓発に努め、地域、学校、

事業所等と連携して取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、ＳＤＧｓに積極的に取り組む事業所等を登録いたしまして、その取組の見える化を行い、

情報発信等に取り組む鹿児島県ＳＤＧｓ登録制度を積極的に推進し、事業所等のさらなる取組を

促進するとともに、自発的な取組を町内に広げていくことにつなげていきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 カーボンニュートラルの具体的な取組としましては、適切な森林整備や森林資源の循環利用の

推進による二酸化炭素吸収源の確保、再生可能エネルギーの地産地消の確率、未利用スペースを

利用した太陽光発電設備導入促進などに加えまして、町内における電気自動車等の普及の促進に

向け、電気自動車及び充電設備の購入補助を含め、今、検討を進めているところでございます。 

 最後に、町政振興の２番目でございます。道路の維持と景観、美観の関係でございます。 

 町内には国道が３路線、延長が７１キロ、それから、県道が１４路線、延長が９キロ、主要地

方道が２路線、延長７３キロ、また、町道が１,１９９路線、延長が８０１キロということでご

ざいまして、非常に多くの道路が存在しておるところであります。非常に維持管理についても、
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なかなか要望等に応えられていないというのが現実のところであります。 

 議員御質問の景観行政団体として、景観、美観を生かした道路維持の取組ということでござい

ますけれども、各地域におきましても、地域づくりの活性化計画によりまして、それぞれの地域

の景観に関する、資する取組も進められてきているところであります。道路管理者としましても、

道路の維持管理を行う上では、地域と行政の協働による取組が不可欠であり、その点では、景観

づくりと共通する部分があるのかと認識いたしておるところであります。 

 現在、町道、河川については災害復旧等が進む中、各地域からも様々な御要望をいただきなが

ら対応している状況でございますけれども、地域づくりの一環でもある町道や河川の維持管理に

つきましては、本町としましても、道路及び河川愛護作業補助として、地域活動の支援を行いな

がら今後も協働による維持管理に努めてまいりたいと考えているところであります。 

 また、昨今、国県道、町道を問わず、道路沿いの草木の繁茂している状況、さらにはごみのポ

イ捨てが非常に多くなっている現状等もあります。ここら辺も踏まえまして、まず、身近な場所

から景観、美観に取り組む必要があろうかと考えているところであります。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○中村 慎一議員   

 非常にたくさんの項目につきまして、早口で回答をいただきまして、ちょっとメモを取りづら

かった面もありますが、乗合タクシーの運行エリアの問題につきまして、再度お尋ねをしたいと

いうふうに思います。 

 新しい計画を作るんだということでございますが、これからそういう取組をするという話であ

ります。ただ、昨今、この高齢者の自動車運転事故というのが後を絶たないということでありま

す。 

 過疎高齢化が進む私たちのまちで、公共交通網が縮小をして、周辺地域では病院の診療とか、

それから、生活に移動手段というのは欠かせないということでありまして、高齢者の車の運転と

いうのは日常のことになっています。昨年は、質問の中で高齢者の免許保有、運転等の実態とい

うことにつきまして質問をしましたけれども、状況は分かっていないといったようなことであり

ます。これにつきまして、交通施策の担当のほうで、私たちのまちの高齢者の運転の実態、免許

証の保有者の人数とか、高齢になりながら車の運転をせざるを得ない人たちが何人ぐらいいらっ

しゃるのか、そういう実態、これを調べていらっしゃるのか。そこら辺について、ちょっとお尋

ねをしたいと思います。 

○高齢者支援課長（久保田春彦君）   

 ただいま御質問ありました高齢者の状況でございます。 

 昨年度、中村議員からの御質問を受けまして、例年４月から６月に実施しておりますさつま町

の高齢者の状況ということで、高齢者の生活状況につきまして、民生委員等を通じまして調査を

させていただいているところでございます。 

 今年度、令和４年度の調査におきまして、免許証保有の実態を調べようということで、免許証

がないことで生活の困っている方という項目を設けましたけれども、新たな項目をつけ加えた内

容の説明もしましたけれども、地区によっては、このアンケート結果に全く数値が反映されてい

ないところもございまして、免許証なしの方の数値というのが１,４００人ほど上がっているん

ですけども、実際は、これぐらいの数値ではないと思われるところでございまして、この内容で

の調査が正確な数値を表していないという状況になっております。 

 この内容につきましては、再度調査をして、実態を把握してまいりたいと思います。 

○中村 慎一議員   
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 今、交通施策の担当のほうは分かっていらっしゃるかというふうに質問をしたんですが、高齢

者支援課のほうで御答弁をいただきました。 

 この高齢者実態調査というのは毎年されますので、民生委員の皆さん方が調査をされます。た

だ、こういう交通施策をする中で、実態が分からなければ施策は取れないというふうに思います

ので、交通施策のほうで、こういった調査等を高齢者支援課等と連携しながら、やっぱり押さえ

るべきじゃないかというふうに思っております。それにつきましては、今回の計画づくりの中に

ぜひ反映をさせていただきたいというふうに思います。 

 乗合タクシーにつきましては、一旦、宮之城まで乗ってきてリセットをされて、そして、引き

続きそのタクシーに乗って、タクシーの賃走をして目的地に行かれるといったような実態がある

ようであります。ですので、事業者とされては、乗合タクシーを運行する中で、運行経費が赤字

になるんだといったようなことであれば、そういう部分につきまして、ある程度、町費で支援を

しながら、しっかりとエリアをまたいで運行できるよな、そういう制度をつくれないかというふ

うに思うんです。 

 介護のほうで、介護支援タクシーで支援の方々が利用できるようにしたのは、介護タクシーを

運行される事業者のほうに車両とか、運行に係る費用を、ある程度、助成をしているんです。で

すから、ある程度、支援の方々が利用できると、非常に便利な制度になってきているんです。そ

ういった部分等は、事業者とやっぱり協議をされながら、事業者が赤字を被って事業が破綻する

といったようなことは、ぜひやめなければいけないというふうに思いますので、そういった意味

では、こういう交通事業者というのは、しっかりとあとあとまで残ってもらうような、そういう

取組をぜひ進めていただきたいというふうに思います。 

 高齢者の皆さん方の地域にお住いの方々は、医療機関とか、生活必需品の購入とか、外出を楽

しむとか、高齢者の方々にとって住みやすいまちなのかということをしっかりと押さえていただ

きたい。そしてまた、そういう交通機関を使われる高齢者の方々は、車の運転に不安があって車

の運転をやめようと思ったり、どうしようかというふうに、そういう不安に思っていらっしゃる

方々なんです。そういった方々に手を差し伸べるといったような、そういう取組をぜひやってい

ただきたいというふうに思います。 

 これにつきましては、これで終わりたいというふうに思いますが。 

 次に、介護保険事業所の問題でございますが、社協が今年８月いっぱいで居宅介護支援事業所

を廃止をされております。ケアマネ事業所です。それと、もう一つ、ヘルパー事業所、訪問介護

をされていらっしゃるところが１１月末で廃業をされました。これに対しては、町内のほかの

サービス事業所のほうがカバーをされたり、それから、町外の事業所がいいですよということで

参入をしてきていただいて、何とか地域の在宅介護に必要なヘルパーの確保というのができてい

る状況です。 

 何でこういったことになるかと言いますのは、やはり高齢化が進んで周辺地域に点在する皆さ

ん方のところに周りきれないということです。経費がかかって費用がかさむという問題。それと、

あとは事業者、介護職員を確保できないと。昨年、１年前から募集をかけていたけれども応募が

なかったと。これは事業所を廃止せざるを得ないといったようなことで廃止をされたということ

であります。 

 在宅介護の２０２５年問題というふうに言いますけれども、在宅の介護が必要な方々がサービ

スを受けられないとどうなるかということです。家族もいない、どうなるかといったようなこと

です。 

 専門事業所が入れない、地域の支え合いとか、ボランティアを育成しますとおっしゃいますが、
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実際、そういう身体介護とか、生活介護という部分は、なかなか皆さん手を出しづらい部分、

ハードルが高い部分がございます。そこをどういうふうにしてそういう人材を育成をしていくか

というのが、このまちの喫緊の大きな課題だというふうに私は理解をしているんですけれども、

この介護保険サービス、民間事業者がされていらっしゃるんですが、これは、法律の中で介護保

険事業という公の会計の中でする公共サービスなんです。その公共サービスをしっかりと実施で

きないといったような結果になってきているような感じがするんですけども、これについて、町

長、何かありますでしょうか。 

○町長（上野 俊市君）   

 この介護保険事業をめぐる人材の不足、これが、今、一番大きな課題であろうかと思っており

ます。これを確保するために、様々な資格取得の関係や処遇改善というようなことも進めている

わけですけども、中村議員がおっしゃるように非常にここが進んでいかない。これはもうさつま

町だけの問題でなくて、近隣の事業所においてもしかりだろうと思っているところであります。 

 この公共サービスを委託をして、お願いしてやっていただいているということでもありますし、

ここについて、どういうふうな形で町が関わっていけば、よりよい事業所の改善、ここあたりの

人材確保等につながっていくのが、非常にいろいろと検討もしますけれども、なかなか効果的な

対策ができない部分であります。 

 これについては、また、先ほどありましたように、この事業所等との連携を深めまして、どう

いうものが本当に必要であると求められているのかも調査しながら、的確にここのポイントで支

援をしていければと思っているところであります。そのようなことで御理解いただきたいと思い

ます。 

○中村 慎一議員   

 そういう取組をぜひしていただきたいというふうに思います。 

 やっぱり、基本は現場回りだというふうに思うんです。担当者におかれても、やっぱり現場の

声を聞きながら対策を講じる必要があるというふうに思います。やっぱり顔を覚えてもらって、

名前を覚えてもらってという、それから始まるんじゃないかというふうに思います。 

 この職員の確保とか、後継者問題、費用も合わせまして、この問題は幾ら検討をしても介護保

険事業の中では対応ができません。私の経験から言って、この問題は保険事業の問題じゃなくて、

このまちの全体の問題です。そこを切り替えて取組をすすめないことには始まらない。 

 ちょっといろいろ話を私も聞く中で、事業者の賃金単価の問題とか、それから、介護の従事者

の育成の問題、それがちょっと昔と変わってきているという部分もございます。これまで育成を

されてきた機関が、病院があるんですけれども、なかなか全体的に、町全体を賄えるような育成

というのが、ちょっとできていないというようなこともあります。やっぱりそれは費用の問題等

もあると思うんです。そういう部分は、一般会計で支援をしていかないといけないというふうに

思います。それがないと、この問題は打開できないというふうに思います。 

 社会福祉協議会に年間相当な金額を投入されていらっしゃいます。運営補助であれ、事業支援

であれ、委託事業であれ、相当金額が入っておりますので、それと同じように、このまちの福祉、

介護、そういったものを高齢化率の高いこの町でしっかりと担っていくという、そういう気持ち

で取組を進めていただきたいなというふうに思っております。これについて何か町長のほうで御

答弁がありますか。 

○町長（上野 俊市君）   

 議員のほうからいろいろと御示唆を頂きました。これについては、しっかりとまた受け止めて

対応していきたいと思います。 
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○中村 慎一議員   

 それでは、大変ありがたい御答弁を頂きました。気持ちが高ぶってきておりますけれども。 

 次に、この集落支援に係る問題です。単独加算のことをちょっと御説明しましたが、町長から

もこの集落協定のこの第５期の集落加算の問題。これが、反当３,０００円ということですから、

特に５０町歩ぐらいあれば、三五、十五で年間１５０万円を使えるんですよという話なんだけど、

これ集落支援だけに使いなさいと、それを全部使い切りなさいという話で、もうそこ３０万円、

４０万円ありゃ足りるのに、その１５０万円もちゃ戻さんにゃいかんなよと、いけんするのとい

う話ですね。 

 ですから、これについては、要請をしているんだという話なんですが。国がいつ動くかといっ

たようなことですね。 

 この集落でこういう生活支援等をされているところは、まだ白男川と紫尾と。そして、永野が

ちょっとこう支援が始まりました。ただ、生活支援というのは、ある程度半分ぐらいで、あとは

この間の人材、人を紹介するぐらいだといったような話であります。 

 中津川もありますけど、これはもう町道だけだといったような話なんです。なかなかこれが広

がらないんですね。それと、その集落協定のあるところはいいんだけれども、ないところは、そ

れはもう単独でといったような話になりますから、個人でという話が始まらないんですね。そこ

らを何とかできませんかという話なんですね。 

 この地域福祉を私が言いますのは、この地域の皆さん方が、よくなれば、私は町にやっぱり活

力が生まれるんじゃないかなというふうに思うからなんです。 

 地域が活動的になると、全体に相乗効果があるんじゃないかという、そういう希望を持って話

をしているんですが。 

 実際、地域を回ってきますと、疲弊しているところが結構たくさんあります。そこらを何とか

打開できないかなというふうに思いますが、町長はどうお考えですかね。 

○町長（上野 俊市君）   

 この集落支援の関係等については、この中山間の話もちょっとさせていただきました。議員の

おっしゃるとおり、非常に加算金はあるものの非常に使いにくい制度となっているのは現実であ

ります。ですから、ここについて今現在、県を通じて国にも要望しているということであります。 

 回答の中で、まずここらあたりの、この通常の交付金の中で対応できる部分もありますけれど

も、なかなかそこあたりの周知と、その取組に至るまでの経過といいますか、プロセス等がなか

なか、もう面倒くさいというのも恐らくあろうかと思っているところであります。 

 またこの今白男川のお助け隊を含め町内に４、５つ、そういうボランティアグループという、

有償ボランティアグループも含めまして、そういうのがありますけれども、ここに対して運営の

一部なりとも支援できないかということも今検討するよう指示もいたしているところであります。 

 どのような形であれができるかどうか判りませんけれども、そのような形で少しでもその活動

が進みますように取組が増えるような町としての支援というのはしていきたいと思っているとこ

ろであります。 

 まずは、そういうこともしながら、またこの中山間の国県等の補助等も使いやすいような形で

できるように、これは改めて、また私もいろんなところでまた要望もしていきたいし、また、こ

れも町村会等を通じながら、一体となってやっぱりこれは進めていきたいと思っております。 

○中村 慎一議員   

 ぜひ、そういう取組を進めていただきたいというふうに期待を申し上げたいと思います。 

 次に、この今年このＳＤＧｓ、ゼロカーボン、この大きな柱を町長が掲げられて宣言をされま
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した。 

 これはやっぱり大事なことだというふうに思います。もう今、全国、もう世界がこういうふう

に動いてきていますので、ぜひそうあるべきだと。ただ、これにつきましては、そのまちづくり

を進める町内の皆さん方が、事業所も含めて、その気持ちを一つにして、一体感を持って進める

というのが一番肝要かなというふうに思いますので、これにつきましては、今後、期待をしたい

というふうに思います。 

 それと、もう一つは、今度、今期この総務厚生のこの所管事務調査で行ったところの調査の内

容でありますが、昨日も出ましたけれども、この林業の６次化を進めて、これが成功していると、

そういう地域があります。町が、村がありまして、その話を聞かされまして、目からうろこじゃ

ないんですが、すごいなあと。これは、やっぱりゼロカーボンのほうも絡めて、やっぱり物すご

い取組を進めているなというふうに思います。 

 森林の問題が、相当、昨日も議論をされましたけれども、これから先は、やっぱりこの私たち

の町も、この部分は一番大事になっていく部分じゃないかなというふうに思いますので、そうい

う先進事例等をぜひ参照にされて、取組を進めていっていただきたいなというふうに思うところ

です。これにつきましては、こういうことでご期待申し上げたいというふうに思います。 

 最後に、この道路の維持管理についてでございます。 

 さきの子ども議会で、この通学路の清掃管理の問題、先ほど言いましたが、まあそういう質問

が出されました。これは、私は単純にその小学生の方が、草が伸びて歩きにくい通学路だと。こ

れは誰に言やいいんだろうかなという、そういう純粋な疑問からの質問。 

 そういう質問に対しまして、町長も教育長も、これはもう町道じゃないからできないんだとい

う、そういう御答弁をされていらっしゃいます。そこはもうやむを得んかなと思うんですが、た

だ子供さんにしてみれば、どういう気持ちになられたかちょっと判りませんが、私たちから見れ

ば、この子供さんたちが卒業をして、この町に帰ってきて、そして、また家族をつくって、町政

の発展に寄与してもらえる大事なキーパーソン、大事な人材だというふうに思うんですけれども。 

 この先ほどの子ども議会の中、何かこう大人の大きな壁があったんじゃないかなと、そういう

のを感じられたんじゃないかなというふうに思うんですね、制度のはざまで。どうしても、でけ

んよということだったんですね。 

 いや、そうじゃないんじゃないのというふうに思うんですね。長島のお話をしましたけれども、

あそこは国道がずっと通っていまして、そして、主要地方道も県道もあります。そして、町道が

あるんですね。 

 どこがきれいかちゅうと、国道とか県道がきれいに整備されているんですね。草がきれいにと

られて、これはもうきれいだなと。 

 そしてまた、景観がいいですね。やっぱ赤いバレイショ畑、畑をきれいに打ってあります。非

常にこの景観がよくて、気持ちがよくて、すごいなと。ここやったら、美しい島づくりになって

いるなという話なんですね。 

 長島町は、そういうふうに景観行政団体として、そういうプロジェクトをつくられて、２０年

来、進められてきたという話であります。 

 私たちの町も、かつてこの自転車の競技があったり、駅伝もずっと走っていたんですが、今回、

駅伝の関係で、町道をきれいにされたんだけど、それに隣接する県道はそのままでしたね。町道

だけきれいにして、あとはそのままでした。 

 地域も、じゃそんなら、県道を草をとってくれとか、そういったような話もなかったようで、

公民会長もちょっとそういったところまでは管理がいかないということもありました。 



- 98 - 

 やっぱりこれは、ひとつ大きな旗を掲げて、そのＳＤＧｓとかゼロカーボンとか、宣言はされ

ているんだけど、その中に、やっぱりそのさつま町としての一つの方向づけ、そういったものを

組み込めないのかなというふうに思います。 

 景観行政団体というのは、合併当初、ほとんどどこの自治体も、鹿児島県内ほとんどそういう

取組をされました。４３市町村、全部がそういう団体になっているようであります。 

 この景観計画やら、いろんな形でプロジェクトとか、できるんでしょうけれども、国とか県と

か、協議をしながら、折り合いをつけながら、やっぱり進められる計画ですので、ぜひ、そうい

うのを取り組みながら、子供さんたちが、草ぼうぼうで歩けないと、歩きにくいといったような

ことがないような、そういう取組ちゅうのが必要じゃないかなというふうに思いますけれども、

どうでしょう、町長。 

○町長（上野 俊市君）   

 さきの１日議員の関係等について、そういう質問が出されまして、できないと言ったあれはな

いんですけれども、国県道、国だったら県がしていただくということでということで、お答えを

したんですけれども、危険な箇所については、それを問わずやるということでお答えしたつもり

でございます。 

 この道路の関係等につきまして、特にですけれども、昨日も質問がいろいろと出ております。

維持、管理に相当やっぱり広いエリアでございますし、本当になかなか思うようにいかないとい

うのが現状でございまして、特に、町道よりも国県道のほうがかえって、草木がもう茂っている

というような状況でありまして、長島を例に出されましたけれども、長島の国道については、道

路の維持管理の事務移管を受けられて、あそこは町全体が、町を挙げてそういう取組もされてお

ります。非常にすばらしい取組かと思っております。 

 なかなかこれは、そっくりそのまま我が町でできるかというのはなかなか今難しい現状でもあ

りますし、非常に交通量が多いところでもございますので難しいわけですけれども、ここについ

ては昨日もありましたように、今、作業班の体制整備を図りながら進めていきたいと、こう思っ

ております。 

 ＳＤＧｓのこの取組でも、環境の関係等についても、しっかりとここあたりもまた具体的な取

組とシェアして、うたい込んでいきながら、今後、そういう取組もしていきたいと思っておりま

す。 

 これは、もう行政だけではできることではございません。先ほど議員がおっしゃいましたよう

に、町民挙げて取り組んでいく必要があろうかと思っておりますので、ここを煮詰めて、しっか

りと進めていきたいと思います。 

○中村 慎一議員   

 ぜひそういう取組をしていただきたいというふうに思います。 

 最後に、このさつま町の文化、かつて文化の町という標榜をしていた頃もあったと思いますが、

このこういう取組が生活の中に根付いて、受け継がれていくようなそういう新しい町の文化とし

て、美しい自然に満ち満ちた地域づくりを進めるということと、さつま町のこれからのやっぱり

ファンを増やしていく。そして、地域づくりに生かして、移住定住に生かしてという、そういう

取組にやっぱりつなげていく必要があると。景観からの観点というのは、やっぱり大事だと思い

ますので、これをぜひやっていただきたいというふうに思います。 

 そして、一番最初でも申し上げましたけれども、本日のこのやり取りの中でまた私だけでなく

て、ほかの議員さん方とのやり取りの中で、その担当のほうが、どうもちぐはぐだと。町長の言

っていることがうまく伝わっていないといったような部分なんかも感じますので、この議会で議
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論をして、方向づけをするというところにつきましては、やっぱりその地方自治の原点だという

ふうに思います。議会で出されたことは、そのとこ大事に真摯に受け止めていくといったような、

そういういう姿勢を、やっぱり持っていただきたいなというのが、最近つくづく感じますので、

そこらのその体制のとり方というのをしっかりとやっていただきたいなと。そういったのを含め

て、町政の執行に努めていただきたいというふうに思います。終わります。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、中村慎一議員の質問は終わります。 

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね午後１時５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１１時５０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後 １時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次は、１０番、有川美子議員に発言を許します。 

〔有川 美子議員登壇〕 

○有川 美子議員   

 皆様、お疲れさまです。 

 私、議員番号１０番、有川美子。昨年度、議員とならせていただいてから７回目の一般質問で

ございます。 

 先日、ちょっと違う話なんですが、出水市の知人から、こういう連絡が入りました。 

 「鳥インフルエンザの発生で多くの小さな野鳥、ナベヅルがその命を終えているんだ。大変悲

しい光景なんです」と連絡をいただきました。 

 本当に拡大が止まることを願いつつ、そして本町で、さつま町にこの鳥インフルエンザの感染

が来ないように今交代で２４時間の交代制で働いてくださっている皆様がいることを本当に感謝

申し上げて、私は私の議員としての立場でしっかりと町民の皆様とこの我が町のために働いてま

いります。 

 それでは質問に参ります。 

 今回は大きく４つの項目を質問いたします。 

 大項目１、みどりの食料システム戦略について。 

 農林水産省が令和３年５月に策定した、みどりの食料システム戦略について、本町の考えを

２つに分けてお聞きします。 

 （１）本町の有機農業の現状についてお示しください。 

 （２）本町は、みどりの食料システム戦略をどのように捉えていますか。また、今後取り組む

考えはないでしょうか。 

 大項目２、高齢者の健康増進における支援者育成について。 

 本町は高齢者向けサロン・ころばん体操などの高齢者の健康増進について取り組まれる地域・

団体が多くあり、一定の効果も見られています。しかし、支援者側の高齢化による活動継続への

不安や、担い手不足という従来の仕組みの中で解決できていない課題がコロナ下で顕在化したこ

とにより活動中止を考えている団体もあるようです。 

 本町は、このような支援者からの不安や要望を把握しているのでしょうか。また、今後の支援
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者及び指導者の育成についての考えをお聞かせください。 

 大項目３、通学バスの安全管理と今後について。 

 本年１０月とある朝、求名地区から宮之城中学校へ向かう通学バスが遅れて来たそうです。さ

らに、到着後には、運転手がバスの乗降、乗り降りをするドアを開閉ができず、通りかかった保

護者が急遽学校へ生徒を送り届けたというトラブルが発生しました。 

 このことを踏まえてお聞きします。 

 （１）この件について、学校や教育委員会は、状況把握をしたのはいつなのか。また、この件

をどのように受け止め対応をしたのでしょうか。 

 （２）運転手への研修や指導内容及び業務連絡等の体制はどうなっていますか。 

 （３）中学校並びに小学校の通学バスの運行課題を解決する体制はどうでしょうか。 

 最後に、大項目４、住宅改修等費用助成について。 

 私が令和４年３月定例会について質問いたしました、在宅介護における住宅改修等の費用助成

について、償還払いのほかに受領委任払いを選択できるように準備を進めていきたいと町長が回

答されました。進捗状況をお聞かせください。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

〔有川 美子議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 それでは、有川美子議員からの御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１点目の本町の有機農業の現状についてでございます。 

 有機農業につきましては、化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組

換え技術を利用しないことを基本としながら、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低

減した農業生産の方法を用いて行われる農業と定義されているところであります。 

 また、日本型直接支払制度の中の一つに、有機農業等の環境に優しい農業に取り組む農業者グ

ループに対しまして、交付金の支払われる制度としまして環境保全型農業直接支払制度がござい

ます。 

 町内では、さつま町環境保全型農業者グループの６名がこの交付金事業に取り組んでおられ、

取組面積は令和３年度末実績で２３.５ヘクタール、２８２万円の交付金を活用して環境保全型

農業に取り組んでおられるところでございます。 

 内訳としましては、お茶農家が３名、野菜農家が２名、水稲農家が１名となっております。 

 また、この農業者グループには所属しておりませんけれども、有機ＪＡＳ認証を取得している

農家は４名いらっしゃいまして、合計すると約２５ヘクタールほどで有機農業に取り組んでいる

現状でございます。これは、本町の耕地面積の約０.８％に当たる面積となっております。 

 ２点目の、本町は、みどりの食料システム戦略をどのように捉えているかということで、今後

の取組を考えないかという御質問でございます。 

 この戦略につきましては、環境保全と矛盾することなく農業経済を活性化するためのビジョン

でございまして、農林水産業の生産性の向上と持続性の両立を実現するための支援策と捉えてい

るところであります。 

 ２０５０年までに達成する目標として、化学農薬の使用量５０％の低減や化学肥料の使用量

３０％の低減、耕地面積に占める有機農業の取組面積を２５％に拡大するなどの大きな目標が立

てられているところであります。 

 また、農業を取り巻く環境は厳しく、高齢化、それから肥料価格の高騰、異常気象など、多く
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の問題もあります。そこで、このように持続可能な農業のための施策は必要不可欠であるという

ことも理解しているところであります。 

 しかしながら、一方で、有機農業に取り組むに当たりましては、土づくりのために２年から

３年以上前から化学肥料や化学農薬を使用することができないことなど、また、雑草対策など非

常に多くの手間や労力がかかることから、敬遠される農家の方が多いことも現実問題としてある

ようでございます。 

 今後におきましては、肥料高騰等を踏まえ、堆肥などの有機質肥料の施肥や減農薬栽培などを

手始めに、国の施策に歩調を合わせながら環境に優しい農業に取り組む農家へ、環境保全型農業

直接支払制度への加入促進や栽培技術の指導などの農家支援に取り組んでまいりたいと考えてい

るところであります。 

 次に、２点目の高齢者サロン、それから、ころばん体操の関係でございます。 

 高齢者サロンにつきましては、住民主体の運営によりまして、町内１１３か所において、ころ

ばん体操、これは４４か所でございますけれども、そのほかレクリエーション活動、交流等を実

施され、高齢者の方々の身近な場所で、心身機能の維持・向上や交流を図っていただいていると

ころであります。 

 御質問の不安や要望につきましては、現在、サロン代表へのアンケートを実施しているところ

であり、その結果について、まだ出ていないところではございますけれども、保健福祉課が実施

しました、ころばん体操の代表者へのアンケートの結果によりますと、有川議員から御質問のあ

りましたように、「支援者の高齢化等による担い手の不足」のほかに、「参加者の不足」、「参

加者の減少による運営費の不足」など問題点が上げられているところであります。 

 これらの要因としまして、参加者の高齢化や新型コロナウイルス感染拡大による影響があると

思われるところでありまして、コロナ感染予防対策は現在も行われているところではございます

けれども、高齢化による参加者の減少については、隣接する団体との集約や区単位など広く地域

単位で「通いの場」を運営することなども検討しているところであります。 

 また、支援者、指導者の育成につきましては、専門的知識を有する保健師や、外部の機関から

の指導者による研修等について研究してまいりたいと考えているところでございます。 

 ４番目の住宅改修等費用助成についてでございます。 

 令和３年度介護保険事務調査によりますと、県内では、住宅改修で２４市町村５５.８％にな

ります。福祉用具購入費で１７市町村３７.２％がこの受領委任払い方式を採用しておりまして、

住宅改修及び福祉用具購入費ともに採用している市町村につきましては１７市町村という状況で

あります。 

 本町におきましては、住宅改修と福祉用具購入費の両方で受領委任払い方式の導入を検討して

おりまして、令和５年４月からの実施に向け、今現在、準備を進めているところでございます。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

〔教育長 原園 修二君登壇〕 

○教育長（原園 修二君）   

 次に、大項目３、通学バスの安全管理と今後についての質問でありますが、初めに１点目のこ

の件について、学校や教育委員会は状況把握をしたのはいつか。また、この件をどのように受け

止め対応をしたのかについて、回答させていただきます。 

 町教育委員会では、本年１０月から新たにバス１台をリースし、児童生徒の通学バスとして利

用しております。 

 新しい車両であることから、走行に支障がないか事前に運転手に確認をいただきましたが、ド
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アの開閉について、操作に不慣れなこともあり開閉できず、安全装置が働いて、エンジンがスト

ップしてしまい運行ができなかったということで、生徒・保護者・学校の皆様へ御迷惑をおかけ

したところであります。 

 状況の把握については、トラブル発生後、運転手から教育委員会へ連絡が入り、教育委員会か

ら学校へ即座に報告をいたしました。 

 併せて、他のバスを向かわせるよう手配したところでしたが、バス停で待っていた生徒の保護

者に町職員がおり、状況を見て、他の保護者１名にも協力をお願いし、中学校へ送迎していただ

いたところであります。 

 このようなことはあってはならないことで、事前の点検・準備確認や、緊急時の連絡体制等に

ついて、教育委員会・運転手・学校で、緊急時の連携について再度確認を行ったところでありま

す。 

 次に、２点目の運転手への研修や指導内容及び業務連絡等の体制についてであります。 

 運転手はシルバー人材センターへ委託を行っておりますが、毎年、町・シルバー人材セン

ター・運転手で、交通事故防止や交通安全の徹底について意見交換会を行うとともに、町でも運

転手を対象とした研修会を随時実施しておりまして、安全運転や緊急時の対応について指導を行

っております。 

 最後に、３点目の中学校並びに小学校の通学バスの運行課題を解決する体制についてですが、

交通事情等によりバスが遅れることはあるかもしれませんが、予定時間を大幅に過ぎてバスが来

ない場合、生徒の皆さんは相当な不安に駆られるというふうに思います。そのような場合は、ま

ず学校に連絡を入れていただくことが必要となりますが、電話がなくて連絡ができないことも想

定されますので、有効な連絡方法については今後引き続き検討してまいりたいというふうに思い

ます。 

 通学バスの運行については、中学校開校当初から様々な御意見や御要望等もあり、改善できる

ものついては改善に努めてきているところであります。 

 例えば、通学バス路線は、開校当初から民間路線４路線と町の公共交通機関７路線の計１１路

線で運行されておりましたが、新型コロナウイルス感染防止対策としては、バス車内の密接・密

集を避けるために、令和２年９月から、町公用バスを１台、本年からさらに１台増便していると

ころであります。 

 ほかにも、宮之城屋地市街地バス停の停車場所と安全対策のため、令和２年度からバス停発車

時刻の軽微な変更を行うとともに、交通整理員をシルバー人材センターに委託し、バス停周辺に

配置をしております。 

 また、本年度からは、宮之城屋地市街地の交通渋滞を少しでも緩和するため、町公用バス２台

は下校便に限り中学校へ乗入れを行っております。 

 教育委員会といたしましては、通学バスのスクールバス化や交通事故防止のための検討、通学

バスの小型化による中学校への乗入れなど、関係課や公共交通事業所との協議を重ねているとこ

ろであります。 

 今後におきましても、これまでの経緯や状況を踏まえ、各関係機関・団体との検討、協議を行

いながら、民間路線バス活用の在り方や町公共交通バスの在り方を含む総合的な見直しや、ス

クールバスへの転換など、学校、保護者からの要望や宮之城市街地交通事情の改善に向けて、安

全で安心して児童生徒が登下校できる環境づくりに努めてまいりたいと考えております。 

 発言中、大変失礼いたしました。 

〔教育長 原園 修二君降壇〕 
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○有川 美子議員   

 乾燥していますね。ちょっとね。私もちょっと喉があれなんですが。 

 今、御答弁いただいた、まずは最初のみどりの食料システム戦略について、これについては皆

さん耳にされたことはあると思うんですが、去年ですね、令和３年度、農林水産省がこういった

国としての国策ですね、農業についての。しかも有機農業というところだけではないんですが、

これもＳＤＧｓですとか、持続可能なまちづくりと一緒で、農業もそういった生産だけでなく、

最後の販売とか、そういったことまで、ずっと、あと消費ですね、それもぐるっと転換していこ

うというような取組であります。 

 また、この有機農業というのは、この取組がぽっと出て、こんな声もありますよね、「こんな

のもう机上の空論だ」と「できません」という方もいらっしゃいます。けれども、私があえて今

回このように一般質問に上げてきたのは、それを言っては、高い目標だからできませんと言って

は何にも始まらないんじゃないですかというふうに私は思っています。 

 先ほど町長の答弁の中で、本町でも有機農業に取り組んでいらっしゃる団体、個人がいらっし

ゃるということがお示しいただきました。ということは、私たちゼロからのスタートではないと

いうことではないでしょうか。 

 そして、この有機農業のほうでも課題があるとおっしゃっていました。高齢化であるとか、あ

と、特に土づくりに２年から３年かかるそうですね。あと雑草対策。慣行農業と違ってと言って

いいのでしょうか、手間がかかるというのは本当に私も聞いている話ですし、実際に畑などにも

行ってあります。 

 ですが、これはですね、やはり、している団体だけでなく、若い方の新規就農者も、あるデー

タでは２割３割が有機農業をしたいと言っているというデータもあるので、一つの取りかかりと

して、どうだろうかと思っています。 

 この有機農業の現状について、あと課題を聞こうと思ったんですが、課題もおっしゃってくだ

さったので、１番目の質問を終えて、②の質問に移りますが、簡単に申し上げますと、このみど

りの食料システム交付金ですよね、これは手挙げ方式と言っていいでしょうか。はい、私の町は

いたします。私の市はいたしますと手を挙げたところがこの交付金というものと携わるというか、

していきます。 

 これは２０２５年までに農林水産省が全国で１００か所モデル地域をつくりたいんだと言って

いるんです。全国で１００か所。そして、これは既に今年度から、南さつま市、お隣り湧水町、

南種子町、徳之島町、この４市町は取り組んでいらっしゃいます。 

 私が把握しているのは、この４市町ですが、そのほかにも、例えば、町のほうで取組が始まる

よとか、始まっているところがあるというような情報をいただいているものでしょうか、知って

いたら教えてください。 

○農政課長（山口 泰徳君）   

 モデル市町村の質問であると思っております。 

 さつま町のほうでは、先ほど言いましたとおり環境保全型の直接支払制度のほうに取り組んで

おりまして、モデル市町村までは、まだ取り組んでいないところでございまして、今議員さんが

発言をされた市町村のほかには、把握をしていないところでございます。 

○有川 美子議員   

 承知いたしました。ほかには、まだ把握されていないということです。 

 これ、なぜ聞いたかというと、昨年度、これが策定された時点で、多くの自治体で、私、あと

になって知ったんですが、議員の方からとか、いろんな中で質問が上がったりとか、検討してい
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るところがあるというふうに聞いておりますので、あえてお伺いをいたしました。ということは、

本町では、まだ検討はしていないということでよろしいんでしょうか。 

 環境保全型の交付金事業があるというのも存じ上げておりますけれども、先ほど申し上げたみ

たいに、これ手挙げ方式で、そして私が言うまでもなく、これから２０年、３０年後の農業を、

本町の農業を考える上で大切な転換期になると私自身は思いますので、いま一度、考えていただ

きたいんですが、既に、この有機農業者の方、本町の、意見を聞いたり意向を聞いたり検討会な

どはされているでしょうか。 

○農政課長（山口 泰徳君）   

 環境保全型農業に取り組んでいらっしゃる農家の方のお声をお聞きしますと、例えば、国によ

って非常に農薬の残留基準が厳しい国等がございまして、お茶の農家さん等につきましては、ド

イツのほうへ輸出もされているということで、非常にオーガニック農産物ということで、世界的

に見ますと非常に取引が、引き合いが強いというふうになっております。そういうことで、手間

もかかりますけれども、やればやるほど、やっぱり、価格のほうでも反映できるということで考

えておりますので、今後も取り組んでいかれる農家については、そういう技術的な支援等をさせ

ていただきたいというふうに考えているところでございます。 

○有川 美子議員   

 今後取り組まれていく農家の皆さんには技術的な支援をということですが、今回は、すみませ

ん。まず、あえて取り組まないのかというのが、一番の私の訴えであります。皆様のほうに申し

上げないと、これも今、１００自治体の手挙げ方式の中で５０、今年はもう４自治体でしょうか、

５５ですね、既にもう手を去年から挙げて取り組まれています。 

 もう残りが少ないということで、できる限りいろいろな事業に取り組む予定があられるとは思

いますが、これ今後のＳＤＧｓであったり、農業の危機的な状況の一つ対策、対応していく新た

な事業というところで検討をしていただくことを強く要請をいたします。 

 そして、第２項目へ移らせていただきます。 

 ２項目めは、高齢者の健康増進における支援者の育成というところをポイントとしてお伺いを

しております。 

 先ほど、町長が保健福祉課のアンケート結果、教えていただきました。コロナ禍で高齢者の参

加者が不足をしているとか、それに伴って運営費の不足、そういった悩み、不安というものを町

のほうが把握はしているということでよろしいかと思います。 

 それに対して、集約していく区単位でとか広くサロンをするとか、いろんなことを検討をされ

ているということであると思います。ただ、１点、ちょっとこの外部講師、講師の部分で保健師

の研修をとか、外部へのというような発言があられたんですが、健康増進であるとか、介護予防

であるとかというこういうキーワードを出すと、必ず保健師の方であるとか専門家というところ

のお話が出てくるんです。その人たちが外部で検証をして、それを本町に持ち帰ってとかという

ふうに、これはそれですばらしいことだけれども、マンパワーには限度があると私は思うんです。

限界が。 

 なので、その方たちが学ぶのはもちろんお願いをしたいところだけれども、今、私がサロンの

皆様が困っている、今現場で困っているので、そこのところをきめ細やかに指導をしていける人

を要請をしないかというところの、私の提案であります。 

 既に、担当課の高齢者支援課のほうには、私ども総務厚生常任委員会が１１月に所管事務調査

で参りました兵庫県養父市の健康増進についての取組の資料はお渡しをしております。フレイル

予防というものに取り組まれておりまして、ここが時間があまりあれなので長くは話しませんが、
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笑いと健康を届けるということで、お届けたいというものを女性の皆様だけではありませんが、

一般の素人の方をシルバー人材センターの福祉事業と組み合わせて、そういう健康のためのお伝

えしていく体操とか、食事のこととかを自分たちが学んで、その方たちが専門家じゃなく要請を

された人として、指導者として巡回をしていく予防の教室のようなことをしています。 

 この取組が大変すばらしかったので、既に提案を町長にもということでお願いをしていますが、

現在、私たちこのサロン活動とかを担当、高齢者支援課のほうではどうなんでしょう、このまま

の状況でしていっていいのか、どういうふうにしていけばいいのかって課題と方向性というのを、

どのように思っていらっしゃるのか、町長にまずはお伺いいたします。 

○町長（上野 俊市君）   

 今、有川議員のほうからおっしゃられた兵庫県の養父市のことも、私も報告を受けているとこ

ろでございます。早速、シルバー人材センターの事務局長にもこの内容も紹介し、こちらのほう

でもこのような対応ができないかどうか、担当課のほうで聞いておりますけれども、今の段階で

はちょっとシルバー人材センターのほうでは今は難しいという回答があったようでございます。 

 いずれにしましても、やはり今までのやり方では今後もやっぱり維持していくというのは、維

持できないところが出てくると。現実に出てきておりますので、やはりある程度変えていかない

と、このままで維持できないのかなというのは、私も認識しているところであります。 

 そのようなことから、本当にありましたようにどうしたら一番いいのかというのを、やはり現

場に入って現場の声を聞きながらいいほうに転換を図っていく必要があると、私は考えていると

ころがあります。 

○有川 美子議員   

 早速、すみません。存じ上げませんでした。シルバー人材センターの皆様のほうにお聞きくだ

さったということなんですが、これ今細かい説明は避けていますが、大変仕組みはすばらしいん

です。なぜかというとシルバーセンターも会員が増える、ウィン、町のほうも健康増進というこ

とで、保健師の皆様のマンパワーを補完する形で市民の方が出て行って、巡回してくださる。も

う町のためにもいいわけですね。 

 そして、それを体操を受ける町民の方、御高齢者の方だけではないんですが、フレイル予防で

すね、年を、失礼しました。年齢を重ねていく中で知らず知らずに筋力が落ちてくる、だんだん

私のもう年代では１０％とかどんどん落ちていく年代です。それを気づかないうちに落ちていく

筋力が、そのままにしておくと健康づくりをする前にしていなければ、早く介護とか、例えば人

の手を借りないといけない状況になってくる。それを先送りしましょうというような形ですので、

ウィン・ウィン・ウィン三方よしの、この仕組みをそのまま本町とは思ってません。それは無理

です。だけれども、本町がこの仕組みを聞いて、何か取り入れられるものはないかというふうに

転換ができればと思って提案をいたしました。 

 私たちはさつま町ですので、さつま町の町民の皆様の健康づくり、これ若い方も一緒ですね。

そして私、５０歳なので５０代、その前後の方も上の方も今元気だけれども年々体力が落ちてい

く、健康寿命を少しでも伸ばそうというような活動ですので、これは行く行くは先ほど中村議員

も介護のお話ししていらっしゃいましたが、介護を受ける要支援とか要介護を、受ける方を少し

でも減らすだけでなく、受ける年齢を少し１年でも２年でも遅らせる。８０歳で要支援になるの

を８１歳にできないか、８２歳にできないか、そういった小さな積み上げの活動の根っこの部分

になりますので、どうぞ今後も私も提案をしながら、先例の事例だけでなく、さつま町の現場で

どう落とすか研究を、調査をしてまいりますので、どうか御協力をいただければというふうに考

えております。 
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 最後に、この中の質問で実際に私がサロンサロンって申し上げましたが、私の記憶では平成

２９年度ぐらいに１２０を超えていたと思います。数字で現実として、現在は今このサロン幾つ

であるでしょうか。数字をお示しください。 

○高齢者支援課長（久保田春彦君）   

 現在のサロンの数ということでございますが、令和３年度の末における数につきましては、サ

ロンにつきましては町が行うサロンと社会福祉協議会が行うサロンがございます。 

 町サロンとしては４５団体、社協サロンとしては６８団体ということで、１１３団体が今現在、

活動を行っているところでございます。 

○有川 美子議員   

 現在１１３の団体ということですね。それでは、若干ではありますが減っているということで

ありますね。これはやはり支援者側の高齢化もありますが、先ほど町長の答弁の中にも出てまい

りました、やっぱりコロナ禍での高齢者の参加が減ったということが、実はとっても大きいんで

す。 

 なぜかというと、支援をする方も御高齢、やはり６０代が一番若いぐらい、私が知っている中

ではですね。大体６５歳以上の、御自分の高齢に差しかかっているんだけれども、みんなで健康

づくりしていきましょうという雰囲気が大きいので、このコロナ禍で参加者、支援者側のやはり

気持ちが、簡単な表現でいいますと落ちてしまっているというところが現実であります。これは

全てではありません。 

 もうこのサロンがどれだけ自分たちにとっての居場所なのか、地域の大きな大きな御高齢だけ

じゃなく一人暮らしの方とかの、皆さんの心のよりどころなのかというふうに判っていらっしゃ

るので、続けていきたいという思いが皆さんございますので、どうかどうか先ほど町長がいい言

葉をおっしゃってくださいました。現場のほうをよく知っていただいて、大きな取組に最終的に

なるかもしれませんが、きめ細やかに、せっかくこれだけのサロンを立ち上げたさつま町ですの

で、これ私、鹿児島市内で言ったらすごく驚かれたんです。３年ほど前です。 

 すごいですねって、さつま町は本当に健康づくりよくやってらっしゃるんですねって、褒めて

いただいたものですので、どうぞ持続できますように、今後ともおっしゃっていただいた今まで

のやり方ではなくて、変えていかなくてはならないというところを形にしていただきますように

要望をいたします。 

 そして、この質問を終えまして、三つ目の質問へと移ってまいります。 

 通学バスの安全管理と今後についてということで質問をしておりますが、求名地区で１０月、

とある朝というふうに申し上げました。日にちも判っているんですが、そこまで言わなくてもと

思いまして言っておりません。 

 なぜかというと、この求名地区だけの話ではなくて、やはり中学校が統合しましてバスで通う

子供たちが増えた、路線も増えているというところに、やはり来なかったということがあります。

遅れてきたはあります。これは絶対あることなんです。特に、公共の交通のバスを使ってると遅

れてきたというのはあるんですが、来なかったということも実際あるんですよね。これはもう把

握してらっしゃることだと思います。 

 保護者の方から大変怒りではなくて、大変不安だということでこの声いただいたんです。なぜ

かというと、この求名で遅れた中に自分のお子さんがいらっしゃった。滅多に何か弱音じゃない

けれども、困ったんだとかそういったことは話されないお子さんなんですが、大変不安だった。

怖かったということを、すぐ学校が終わってお母さんのほうに伝えてきたということです。こん

なことは本当になくて、その生徒さんがなぜ怖かったのかっていうと、遅れてきたももちろん、
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これ１５分ぐらいは遅れてきたようでありますね。でも、そのドアを開けることができなかった。

安全装置が働いてということでしたが、この間がやはりとっても長かったそうです。 

 開いてからもやはり安全装置が働いて、手でドアをこじ開けたっておっしゃっていましたが、

安全装置働いて動けないということは、運転手さんが悪いといってるんじゃないですよ。焦って

いる気持ちはよく判ります。でも、その大人が自分の体、命を運んでくれるであろう安全である

バスを運転してる人が、がちゃがちゃがちゃがちゃやっぱりこう操作ができない、どこかに電話

をして聞いている。それでも開かないという状況って、もう想像するだけでその不安が大きくな

っていくさまは判ると思います。 

 まず、状況を把握したというところは判りましたが、一つなぜ遅れてきたのか、ここのところ

は判りますか。まずバスが遅れてきました。そこのところを教えてください。 

○教育総務課長（大平  誠君）   

 １０月にそういったバスの遅れが発生したということでありますけれども、リースバスを

１０月から新しいものに変えまして、実際運行は９月からだったんですけれども、正式な新しい

リースバスが届きまして、初めてその運転手さんがそのバスを運転するというような状況にあっ

たところでございますけれども、遅れてきた理由につきましては、そのドアの開閉についてちょ

っと戸惑ったということになります。 

 通常は、普通であればボタンを１回押せば開く、あるいは閉じるというような状況にあるのが

多いんですけれども、押し続けないと閉まらない、あるいは押し続けないと開かないというよう

なバスの仕組みになっておりまして、その辺が戸惑って遅れたというふうに理解しております。 

 以上です。 

○有川 美子議員   

 そういう仕組みということですね。よく判りました。判りやすく御説明をいただきました。 

 ということは、その時点で運転手の方はどちらかに、先ほどの回答でも運転手の方がまずは教

育委員会に電話をしてきたんだというふうになっていました。そして、学校へ連絡がいったとい

う、この連絡に関しては特に申し上げることはありませんけれども、やはりもう言うまでもあり

ません。 

 研修はなさっているわけですよね、走行車両をするのに問題はないと確認はしたんだけれども、

こんなふうにはおっしゃっていませんね、私の言葉ですよ。うっかりバスのドアの開け閉めをす

る操作のところまでは、うっかりなんでしょうか、確認ができていなかったということですね。

これは、私が言った言葉なのであれなんですが、ただうっかりでは困るということが今回はっき

り判りました。事故はなかったけれども、大きな不安につながったので、その点はお伝えをして

おきたいと思います。 

 このことを受け止めていろんな対応をされているんですが、一つこんな声がありました。中学

生を２台乗せて、遅刻させちゃならんといって送ってくださった方、本当にありがたいことでし

た。でも、そのあと保護者の方から教頭先生に口頭で言ったとか、こういうことがあったんです

よってバスのことを言ったんだけれども、保護者には教育委員会からも学校からもどこからも電

話がなかった、連絡がなかったんですって、どうしてなんでしょう。どうしてなんでしょうか。 

○教育長（原園 修二君）   

 ただいま御指摘がありました。これはもうこちらのほうからおわびをいたしたい。また、お礼

とおわびときちんとすべきことであったというふうに思います。 

○有川 美子議員   

 よろしくお願いをいたします。やはり中学生１３、１４、１５歳、多感な時期に、例えば朝寝
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坊して遅刻しそうになっても、近くに中学校があれば自転車で行けたかもしれない。でも、どう

してもバスに乗らないといけない子供たちが、さつま町にはいますので、その子供たちが安心、

不安を与えることがないように、ただそういうことが私たち人間なのであるかもしれない、じゃ

あどうしておこうか、このことをきっかけに見直しをしていただきたいと思います。 

 では、１番を終えまして、（２）番の、ちょっと重複、同じようなことでありますが、運転手

への研修や指導内容及び業務連絡等の体制はというふうに、どうなっていますかって、ちょっと

聞いて、一部は聞いているんですが、運転手の方がシルバー人材センターの方もですが、１か月

いろんな行事がありますよね。 

 中学校ってテスト期間があったりとか、土曜日の授業があるとかいろんなことがあって、すご

くダイヤっていうんでしょうか、難しくなっていると思うんですが、そのたびにこの運転手の方

にはやはり連絡といいますか、変更とかをお伝えを毎月されていると思うんですが、どういうよ

うな組み立て方といいますか、どこがそういうシフトといっていいんでしょうかね、運転手さん

のシフトを組んでいて、運転手の方にそういう変更とかというのを伝えたりとか、例えば運転手

の方が急病で、風邪で今日は来れませんとか、そういったのはどこが受付をされるんでしょうか。 

○教育総務課長（大平  誠君）   

 町のバスのシフトというところでございますけれども、１２月あるいは１か月先のこのシフト

につきましては、今町の公用バスが５台おります。この全ての公用バスにつきまして、例えば月

の手前の１０日前には１か月分のシフトを全て組みます。こちらのほうは教育総務課のほうで組

まさせていただいております。 

 当然、通学優先バス、この町公用バスを２台使用しておりますので、そういった形で主体性を

持って取り組んでいたさせていただいておりますが、その通学以外に途中、朝と夕方以外にまた

さらにいろんな研修でありますとか、高齢者の大学でありますとか、そういうものがあります。

そして、学校の校外授業という形でいろんな企業訪問したり、いろんな社会科見学を行ったりと

いうようなところがありますので、その辺も非常に１か月にたくさんあるわけですけれども、そ

のような調整を教育総務課のほうでしておりますというところであります。 

○有川 美子議員   

 教育総務課のほうでなさっているということで、本当に私も見せていただいたこともあります

し、中学校のホームページにも全ての路線が出ていますので、何回も確認したんですが、本当に

大変なダイヤを組むことであります。 

 公用バスの５台分も大変御苦労がいろいろあられることかとお察しいたしますけれども、やは

り研修そして指導内容、業務連絡という体制のほうをこれからしっかりと見直しをする部分はし

ていただきたいと思っております。 

 ですので、この２番に関連をいたしまして、３番の質問へと移ります。 

 中学校並びに小学校の通学バスの運行課題を解決する体制はどうなっているのかというふうに、

あえて小学校を入れさせていただきました。それはもちろん、盈進小学校であるとか、流水小学

校は今、失礼いたしました。柏原小学校は来年の１月には引越しとは聞いておりますが、この流

水小学校へ一時的に移ったということで、また、そこもバスを使っていますので、小学生という

のも、やはり私どもの中では大変不安な材料であります。 

 この運行課題、例えば土曜日に、中学生でいきます、土曜日、中学生が、これまであったこと

です、帰ろうと思ったらバスが来なかったってことがあったそうです。一度ではないと聞いてい

ます。もう回数は置いておきます。土曜日って、役場はやっていませんよね。教育委員会もいま

せん。もちろん私たちもなんです。 
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 そうすると、どうするんですかって聞きました、保護者の方と生徒さんと。そうすると、まず

学校は、学校も早く帰りなさいじゃないけど、用がなければ帰るので、バス停のほうに下りてし

まえば、先生に伝えることもできないので、土曜日、本当に困るということがあったそうです。 

 こういう課題に対しては、どのような対応がされているのか、教育委員会のほうで判ればお示

しください。 

○教育総務課長（大平  誠君）   

 土曜日の運行につきましても、基本的には、保護者の予約をもって土曜日の運行を事業者が受

け付けて車を走らせるというのが基本でございますけれども、そういう連絡のミスでありますと

か、そういうことで、車が、バスが来なかったという事案もあったということも私も聞いており

ます。 

 その対応につきましては、事業所とともにいろいろと話し合いを進めているところですけれど

も、例えば、タブレットを使用した事前予約のやり方でありますとか、そちらのほうを中心に、

今２年間かけて、長期休業中におきましてはそういった取組をしておりますので、通常の学校の

時間におきましても、期間におきましても、そういったやり方ができればというふうに考えてお

ります。 

○有川 美子議員   

 私がタブレットの話を出そうと思ったら、先に言われてしまいましたが、そうなんですよね、

今、実証実験というか、なさっております。 

 今後、どうなんでしょう、先ほど、教育長も別の議員の回答の、タブレットのお話が出ました

けれども、ぜひ、このタブレットも決してお安いものではなく、一台一台しっかりと、生徒・児

童の皆様の授業のこともですけれども、いろんなことで活用ができるように、できるところを、

特に、こういう問題といいますか課題が出たときに利用ができれば本当にいいことだなと思いま

す。夏休み、あれですよね、「ハイ乗ります！」というやつですよね、新聞にも載りました。大

変こういうのは、こういう言い方はあれですが、我がまち、正直田舎ですから、私は、田舎ほど

いろんなＡＩ、テクノロジー、いろんなものを使って、デジタルを使って、よりよく、便利だけ

じゃなくてトラブルが、こういった課題が解決できるようにしていくべしと考えておりますので、

ぜひ、そちらも御検討を要請をいたします。 

 それでは、最後に、このバスというもの、私自身は、鹿児島市の家から直線で１５０メートル

ぐらいに中学校がありました。遅刻なんてありませんよ。８時に出ても２分で着きますから。で

も、さつま町は、本当に鹿児島県内の中でも、広い広い校区になりました。これもどうしてか、

合併したことがどうかということではなくて、私たちは宮之城中学校に行く生徒、そして、今か

ら、今もですが、小学生でバスを今、使っている児童、そして、これからは使っていく、もし統

廃合ということがまたありましたら、合併がありましたら、また、さらにバスの台数も、使う児

童も増えますので、そこに、どうぞどうぞ体制を、保護者の皆様の声が学校にも教育委員会にも

届くような体制づくりというのをしていただきたいというのが最後の私の要請なんですが、いか

がでしょうか。保護者の声を吸い上げて一緒に語り合うような、そういう協議会というのは検討

できないでしょうか。 

○教育総務課長（大平  誠君）   

 保護者の声あるいは学校の先生たちの声、そういうものを聞いて、教育委員会としても一緒に

進めていくということでありますけれども、今現在、さつま町の３小学校におきまして、再編の

話はしております。まさに、学校とＰＴＡと教育委員会が一緒になって、同じテーマについて真

剣に議論を重ねているところでありますので、そういったものを引き続き、全ての学校において
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できるように取り組んでいきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○有川 美子議員   

 そうですね、本当に真摯に語り合っていくというのは、もう本当に、それはそのとおりでござ

います。とにかく、本当に、私ども、さつま町の子供たちの安全を守って、保護者の皆様がバス

でも安心して通ってくるよということを、私たちは、保障と言うとあれでしょうが、そういうふ

うに思っていただけるような仕組みづくり、体制というのを整えなければなりません。これは、

私どもの、大人もですし、町政側も責任であると思います。 

 一つだけ、最後に申し上げたいことがあります。 

 保護者の皆さんは、何でしてくれないんだ、学校はどうなっているんだ、教育委員会はどうな

のかというふうに、最初はすごくおっしゃるんですけれども、私は、全体的なお話も、簡単です

がさせていただいております。交通政策のことですね。我がまちは高齢者の、出ました、ほかの

議員の話でも、運転免許を返納したりとか、運転しない方がどうやって移動をするのか、タク

シーの乗合タクシーであるとか、いろんなことがあります。バスの話、いろんなことがあって、

とにかく交通というのは、私どものまちの、我がまちのまた一つの大きな課題ですので、ここの

ところも保護者の皆様にもお話を私はするようにしています。ですので、どうか交通政策の部分

も、担当課のほうも、町長、副町長も合わせて、教育委員会とじっくりと協議をしていただいて、

本当に、早く確実に子供たちの安全を、安心してバスを運行をということを進めていただきたい、

それを要請をいたします。 

 さて、最後になりました。４番目に質問をいたしました住宅改修等の費用助成についてという

ことで、先ほど町長のほうからは、私が、令和４年、今年の３月、前年度なんですが、定例会で

質問したときに、仕組みをつくっていただけないかということで申し上げましたら、先ほど、令

和５年、来年度からの実施に向けて準備を進めているという回答を頂きました。本当にありがた

く思います。 

 何も予算だけ、これにはいろいろかかることはあると思いますが、何も予算を必ず助成をして

ください、補助金を出してくださいとかいうことだけじゃなくて、大変、役場の職員の皆様、御

担当の方にはお仕事を増やすかもしれませんけれども、仕組みを変えることで、将来自分にも、

自分が年を重ねて老いたときにも役に立つ、そういった仕組みづくりができるのではないか、そ

の一つではないかと思っています。 

 そして、この制度は、実は旧鶴田町にはあったというふうに、あとで私のほうはお伺いをして

おります。 

 ぜひ、御高齢の方が、例えば２０万円としても、すぐさま、あとで返ってくるって思っても、

やはり大きなお金を高齢になってから準備するのは難しいので、そうではなくて、もう補助を頂

けるのであれば、その分を差し引いて、業者のほうへ御高齢の方は工事代をお支払いになって、

業者の方は町のほうからその補助金を町から直接振り込んでいただくというような仕組みづくり

であります。 

 ただ一点、最後にお伺いします。 

 これ、今まで合併してからしていない仕組みですから、少し何か課題というか懸念されるよう

なこと、何かありましたら教えてください。 

○高齢者支援課長（久保田春彦君）   

 今、議員からお話がありましたように、この受領委任払いの大きな違いというのは、これまで

被保険者が負担をしてきた１０割の改修費用あるいは介護用品の購入費用につきまして、自己負
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担の１割から３割を支払うことで、その業者が立て替えて、業者があとに受け取るという制度で

ございます。 

 今後、スケジュールとしましては、各介護保険事業所へのケアマネ等の説明会も今、１回目を

済ましたところですけども、２月にまた計画をしておりますが、改修業者等の登録をした上で、

その事業の説明会を行っていくということでございます。 

 特に、この住宅改修業者につきましては、町内の業者も含まれておりますので、登録をした上

での事業を執行していくという形になりますけども、先ほども説明をしましたように、これまで

改修事業をするときに、被保険者、サービスの利用者が全て事前に支払いをされていたものが、

支払いが遅れるということもございます。デメリットの一つと思われますけども、そういう意味

で、全ての業者が登録されるかどうかという部分についてはちょっと懸念をいたしているところ

でございます。 

 いずれにしましても、受領委任払い、それから、償還払いという２つの制度で住宅改修、それ

から、福祉用具の購入費の事業を推進していくということでございますので、いろいろと組合せ

をしながら対応していきたいと考えております。 

○有川 美子議員   

 仕組みを変えるということは、何もメリットだけではないということですよね。デメリット、

やはり業者の皆様には御協力を頂かなければならない、登録をしてからというふうなことでござ

いますが、どうかどうか、将来そして今の御高齢の方、あと、さつま町の将来、高齢者の方だけ

じゃなく、お困りの方に長くこの仕組みがあってよかったなって思っていただけるものだと思い

ますので、どうかよろしくお願いをいたします。 

 これをもちまして、私、有川美子の質問を終わります。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、有川美子議員の質問を終わります。 

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね２時１５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午後２時０３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午後２時１５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次は、８番、新改秀作議員に発言を許します。 

〔新改 秀作議員登壇〕 

○新改 秀作議員   

 最後になりましたけども、よろしくお願いします。 

 私は、次の２点について通告どおり質問します。 

 １点目、本町出身画家の周知について。 

 本町出身で日展審査員や日展評議員を務め、武蔵野美術大学の講師であった画家がおり、画家

として有名な方であるが地元では知名度は低いです。作品の展示等を行い、広く町民に周知する

考えはないか、町長に伺います。 

 ２点目、ふるさと文化教育について。 

 本町出身者の中にも文化面で貢献した人たちがいる。自分たちのまちを知る上でもふるさと文
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化教育（仮称）として学校等で取上げ、子供たちに学びの機会を与える考えはないか、教育長に

伺います。 

 １回目を終わります。 

〔新改 秀作議員降壇〕 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 新改秀作議員からの御質問にお答えいたします。 

 今回、御質問いただいております画家は皆さん御承知の方もいらっしゃるかと思いますけれど

も、東俊行様でございます。昭和２７年に宮之城屋地にお生まれになり、昭和４６年に県立宮之

城高等学校を卒業されているところであります。その後、武蔵野美術大学日本画学科を卒業され、

数多くの作品を世に出されておりまして、多くの受賞歴もある日本画家としては著名な方でござ

います。 

 御質問にありましたとおり、この東様につきましては日本美術展示会、通称、日展と言ってお

りますけれども、その審査員も４回され、また評議員も務められた方でございますけれども、残

念ながら今年の７月にお亡くなりになられたところでございます。 

 生前中、私も２回ほど東様とはお会いいたしたところでございまして、その話の中では、宮之

城を出てから何もふるさとに恩返しができていないと、できれば何とかさつま町に恩返しをした

いというお話をされたところでございます。その中で、できれば自分の作品を町内の学校等にも

寄贈したいということも話されていたところでございます。 

 そのような話をされながら、今年の７月にお亡くなりになる前、長野県諏訪市におきまして個

展を開くということで準備をされておりました。その直前にお亡くなりになったということでご

ざいます。改めて御冥福をお祈りいたしたいと思います。 

 東様の作品につきましては、今、役場の本庁の町民ホールに「風の音」という作品と宮之城ひ

まわり館の玄関に「花影流水」という作品が展示をされているところであります。皆さん、見ら

れたこともあろうかと思っております。 

 そういう中でございますが、この御質問にあります展示会等につきましては、今現在、多くの

作品が東京のアトリエなどにございまして、御遺族の方々が、現在、今後の対応を検討されてお

られるところでございます。 

 先ほど申しましたように、故人のさつま町に恩返しをという意思も含めまして、広くさつまの

町民の方々に知っていただくためにも、今後、御遺族の方々からの御相談があれば、これをしっ

かりと協議しながら周知を図っていきたいと考えているところでございます。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

〔教育長 原園 修二君登壇〕 

○教育長（原園 修二君）   

 続きまして、本町出身者で文化面で貢献した人たちを学校教育で取上げ、子供たちにふるさと

文化教育として学びの機会を与える考えはないかという御質問に回答させていただきます。 

 文化面で貢献された方では文化勲章を受章された帖佐美行氏をはじめ多くの方がいらっしゃい

ます。帖佐氏の作品につきましては役場本庁町民ホールに展示されているところであります。 

 文化面で貢献された方々の功績を子供たちが学ぶことは、子供たちの郷土愛を醸成するために

も極めて大事なことだと考えております。学習する教材として、さつま町郷土史研究会が発行さ

れています「さつま町人物伝」というものがありまして、この中に文化面でも御活躍された先人

の功績が記録されておりますので、町のホームページへの掲載を検討するなどして、その有効活
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用を図ってまいりたいというふうに考えております。 

 また、学校において、ふるさとを学ぶことは伝統や文化を尊重し郷土を愛する態度の育成につ

ながるのみならず、国際化する社会の中で異なる文化や歴史、生活習慣を持つ相手に敬意を払い、

協働して課題解決をすることができる持続可能な社会づくりの担い手の育成のためにも大切であ

ります。 

 さつま町では、さつま学の推進による人間性豊かなまちづくりに取り組んできており、各小・

中学校においては、さつまカルタを核としてふるさとを学ぶ機会を設けているところであります。

さつまカルタには、彫金師の帖佐美行氏や作家の古木鐵太郎氏が取り上げられております。 

 また、毎年、１１月から１月の期間に各学校で実施しているさつま検定は、この方々がどのよ

うな業績を残されたのかについて学ぶよい機会となっており、昨年度からはタブレット端末を使

ってデジタル技術を活用した検定を始めているところでもあります。 

 今後は、この取組を基に郷土を学ぶ場として、タブレット端末のさらなる活用についても検討

を進めるとともに、引き続き文化芸術の分野において秀でた方々がさつま町にもいることを学び、

郷土に誇りを持つことができるようさつま学の推進を各小・中学校に働きかけてまいります。 

〔教育長 原園 修二君降壇〕 

○新改 秀作議員   

 まずは、一応、町長も履歴を説明されたわけでございますけれども、私も一緒に酒も飲んだこ

ともあったし、連絡を取ったこともございますので、彼の履歴等を補足という感じで説明したい

と思います。 

 彼は、２０００年頃から寺院の天井に龍の絵を描く天空龍図というのを３か所ぐらいですかね、

あと５０枚ぐらい描いたということは聞いているわけでございますけれども、一番、皆さんが知

っている四国八十八箇所の霊山寺の一番札所の天井に描いたと、その３.５メートルの正方形の

板を見つけるのに苦労したと、天竜川の一番奥のどこかの寺院の神木を分けてもらってそれに描

いたということを聞いております。 

 すごく高価なもので、下地にプラチナを埋め込んで、その上に龍を描いたと、八十八箇所の一

番札所だったら、大体、年間に何十万人ぐらい参拝者がいるのか、私も大体の想像はつくわけで

すけれども、やっぱり多いですから、そういう経歴の持ち主であります。 

 九州管内にはあまり御縁はなかったんですけれども、彼が何で龍を描いたかというのは、非常

に自分が辰年であるということと、１つは中国の四神説というところで東という字をすごく重ん

じられるので、どうしても描いてみたいということで描いたら、そういうところにどうしても描

いてくれと言われて描いたということをいろいろと彼から聞いたことがございます。 

 そうした中で、先ほども町長から説明がありましたように、最後の最後まで個展にこだわって、

やっぱり好きな酒蔵の倉庫で最後の個展を開いて、自分は入院、あとは弟子さんたちがみんなで

手伝って個展を成功させたと家族に聞いております。そういう方でございました。 

 講演活動も、相当、行っていたらしく、私たちはそういうところも、全然、講演の話は聞かな

かったんですけど、相当、後世の育成のほうでも御尽力されていた方でございます。今年、そう

いう人生も終わったわけでございますけど、さぞ心残りのことだったと思う次第でございます。

私たちもこの講演は聞けなくなったんですけども、本町としてもこのような日本画家をしのび、

東氏の作品はあらゆるところに寄贈もあるわけですけれども、可能な限り展示等を行い広く町民

に知ってもらうことは大事なことと思う次第でございます。 

 そういうことで、今回、家族の方が１１月にもう１回、東京に行かれたということは聞いてお

るんですけども、その後、家族からの町長に対する連絡とか、そういうものはなかったものか、
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ちょっとお伺いいたします。 

○町長（上野 俊市君）   

 その後ということでございまして、先般、民生児童委員の臨時総会がございまして、ちょうど

妹さんがいらっしゃいまして、この話もしたところでございます。 

 今回、新改議員が一般質問もされますと話をしまして、その中でも、今はどうですかという話

もしたところでありますが、東京のほうのアトリエに行って、やっぱり作品が１００点以上ある

らしくて、その取扱いに非常に苦慮されておったところであります。こちらに持ってくるにも相

当なお金の費用もかかるというようことやら、また額に入っているもの、額に入っていないもの

といろいろあるようでございまして、ここについては、また町と相談をさせていただきながら、

何とか先ほど申しましたように故人の兄の意思を酌んでいただきたいというような話もしたとこ

ろであります。 

 このように本町から出られた立派な画家でございますので、何とか広く町民に知っていただく

ためにも、今後、また話をして詰めていきたいと考えているところでございます。 

○新改 秀作議員   

 大体、私も判りました。そういうことで家族の意思を酌んで検討ということがあったもんです

から、私も言われたもんですから、もちろんやっぱり家族の意思が一番大事だと思うんですけど

も、町としても取り組んでいただきますよう要請して、一応、町長に対する質問は終わりにした

いと思いますが、あとでちょっと１点ぐらいあるかもしれませんが、とりあえず、次は教育長に

ちょっとお伺いいたします。 

 この東氏は日本画で日本の文化に貢献されたわけでございますけれども、今、私は（仮称）ふ

るさと文化教育というので言ったんですけれども、さつま町もやっぱりやっているんですね、た

くさんは知らなかったんですけど、いろいろとさつまカルタ、さつま検定、私はタブレットでや

っているというのは知らなかったですね、そういうことをやっていらっしゃるんだなということ

に感謝を申し上げるところでございます。 

 その東氏は画家であったわけでございますけれども、私が１つ気になるのは、湯田に湯之神社

というのがございまして、そこは岩谷莫哀という方の川内川を詠んだ歌碑があります。その方を

調べてみれば、川内まごころ文学館というところで自分の歌集をたくさん出して物すごく重宝さ

れている方で、何でさつま町の出身なのにここでは何もしないのかなと思って、今回、生まれが

やっぱりさつま町湯田なもんですから、担当課にこういう方がいるから、どうかそのさつまカル

タに掲載したり、人物として人物伝に名を連ねたほうがいいんじゃないかと思うわけでございま

すけれども、その辺を教育長としてはどのように考えていらっしゃいますか。 

○教育長（原園 修二君）   

 岩谷莫哀の話が出てきましたが、私も名前は存じ上げております。早世でかなり若くして亡く

なられたというような有名な方で、先ほど申しました人物伝の中にも掲載されていたのではない

かなというふうに思っております。湯田の中にあるというのも確かそれに書かれておりますので、

私もまだ見に行くチャンスがないんですが感心を持っておりました。 

 そういった方や、まだほかにも、今、出てまいりました東先生や掲載されていない方が随分お

られます。さつまカルタは御承知のとおりかるたですので、いろはかるたですので４８枚ぐらい

の数で構成されますが、一版を作ってからまた少し見直しをするときになっているんだろうと思

います。 

 そういう中で、東氏とか岩谷莫哀とか、ほかにもまだありますので、そういった方をもう１回

検証して、数はちょっと増えてもいいんじゃないかなと思っています。数に入れると誰かを入れ
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ると誰かを外さないといけないということになりますので、そうではなくて豊富にありますよと

いったことで、たくさんそういった物を作っていけばいいというふうに思っております。 

 ぜひそういったところは、今まで知らなかったことは新たに調べて、またこういう人が活躍を

していだんだということは、私たち、今、生きている人間にとりましても励みになる、元気の出

る話でもありますので、ぜひそういったところは実現をさせていけるように取り組んでまいりた

いというふうに思います。 

○新改 秀作議員   

 私はその人がちょっと気になったものですから、やっぱり東氏と同様に岩谷莫哀も、たくさん

いらっしゃるということでございますけれども、人物伝もですけども、私は古木鐵太郎とか帖佐

美行さんとか、そういうことが載っているとは判ったんですけども、それも含めて、やっぱり小

学校及び中学校等で、高校もですけども、子供たちに広く知ってもらいたい、子供たちが文化と

いうことに少しでも関心を持ち、町の文化活動に頑張ってもらうことが大事なことではないかと

思います。私はスポーツのほうだったんですけども文化のほうもやっぱり両方大事ですから、車

の両輪と同じで文化のほうも頑張ってもらいたいなと思うところでございました。 

 それから、この作品の管理に対してですけれども、寄贈された作品の取扱いについて、もし取

扱いに関するものがあったら、その課題とかがあったらお示し願いたいと、作品を取扱うことに

対して、私はいろいろと頭の中では廃校跡地とか、セキュリティーの問題があったりするもので

すから、どんなもんかなと思って、やっぱり寄贈となった場合に何が問題なのか、課題があった

らお示し願いたいと思います。 

○社会教育課長（永江 寿好君）   

 今、新改議員からの質問で、保管場所、管理の面でどういう課題があるかというような問いだ

と思いますけれども、先ほど言われたように閉校した校舎とか文化の歴史資料館、そういうとこ

ろが対象となってこようかとは考えております。 

 ただ、そういう中で管理についても学校に寄贈していただく分、それと町で管理する分、それ

と、できれば県の歴史資料センターなどでできるものはお願いしようかというようなことは考え

ております。 

 ただ、町で管理となると、先ほど言いましたようにいろんな問題がございまして、その中で一

番は、絵というのは湿気、直射日光が当たるといけないということで、湿気は５０％から６０％

が適切であるというようなことです。それと温度につきましても１年中変わらない、１８度から

２０度が最適な温度である、それから管理するためにはスペース等が必要になるということを考

えております。 

 その中で、先ほど申しましたように１年間通して一定の環境で管理ができるような施設を、今

後、寄贈があれば確保して対応していきたいというふうには考えております。 

 以上です。 

○新改 秀作議員   

 そこで、この絵だけではなくてほかの美術品も展示、管理となった場合に、私は日髙町長のと

きに文化施設を新しく造るのではなくて、文化施設の一帯をちょっと確保してそこに造って展示

したらとか管理をしたらとかいろいろと一般質問でも言った経緯があるわけですけれども、文化

施設の周辺に新しく造るのではなくて、あの建物を利用して造る計画とか思いとか、多分、今は

まだ新築とか何も決まっていないと思うんですけれども、その辺を教育長はどのようにお考えな

のかお伺いいたします。 

○教育長（原園 修二君）   
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 今、議員がおっしゃられたようなことを教育委員会の中でもどういうふうな形がいいだろうか

と時々話題にすることがあります。やっぱり一番気にしているのは、先ほど社会教育課長からも

ありましたけれども作品の管理で、そのすばらしい作品を持っている間に劣化してしまうという

のは非常にもったいないわけですよね、ベストな状態でないと保存がなかなかできないというこ

ともありますので、そういうところも考えて十分吟味していかないといけないと思います。 

 また、仮に寄贈という話がありましたけれども、作品が何点ぐらいになるのか、量的なものや

どういった物か、仮にスペースがあるとしたら、それに入るのはどういう物が何点ぐらいかとか、

そういったことをいろいろと研究しながら進めていかないといけないというふうに思っておりま

す。 

 今、ここでここがどうこうということを具体的に申し上げるということはできないわけですけ

れども、そちらの前向きな検討ということで進めていきたいというふうに考えております。 

○新改 秀作議員   

 前向きな検討を要請するわけですけれども、１つ私も気になったのは、この下に展示してある

ものが幾つもあります。広報でどこかの美術展であった子供たちのも飾ってあると思うんですけ

ども、果たしてここに展示するのが本当に住民が見るのかなと思って、住民は庁舎に用事があっ

て来てわざわざ見て帰る人は、自分の知っている人だったらいいんですけども、私はあまり意味

がいないように、それよりもまだちょっと建物の中でいろいろな物を飾って公開したり、文化係

も大変ですけども、それがあって初めて、うちは美術館はできないわけですけど、やっぱりいろ

いろ財政的な問題がありますから、その代わりにそういうことをするとか、果たしてこの庁舎が

いいのかこの辺も十分に、セキュリティーはありますよ、果たして住民で見る人が何人いるのか

なと思ったり、そういうのもありますから、よくもう１回検討して、例え文化センターでするに

しても計画をしっかり立てて最善の方法で展示、それと管理まで、これも要請しておきますので、

ひとつ考えてみてはいかがですか。 

 もう大体言うことは言いましたが、これをするには文化係、あるいは教育委員会ももちろんで

すけれども、文化係も必死になってその展示会、あるいはいろんな企画をされたり大変ですけど

も、町の文化の発展のためですので、文化係にもエールを送りながら、子供たち個々の心に文化

として芽生えるものであると信じるものであります。子供たちの情操教育の一環として取り組ん

でもらえますよう要請いたしまして、これで終わります。ありがとうございました。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 以上で、新改秀作議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これで、本日の日程は全部終了しました。 

 明日１２月７日は、午前９時３０分から本会議を開き、総括質疑を行います。 

 本日はこれで散会します。 

散会時刻 午後２時４２分   
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令和４年第４回さつま町議会定例会会議録 

                            （第４日）  

○開議期日    令和４年１２月７日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議場 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  新 改 幸 一 議員      ２番  平 山 俊 郎 議員 

   ３番  上 囿 一 行 議員      ４番  橋之口 富 雄 議員 

   ５番  中 村 慎 一 議員      ６番  上別府 ユ キ 議員 

   ７番  森 山   大 議員      ８番  新 改 秀 作 議員 

   ９番  平八重 光 輝 議員     １０番  有 川 美 子 議員 

  １１番  古 田 昌 也 議員     １２番  岸 良 光 廣 議員 

  １３番  上久保 澄 雄 議員     １４番  川 口 憲 男 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  宮之脇 尚 美 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  早 﨑 行 宏 君   議 事 係 長  西   浩 司 君 

 議 事 係 主 任  杉 元 大 輔 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  上 野 俊 市 君   副  町  長  高 田   真 君 

 教  育  長  原 園 修 二 君   総 務 課 長  角   茂 樹 君 

 企画政策課長  小野原 和 人 君   財 政 課 長  富 満 悦 郎 君 

 町民環境課長  松 山 和 久 君   保健福祉課長  甫 立 光 治 君 

 子ども支援課長  藤 園 育 美 君   農 政 課 長  山 口 泰 徳 君 

 担い手育成支援室長  山 口 良 浩 君   ふるさと振興課長  米 丸 鉄 男 君 

 建 設 課 長  原 田 健 二 君   水 道 課 長  出 水   隆 君 

 消  防  長  下 村 晴 彦 君   教育総務課長  大 平   誠 君 

 社会教育課長  永 江 寿 好 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

第 ２ 議案第７４号 さつま町個人情報保護審査会条例の制定について 

第 ３ 議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 

第 ４ 議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について 

第 ５ 議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更について 

第 ６ 議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号） 

第 ７ 議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

第 ８ 議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号） 
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議 案 付 託 表 

委員会 議案番号 件             名 

総務厚生 

（第１委 

 員会室） 

７３ 

７４ 

７５ 

 

７８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７９ 

さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

さつま町個人情報の保護審査会条例の制定について 

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 

令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）（関係分） 

 第１条 歳入歳出予算の補正 

  歳 入 

  １１款 地方交付税 

  １５款 国庫支出金（関係分） 

  １６款 県支出金（関係分） 

  １７款 財産収入（関係分） 

  １９款 繰入金 

  ２０款 繰越金 

  ２１款 諸収入（関係分） 

  歳 出 

   １款 議会費 

   ２款 総務費（関係分） 

   ３款 民生費 

   ４款 衛生費 

   ９款 消防費 

  １２款 公債費 

   人件費全部 

 第２条 繰越明許費の補正（関係分） 

 第３条 債務負担行為の補正（関係分） 

令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

文教経済 

（第２委 

 員会室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７６ 

７７ 

７８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さつま町営住宅等条例の一部改正について 

指定管理者の指定に係る議決事項の変更について 

令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）（関係分） 

 第１条 歳入歳出予算の補正 

  歳 入 

  １５款 国庫支出金（関係分） 

  １６款 県支出金（関係分） 

  １７款 財産収入（関係分） 

  ２１款 諸収入（関係分） 

  歳 出 

   ２款 総務費（関係分） 

   ６款 農林水産業費 

   ７款 商工費 
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委員会 議案番号 件             名 

  

 

 

 

８０ 

   ８款 土木費 

  １０款 教育費 

 第２条 繰越明許費の補正（関係分） 

 第３条 債務負担行為の補正（関係分） 

令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号） 
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△開  議  午前９時３０分   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 おはようございます。ただいまから、令和４年第４回さつま町議会定例会第４日の会議を開き

ます。 

 本日の日程は、配布してあります議事日程のとおりであります。 

 これから、１２月２日に提案がありました議案第７３号から議案第８０号までの議案８件につ

いて総括質疑を行います。 

 なお、質疑にあっては、総括的な事項について質疑を願います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関

する法律施行条例の制定について」、日程第２「議案第

７４号 さつま町個人情報保護審査会条例の制定につい

て」、日程第３「議案第７５号 地方公務員法の一部を

改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について」、日程第４「議案第７６号 さつま町

営住宅等条例の一部改正について」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 まず、日程第１「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につい

て」から日程第４「議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について」までの議案４件

を一括して議題とします。 

 各議案の提案理由については、説明済みであります。 

 これから、ただいまの議案４件に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

○新改 幸一議員   

 おはようございます。議案第７４号のことについてお伺いいたします。 

 ７４の１ページの中で組織の関係で第３条、委員会は委員５人をもって組織するという、第

３条に組織の委員の人数を決めてあるわけでございますが、この委員の５名の中には当然だと思

うんですが、男女平等参画を含めてですね、縛りを細かく、５人のうち女性を最低何名は組織の

中に委員として任命せないかとか、そういう細かい縛りはないものなのかというのが一点と、次

のページの第４条、委員は優れた識見を有する者ということで町長が任命するということでうた

ってあるんですが、この優れた識見、５人の中で優れた識見という言葉で整理をしてあるんです

けれども、具体的に優れた識見という流れの感覚といいますか、我々素人にどういうふうな、で

きれば一つの例があれば、そういうところの中身をちょっと教えていただければありがたいと思

います。 

○総務課長（角  茂樹君）   

 ただいまの御質問でございますが、設置する審査会につきましては、今現在、現行の個人情報

保護条例等に基づきます審査会につきましては、県内の市町村及び広域組合において共同で設置

している審査会を活用しているところでございます。これが新しい改正法に基づきましても同じ

審査会に移行するというふうには思っているところでございますが、今その審査会におきまして

は、女性につきましては、女性それぞれの今回の中では住民代表の中として女性の委員の方も選

出をされているというような取組をされているところでございます。併せまして識見につきまし

ては、弁護士等、あと学識経験者として大学の教授を選出しているというようなことで５名で委
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員として構成をし、審査会を形成しているというような状況でございます。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案４件については、配布してあります議案付託表のとおり、

各常任委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第５「議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事 

項の変更について」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第５「議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更について」を議題と

します。 

 本件の提案理由については、説明済みであります。 

 これから本件に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案第７７号については、配布してあります議案付託表のとお

り、文教経済常任委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第６「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第６「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」を議題

とします。 

 本案の提案理由については、説明済みであります。 

 これから本案に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

○中村 慎一議員   

 総体的なことでのお尋ねをしたいと思いますが、今回燃料高騰に伴う予算を追加費用を各施設

指定管理の関係、計上してございますけれども、これらの施設に係る運営経費、管理経費の中で、

今回追加費用として計上された燃料高騰に係る部分が何％ぐらいになるのか、そういったのを計

算をしているのがあればそこのところをお知らせを頂きたいというふうに思います。 

○財政課長（富満 悦郎君）   

 今回の燃料高騰に対する補正につきましては、電気料金が主なものになります。庁舎の例で例

えますと、前年度決算と今年の見込みを比較すれば５０％から多いところは７０％ぐらい上がる。

電気料金の契約によっても違うところがあるんですけれども、５割以上は上がっているような状

況でございます。 

○中村 慎一議員   

 ただいまの庁舎経費で半分ぐらい上がってきているということであります。町内のこういう有

する町有施設等の維持管理の中で全体の管理経費の中で幾らぐらい増えてきているのかといった

ようなところは、ある程度計算をしてもらったほうがいいんじゃないかなというふうに思います
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ので、これにつきましてはまた後ほどでもいいですので、お知らせ頂きたいと思います。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

○川口 憲男議員   

 財政課長に一点だけ。歳入のところの繰越金ですけれども、以前説明があったかと思うんです

けれども、７,１０２万８,０００円、これが最終的なのか。その後はどうなるのか。全額でこひ

こなのか、ちょっとそこの説明をもう一回お願いします。 

○財政課長（富満 悦郎君）   

 本年度の繰越金につきましては、総額で４億７,４２６万６,０００円でございまして、今回の

１０号補正に財源を充当した残りの金額はゼロということで、全て充当、今回の補正でしたとい

うことになっております。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案第７８号については、配布してあります議案付託表のとお

り、分割してそれぞれ所管の常任委員会に審査を付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第７「議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第３号）」、日程第８「議

案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予

算（第４号）」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第７「議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」及び日程第８「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第

４号）」の議案２件を一括して議題とします。 

 各議案の提案理由については、説明済みであります。 

 これから、ただいまの議案２件に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっております議案２件については、配布してあります議案付託表のとおり、

各常任委員会に審査を付託します。 

 本日から１２月９日までの各常任委員会の審査会場は、総務厚生常任委員会が第１委員会室、

文教経済常任委員会が第２委員会室となっております。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（宮之脇尚美議員）    

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 １２月２３日は午前９時３０分から本会議を開き、各議案の審議を行います。 

 本日は、これで散会します。 
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散会時刻 午前９時４１分   



 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年第４回さつま町議会定例会 

 

 

 

第    ５    日 

 

 

 

令 和 ４ 年 １２月 １４日  
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令和４年第４回さつま町議会定例会会議録 

                            （第５日）  

○開議期日    令和４年１２月１４日  午後１時０５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議場 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  新 改 幸 一 議員      ２番  平 山 俊 郎 議員 

   ３番  上 囿 一 行 議員      ４番  橋之口 富 雄 議員 

   ５番  中 村 慎 一 議員      ６番  上別府 ユ キ 議員 

   ７番  森 山   大 議員      ８番  新 改 秀 作 議員 

   ９番  平八重 光 輝 議員     １０番  有 川 美 子 議員 

  １１番  古 田 昌 也 議員     １２番  岸 良 光 廣 議員 

  １３番  上久保 澄 雄 議員     １４番  川 口 憲 男 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  宮之脇 尚 美 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  早 﨑 行 宏 君   議 事 係 長  西   浩 司 君 

 議 事 係 主 任  杉 元 大 輔 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 岸良光廣議員に対する処分要求の件 
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△開  議  午後１時０５分   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ただいまから、令和４年第４回さつま町議会定例会第５日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配布してあります議事日程のとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「岸良光廣議員に対する処分要求の件」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１「岸良光廣議員に対する処分要求の件」を議題とします。 

 有川美子議員から地方自治法第１３３条の規定によって、岸良光廣議員に対する処分の要求が

提出されております。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、岸良光廣議員の退場を求めます。 

〔岸良 光廣議員退場〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ここで、有川美子議員から説明を求めます。 

〔有川 美子議員登壇〕 

○有川 美子議員   

 初めに、私が処分要求書を提出したことに伴い、議会運営委員会の開催や会期日程を変更して

本日御出会頂いておりますこと心より感謝申し上げます。 

 それでは、趣旨説明をいたします。 

 １２月７日の定例会開会前の議場内及び総務厚生常任委員会の審議中並びに協議中において、

岸良光廣議員より私有川美子に対して、憲法第２１条第１項の保障する表現の自由を侵害する圧

力行為と、さつま町議会基本条例第１章第３条第１号及び第５章第８条第１項並びに第２項に違

反をして侮辱をされました。 

 具体的な内容の説明については、書面にて詳細な記録報告書を既に提出しておりますので、こ

の場では省略させていただきますが、岸良光廣議員から私に対して、議案審議前にもかかわらず、

この議場において私に常任委員会にて質疑をしないようにさせようとする趣旨の発言や威圧的な

態度、そして委員会運営中には、総務厚生常任委員会の委員長として、その立場を逸脱し、私の

質疑を遮るばかりか質疑をやめさせようとされた、この言動を私への侮辱と捉えました。 

 議員への処分要求書とは、議員個人で提出ができますので、私一人で熟考の上提出いたしまし

た。そして、提出するか否かにおいては、私たちの任期はまだ２年以上あること、そして、今私

が声を上げず、岸良議員の違反、侮辱をそのままにしておけば、今後の議案審議における議員同

士の自由闊達な意見交換や町民の代表として十分に議論を尽くして合意形成を図ることなど、同

じ議員同士支障が出ないか。今後も健全で透明性のある議案審議を行い、町民の皆様への説明責

任を果たせるのか、このような点を十分に考慮し、今回は処分要求という形でその是非を問うべ

きとの判断に至りました。よって、地方自治法第１３３条、侮辱に対する処置に基づき、岸良光

廣議員への処分を要求いたします。 

 最後に、私は言うまでもないこととは思いますが、私はこの処分要求と補正予算等の議案審議

においては、一線を画すものと考えております。 

 以上、私の趣旨説明を終わります。 

〔有川 美子議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ここで、岸良光廣議員から、本件について一身上の弁明をしたいとの申出があります。 
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 お諮りします。これを許すことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。したがって、岸良光廣議員の一身上の弁明を許すことに決定しました。 

 岸良光廣議員の入場を許します。 

〔岸良 光廣議員入場〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 岸良光廣議員に一身上の弁明を許します。 

〔岸良 光廣議員登壇〕 

○岸良 光廣議員   

 私のことで皆様には大変御迷惑をおかけしまして申し訳ありません。 

 ただいま有川委員のほうから説明がありましたが、今日の午前中の一番最後のときに古田議員

のほうから、これは審議を止めたということでありますよねちゅうことでありましたんで、その

ことについて私の弁明をいたしたいと思います。 

 審議を中止したのは事実です。これは、今まで私は議員になって約１０年、様々な先輩議員の

方々が委員長を務められて、各委員の審議の中で委員長が、これは一旦休憩にして自由討議をし

てからまた審議に入ったほうがいいなちゅうときには、審議中止をされておりましたし、また私

も委員長になりましてから、審議をこれまで何回か止めてというか、休憩をして自由討議をした

上でまた審議を再開して進めるというほうが審議がうまくいくんじゃないかというふうに考えた

ときにはそういうふうにしてきました。 

 今回も有川委員が質問されている中で、有川委員が質問される内容と関係課長の答弁される内

容がなかなかうまくかみ合わないなというふうに私は感じておりました。その中で上囿議員から、

今有川委員が質問されている債務負担行為の見直しについては、私もちょっとおかしいと思うが

どうなっているのかという質疑がありましたので、これは一旦休憩をして自由討議にして、その

中で私が知り得る内容説明ができればそのほうがほかの議員の皆様も内容がよく判ってそのあと

の議案審議がうまくいくのではないかなというふうに考えて、私の委員長としての自分の考えで

審議を中止し、その中で自由討議に入ったというのが真実であります。 

 その中で私が審議を止めて休憩に入ったことによって、有川委員が侮辱されたとか、自分の発

言を阻止されたというふうに感じられたのであれば、私の説明もしくは配慮が足らなかったのか

なというふうには私も考え、この件についてはおわびを申し上げたいと思います。 

 ただ、総務厚生常任委員会のそういう審議をスムーズに運ぶためには休憩が必要じゃないかと

いうふうに私が考えたもんですから、そういうふうに審議を一旦中止してというのが事実です。 

 これには、今申し上げましたけど、有川委員の発言を遮るとか、あるいは侮辱するという考え

は毛頭ありませんでした。 

 以上です。 

〔岸良 光廣議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ここで、岸良光廣議員の退場を求めます。 

〔岸良 光廣議員退場〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

○古田 昌也議員   
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 質疑になるかどうか判らんですが、先ほどの有川議員の答弁の中で熟考したという形になって

いるんですけど、こういった形になる前に御本人さんにはそういった相談みたいなのはやったの

か、そういったことを訴えはしたのかということをちょっとお聞きしたいです。 

○有川 美子議員   

 失礼いたしました。ただいま古田議員より、私がこのように処分要求書を提出する前に熟考し

たということですが、本人へのそのようなことをお伝えしたかどうかということでありますが、

詳しく私のほうで記録報告書に記入をしておりますので、正直この場で細かいことをお答えする

のは適当ではないかと思いますけれども、それができないような状態に私自身がそのような身体

的な、そして精神的な影響を受けた状況であったこと。ただし、それであっても議案審議、そし

てこの処分要求書を出す件については冷静に、そして十分に熟考して決断をいたしたことをお伝

えします。 

 以上です。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。懲罰の議決については、会議規則第１１１条の規定によって、委員会付託を省

略することができないことになっております。よって、本件については８人の委員で構成する懲

罰特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、岸良光廣議員に対する処分要求の件については、８人の委員で

構成する懲罰特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました懲罰特別委員会の委員の選任については、委員会条例

第７条第４項の規定によって、お手元に配りました名簿のとおり指名したいと思います。御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、懲罰特別委員会の委員は、お手元に配りました名簿のとおり選

任することに決定しました。 

 これより懲罰特別委員会の委員長及び副委員長を互選していただきます。委員長及び副委員長

は、委員会条例第８条第２項の規定により、懲罰特別委員会において互選することになっており

ます。さらに、同条例第９条第１項の規定により、委員長及び副委員長がともにないときは、議

長が委員会の招集日時及び場所を定めて、その互選を行わせることになっております。 

 当本会議終了後に懲罰特別委員会を招集します。委員会の場所を第１委員会室と定めます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△散  会   

○議長（宮之脇尚美議員）    

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 １２月２３日は午前９時３０分から本会議を開き、各議案の審議を行います。 

 本日は、これで散会します。 
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散会時刻 午後１時２０分   



 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年第４回さつま町議会定例会 

 

 

 

第    ６    日 

 

 

 

令 和 ４ 年 １２月 ２３日  

 

 



 



- 131 - 

令和４年第４回さつま町議会定例会会議録 

                            （第６日）  

○開議期日    令和４年１２月２３日  午前９時３０分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○会議の場所   さつま町議会議場 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１６名） 

   １番  新 改 幸 一 議員      ２番  平 山 俊 郎 議員 

   ３番  上 囿 一 行 議員      ４番  橋之口 富 雄 議員 

   ５番  中 村 慎 一 議員      ６番  上別府 ユ キ 議員 

   ７番  森 山   大 議員      ８番  新 改 秀 作 議員 

   ９番  平八重 光 輝 議員     １０番  有 川 美 子 議員 

  １１番  古 田 昌 也 議員     １２番  岸 良 光 廣 議員 

  １３番  上久保 澄 雄 議員     １４番  川 口 憲 男 議員 

  １５番  柏 木 幸 平 議員     １６番  宮之脇 尚 美 議員 

 欠席議員（なし） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○出席した議会職員は次のとおり 

 事 務 局 長  早 﨑 行 宏 君   議 事 係 長  西   浩 司 君 

 議 事 係 主 任  杉 元 大 輔 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○地方自治法第１２１条の規定による出席者は次のとおり 

 町     長  上 野 俊 市 君   副  町  長  高 田   真 君 

 教  育  長  原 園 修 二 君   総 務 課 長  角   茂 樹 君 

 企画政策課長  小野原 和 人 君   財 政 課 長  富 満 悦 郎 君 

 町民環境課長  松 山 和 久 君   保健福祉課長  甫 立 光 治 君 

 子ども支援課長  藤 園 育 美 君   農 政 課 長  山 口 泰 徳 君 

 担い手育成支援室長  山 口 良 浩 君   ふるさと振興課長  米 丸 鉄 男 君 

 建 設 課 長  原 田 健 二 君   水 道 課 長  出 水   隆 君 

 消  防  長  下 村 晴 彦 君   教育総務課長  大 平   誠 君 

 社会教育課長  永 江 寿 好 君 
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○本日の会議に付した事件 

第 １ 諸般の報告 

第 ２ 議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

第 ３ 議案第７４号 さつま町個人情報保護審査会条例の制定について 

第 ４ 議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 

第 ５ 議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について 

第 ６ 議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更について 

第 ７ 議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号） 

第 ８ 議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

第 ９ 議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号） 

第１０ 議案第８２号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１１号） 

第１１ 発委第 ３号 さつま町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 

第１２ 報告第１０号 令和４年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会計補正予算 

           （第２号）について 

第１３ 岸良光廣議員に対する処分要求の件 

第１４ 所管事務調査報告の件 

第１５ 議員派遣の件 

第１６ 閉会中の継続調査の件 
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△開  議  午前９時３０分 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 おはようございます。ただいまから、令和４年第４回さつま町議会定例会第６日の会議を開き

ます。 

 本日の日程は、配布してあります議事日程のとおりであります。 

 ここで、１２月２日に提出されました令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）につ

いて、執行部から訂正の申出がありましたので、これを許可し、発言を許します。 

○財政課長（富満 悦郎君）   

 「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」につきまして、議案の

説明資料に誤りがありました。まずもって、誤りがありましたことをおわび申し上げます。 

 訂正箇所につきましては、予算書の１０ページをお開きください。あわせまして、正誤表をお

配りしてございます。 

 予算書の１０ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書です。 

 上段の１１款１項１目地方交付税の説明欄、表の右側になります。 

 普通交付税の金額「４４８３０」を「５３８５６」に訂正。 

 次は、１１ページであります。 

 下段の２０款１項１目繰越金の説明欄、これも表の右側になります。 

 前年度繰越金の金額「８００５４」を「７１０２８」に訂正をさせていただきます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１「諸般の報告」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次に、日程第１「諸般の報告」を行います。 

 教育委員会から、令和３年度教育委員会の権限に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価

報告書の提出がありましたので、その写しをお配りしてあります。 

 口頭報告は省略します。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第２「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関

する法律施行条例の制定について」、日程第３「議案第

７４号 さつま町個人情報保護審査会条例の制定につい

て」、日程第４「議案第７５号 地方公務員法の一部を

改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について」、日程第５「議案第７６号 さつま町

営住宅等条例の一部改正について」、日程第６「議案第

７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更につい

て」、日程第７「議案第７８号 令和４年度さつま町一

般会計補正予算（第１０号）」、日程第８「議案第

７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第３号）」、日程第９「議案第８０号 令和

４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号）」   

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 次は、日程第２「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定につい

て」から日程第９「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号）」ま

での議案８件を一括して議題とします。 

 これから、それぞれの常任委員会に付託した議案について、各委員長の審査報告を求めます。 

 まず、総務厚生常任委員長の審査報告を求めます。 

〔岸良 光廣議員登壇〕 

○総務厚生常任委員長（岸良 光廣議員）   

 おはようございます。総務厚生常任委員会の審査の過程と結果について、御報告を申し上げま

す。 

 当委員会に付託されました議案については、慎重に審査を行った結果、「議案第７３号 さつ

ま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について」「議案第７４号 さつま町個人情報

保護審査会条例の制定について」「議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会

計補正予算（第１０号）」の関係分及び「議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第３号）」、以上の議案５件については、いずれも原案のとおり可決すべき

ものと決定した次第であります。 

 審査の過程について、その概要を申し上げます。 

 まず、議案第７３号であります。 

 今回の条例制定は、個人情報保護法、行政機関個人情報保護法、独立行政法人等個人情報保護

法の３本の法律が１本の法律に統合され、個人情報保護制度に一元化されることに伴い、町とし

て新たに条例を制定するものであります。 

 質疑の中で、既納の手数料については還付しない。ただし、町の機関が正当な理由があると認

めたときは、この限りではないと記載してある。正当な理由とはどのような場合かただしました

ところ、災害事案が発生し、対応ができなくなった場合の返金等が想定される。しかし、様々な

事案が想定されるため、案件があった際に、その都度判断していくとのことであります。 

 次は、議案第７４号であります。 

 今回の条例制定は、地方公共団体の個人情報保護制度について、令和５年４月１日から改正後

の個人情報の保護に関する法律の適用を受けることから、同法に基づく審査会設置のための条例

を制定しようとするものであります。 

 質疑の中で、審査会の構成メンバーはどのようになっているか、また、さつま町のこれまでの

案件は何件ほどあったのかただしましたところ、県内市町村の共同で審査会を設置し、弁護士や

大学の教授、住民代表などが構成員となっている。また、さつま町での案件は、これまでに発生

していないとのことであります。 

 次は、議案第７５号であります。 

 今回の条例制定は、国家公務員の定年が段階的に引き上げられることにより、地方公務員の定

年についても、６０歳から６５歳まで段階的に引き上げられることから、さつま町職員の定年等

に関する条例をはじめとする関連の条例１１本の関係条項を、本条例にて改正するものでありま

す。 

 次は、議案第７８号の関係分であります。 

 まず、２款１項１４目庁舎管理費の本庁費及び鶴田支所費、薩摩支所費について、１６５万

５,０００円が計上されております。これは、燃料価格高騰に伴う電気料金の増加分であります。 

 次に、２款１項１６目諸費の一般管理費に１,６４８万７,０００円が計上されております。こ
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れは、令和３年度障害者自立支援給付金の国庫負担金返還金と県負担金返還金を、利用者の減に

よる確定通知に伴い、負担金を返還するものであります。 

 次に、３款１項２目老人福祉費の緊急通報体制整備事業費について、９,０００円が計上され

ています。これは、緊急通報用の電話設置の需要が多く、今後も新規の申込みが見込まれること

によるものであります。 

 質疑の中で、緊急通報体制整備事業の申込み件数が増化している要因についてただしましたと

ころ、心疾患や転倒リスクの高い方の申請が増えているとのことであります。 

 次に、３款２項４目児童福祉施設費の児童遊園地管理費について、２５万円が計上されていま

す。これは、若竹児童遊園地のトイレの建て替え計画による解体工事積算とアスベスト調査業務

の委託料であります。 

 質疑の中で、アスベスト調査が必要なほど老朽化していたのかただしましたところ、トイレは

昭和６２年に建設されており、今回台風で破損したもので、築年数に関係なく、建物を解体する

際にはアスベスト調査が必要となるとのことであります。 

 次に、４款２項３目ごみ処理費のごみ処理管理費について、５６９万８,０００円が計上され

ています。これは、ごみ収集業務委託について作業安全確保の観点から、積算作業人数の見直し

及び物価高騰による燃料価格の改定を含め、業務委託料の変更を行うものであります。 

 質疑の中で、積算作業人数をどのように見直したか、また、作業人数の見直しを行った時期に

ついてただしましたところ、宮之城地区は７.５人から９人へ、鶴田・薩摩地区は当初の５人か

ら６.５人に見直しを行った。また、４月から業務を行う中で、４月から９月までの履行状況を

それぞれ事業者に確認をし、当初の積算人数で可能かどうか判断したところ、作業自体は積算し

た人数で可能と考えるが、昨今のごみ分別が徹底されていない状況や、収集作業所等で１人で作

業をする際の交通事情もあり、危険を伴うことが想定されることから、原則２人１組での作業が

適正ではないかという見直し等を行い、作業人数については、当初契約の約款に基づき、１０月

以降の積算を見直したとのことであります。 

 次に、９款１項１目常備消防費の消防業務費に１１６万９,０００円が計上されています。こ

れは、火災・救急出動の増加に伴う燃料費増加分及び救急出動の増加と新型コロナウイルス感染

症拡大に伴う医療用廃棄物処理袋の不足分を購入するものであります。 

 質疑の中で、医療廃棄物処理袋はどのようなときに使用するものかただしましたところ、感染

防止衣等を処分する際に使用し、発熱等がある場合の救急出動時は着用することから、使用した

感染防止衣等は産業廃棄物として医療用廃棄物処置袋で処分しなければならないとのことであり

ます。 

 次に、債務負担行為について、さつま町地方公共交通特別対策事業補助として、１,１４０万

円が計上されています。これは、鹿児島交通株式会社が運行する本町と薩摩川内市を結ぶ路線バ

スが、国の地域公共交通確保維持改善事業の補助要件を満たさなくなり、さつま町と薩摩川内市

で共同で運行する県単独補助事業のバス路線となったとのことであります。 

 質疑の中で、国の補助要件を満たさなくなった理由についてただしましたところ、国の補助要

件は１日当たり１５人から１５０人の乗車数であり、コロナ禍、１日約１０人の乗車数であった

ことから、国の補助要件を外れたとのことであります。 

 なお、歳入についてでありますが、今回の補正予算に際し、各小学校特別教室の空調設備に、

公共施設整備基金から繰入金５,０００万円が計上されております。 

 次は、議案第７９号についてであります。 

 歳出では、葬祭費の支払い不足が生じる見込みがあるとして、３０万円が計上されております。 
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 最後に、改めて一括質疑で、業務開始から半年でごみ収集業務委託の見直しを行ったのは、受

託業者からそのような声があったのか。また、民間業者の事情や現場、働き方改革等も考慮し、

業務内容の積算を慎重に行うべきではないかただしましたところ、ごみ出しのマナーが非常に悪

く、再三防災無線等で放送している。収集作業員に相当な負担を与えており、収集作業に時間を

要し、幹線道路での駐車時間が長くなるということにもつながることから、マナー向上の啓発は

もちろんであるが、このような事情も考慮しながら、今回変更することにした。また、積算に当

たっては、十分に法令等を遵守しながら、町として行わなければならないと考えており、当初の

入札についても十分に考慮した上で執行していると考えているとのことであります。 

 以上、総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

〔岸良 光廣議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから総務厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで総務厚生常任委員長に対する質疑を終わります。 

 次に、文教経済常任委員長の審査報告を求めます。 

〔新改 幸一議員登壇〕 

○文教経済常任委員長（新改 幸一議員）   

 おはようございます。マスクを外して報告させていただきたいと思います。 

 文教経済常任委員会の審査の過程と結果について、御報告申し上げます。 

 当委員会に付託されました議案については、現地調査を踏まえ、慎重に審査を行った結果、

「議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について」「議案第７７号 指定管理者の指

定に係る議決事項の変更について」「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第

１０号）」関係分及び「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第

４号）」、以上の議案４件については、いずれも原案のとおり可決すべきものと決定した次第で

あります。 

 審査の過程について、概要を申し上げます。 

 まず、議案第７６号であります。 

 今回の改正は、上向東団地の一部用途廃止及び湯之元団地の用途廃止に伴うもので、火災によ

る一部焼失及び経年劣化による計画的な用途廃止を行うものであります。 

 質疑の中で、湯之元団地について、用途廃止後の建物及び土地活用等についてただしましたと

ころ、住宅については解体の方向で検討しており、土地については普通財産に変更してから活用

方法を検討していくとのことであります。 

 次は、議案第７７号であります。 

 今回の議決事項の変更は、さつま町平川郷の指定管理者を任意団体である平川郷管理組合から

一般社団法人ひらかわ屋に変更するもので、法人化することで酒類の販売や各種補助事業等に取

り組むなど、組織の経営強化を図ることを目的とするものであります。 

 質疑の中で、町内の他の直売所における法人化についてただしましたところ、町内直売所のう

ち、出荷者等が組織している任意組合については、法人化の動きを想定しながら注視していきた

いとのことであります。 

 次は、議案第７８号の関係分であります。 

 歳出の６款１項６目農業農村施設管理費に１１５万４,０００円が計上されております。これ
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は、電気料や燃油等の高騰による指定管理料の追加委託料であります。 

 質疑の中で、薩摩農産物加工センターについては、燃料価格高騰分として使用料を増額する考

えはないかただしましたところ、現在のところ、使用料の増額は考えていないとのことでありま

す。 

 次に、６款１項９目農地中間管理事業費に３３６万１,０００円が計上されております。この

うち経営転換協力金は、経営面積の縮小や農業をリタイヤされる方に対して交付されるものであ

ります。 

 質疑の中で、経営転換をされる方は多いのか、また、その後の農地はどうなるのかただしまし

たところ、今回の補正予算では４戸の交付を計上しており、農家は減少しているが、農地の貸出

しにより新たな担い手が引き続き管理していくとのことであります。 

 次に、８款４項２目公園管理費に２,２０９万６,０００円が計上されております。このうち、

かぐや姫グラウンド国体関連施設改修工事は、芝、散水栓、得点板について整備するものであり

ます。 

 質疑の中で、グラウンド芝部分の整備内容についてただしましたところ、来年度開催予定の国

体に向けて施設の点検を行った結果、グラウンド内に陥没箇所が発見されたため、その補修を行

うとのことであります。 

 次に、１０款２項１目小学校共通管理費に１億３,８７８万５,０００円が計上されております。

これは、特別教室の空調設備の設置に係る経費、価格高騰に伴う２小学校の電気料金を増額する

ものであります。 

 質疑の中で、他の小学校の電気料金については増額しなくてもよいのかただしましたところ、

山崎小学校と盈進小学校は高圧電力の設置があるため補正予算を計上するが、他の小学校につい

ては既存予算内で執行できると考えているとのことであります。 

 次に、１０款６項２目宮之城屋内温泉プール等管理費に７６万５,０００円が計上されており

ます。これは、価格高騰に伴う電気料金と水質検査手数料であります。 

 質疑の中で、水質検査手数料が当初予算で計上されなかった理由についてただしましたところ、

令和４年第３回定例会の一般質問において、宮之城屋内温泉プールからの排水が藻の発生原因で

はないかという質問を受け、今回補正予算を計上し、水質検査を行いたいと考えているとのこと

であります。 

 次に、歳入の１７款２項１目不動産売払い収入に７５２万円が計上されております。これは、

佐志ニュータウン２区画分の売払い収入であります。 

 質疑の中で、佐志ニュータウンの売払い状況について、また、温泉区画の販売促進対策につい

てただしましたところ、佐志ニュータウンは今年度２区画売却しており、現在は一般区画が２区

画、温泉区画が２区画残っている。また、温泉区画は売却価格が高いため売払いに苦慮している

が、令和元年度から温泉を配湯しない一般区画としての購入を選択することができるようにして

いるとのことであります。 

 次は、議案第８０号であります。 

 収益的収入については、１１款水道事業収益を４７４万円減額し、収益的支出については、

２１款水道事業費用を４８６万２,０００円増額しようとするもので、資本的支出については、

４１款１項４目固定資産購入費の予算組替えを行うものであります。固定資産購入費は、青芝野

配水池の築造予定地の購入費用であります。 

 質疑の中で、青芝野配水池を新たに築造する理由についてただしましたところ、佐志水源池は

取水量が計画に迫っていることから、安定的な供給のために、水量に余裕のある地区から新設す
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る配水池に貯留し、佐志地区の一部に給水する計画であるとのことであります。 

 以上で、文教経済常任委員会の報告を終わります。 

〔新改 幸一議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから文教経済常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

○有川 美子議員   

 それでは、ただいま文教経済常任委員長よりございました報告について、１項目、２点をまと

めて質問をいたします。 

 現在、報告書では、資料の２ページ一番下、下段の項目でございます。 

 １０款２項１目小学校共通管理費における特別教室の空調設備設置について、審査の過程にお

いて、町内全ての小学校で空調設備がない教室がゼロになるとの説明が、担当課よりあったので

しょうか。全ての小学校です。 

 次は、薩摩地区の小学校統廃合について関連して質問いたします。 

 現在、話合いが進められてきておりますが、薩摩地区３小学校全ての特別教室にも、今回、空

調設備が整備されるとの説明があったのでしょうか。 

 この点をお答えをお願いいたします。 

〔新改 幸一議員登壇〕 

○文教経済常任委員長（新改 幸一議員）   

 有川議員より質疑がありましたので、回答を申し上げます。 

 文教経済常任委員会における小学校共通管理費についての審査の過程において、特別教室の空

調設備については、今回補正予算で計上されている小学校のほか、現在、大規模改修工事を行っ

ているため、来年度予算で計上する予定の柏原小学校を含めると、１００％の教室で空調設備が

整備されると、教育総務課より説明がありました。 

 また、薩摩地区３小学校の空調整備については、委員会審査の中で意見等も出なかったため、

執行部からの説明はありませんでした。現在、統廃合の話合いがなされている最中であり、非常

にデリケートな問題であるため、ある程度の結論が出てから執行部に確認し、場合によっては要

請をしていきたいと考えております。 

〔新改 幸一議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで、文教経済常任委員長に対する質疑を終わります。 

 ここで、議案第７８号に対して、有川美子議員外１人から、お手元に配布しました修正の動議

が提出されております。これを本案と併せて議題とし、提出者の説明を求めます。 

〔有川 美子議員登壇〕 

○有川 美子議員   

 皆様、おはようございます。 

 それでは、「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」に対する修

正動議を、地方自治法第１１５条の３及び会議規則第１７条第２項の規定により、修正案を添え

て提出いたしましたので、趣旨説明をさせていただきます。 

 修正案については、本日お配り頂いております、こちらの冊子の中に一般会計の修正したもの
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を出しておりますので、そちらのほうをお開け頂きまして、確認をお願いを申し上げます。 

 そして、説明をさせていただく前に、まず、文教経済常任委員会に所属をする委員の皆様、総

務厚生常任委員会では上程された議案に真摯に向き合い、公明正大な審議が行われたことは言う

までもありません。 

 しかし、私は異議ありとの反対の立場を表明いたしました。 

 そして、総務厚生常任委員会の委員の皆様、まずもって私はおわび申し上げます。それは、委

員会審議の中での私自身を振り返ったとき、これから御説明することは、本来なら委員会審議中

に皆様へ全て私の考えを御説明するべきでありました。申し訳ありませんでした。 

 それでは、御説明に移ります。 

 私は補正予算の資料が配布をされてからすぐ、さつま町ごみ収集業務委託の予算の増額、こち

らに注目をいたしました。なぜなら、債務負担行為、この金額が２,８００万円増額される内容

だったからです。 

 そして、今月初日の本会議、執行部の説明頂きました。ですが、お恥ずかしながら正直、それ

だけでは入札関連の全てを理解ができませんでした。 

 そこで、初日の本会議後、委員会審議をしっかりとするべく、財政課と町民環境課で内容の説

明を受けました。そのときから、なぜ人件費の見直しがなされたのか、入札とは、業者側も５年

間の人件費を詳細に計算をされた上で入札に参加をなされ、落札なされたのではないのかと疑問

を持っておりました。委員会審議で執行部からの納得のいく説明がされるのかという点を重要視

しておりました。 

 皆様のお手元に配布されております、先ほど、こちらをと申し上げた資料の中、下のほうの左

のほうに、３、歳出とある資料を御覧ください。こちらは、一般会計の予算書を修正したもので

あります。 

 歳出、４款衛生費２項清掃費の中の３目ごみ処理費１２節委託料の１４５万１,０００円を全

て削除し、歳入や債務負担行為等の金額もそれに倣い、訂正したものを提出いたしました。 

 ただし、人件費は削除。しかし、燃料高騰分である１０節需用費、この４２４万７,０００円

については、私は賛成であります。なぜかと申しますと、執行部の説明では、燃料高騰分を今年

４月に遡って補正予算として計上してありますと説明がありました。 

 皆様、昨今の社会情勢の著しい、この大きな変動の中の燃料高騰分、これには私は現在、ごみ

収集を委託してくださっている２つの業者の皆様には大きな御負担となっていること、察するに

余りあることと存じております。 

 しかしながら、本年１０月分からの人件費を３人分、２つの業者合わせて３人分の増額、この

ことについては、私の考えるところでは、執行部からの説明で明らかになっていない点がござい

ます。 

 ３点申し上げます。 

 １、４月からの６か月しか経過をしていない時点で人数を増額する。ならば、４月の入札の時

点での執行部の積算に問題が生じます。積算人数に誤りはなかったのでしょうか。必要以上に積

算人数が少なくなっていた可能性はないでしょうか。 

 ２点目、１０月から鹿児島県も最低賃金が３２円アップとなりました。このことにより人件費

の増額、このことはもしかすると考えることなのかもしれません。 

 しかしながら、やはり各業者に対して、１.５人分ずつ増員せねばならない、１.５人分ずつで

す。このことについて、私は委員会審議で何度も質問をいたしましたが、正直申し上げて、執行

部からの答弁は少々つじつまの合わないものであったと、後に振り返ってそのように考えており
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ます。 

 なぜならば、当初の積算人数は合わせると、入札のとき１２.５人なんです。これで、先ほど

委員長からの説明でもありました、最後のページです。積算に当たっては、十分に法令等を遵守

しながら町は行わなければならないと考えており、当初の入札についても十分考慮した上で執行

していると最後の答えにもありましたけれども、審議の中でも、積算の１２.５人で十分に業務

ができると、そのように説明があったんです。けれども、３人どうしても増員しなければならな

い。ここの説明が正直、説明不足を感じております。 

 そして、３点目、先ほどつじつまが合わないと私が申したと思いますが、なぜなら、こんなふ

うにも説明がありますね。ごみ出しのマナーが非常に悪く、これ今年に入って急にそんなに多く

悪くなったのでしょうか。去年までもあったでしょう。私が捨てる、ごみステーションでもござ

いました、シールが貼っていたり。その御苦労はもちろんお察しいたします。 

 けれども、ここの部分、やはり町のほうが放送するだけでなく、何らかの形でもっと周知する、

努力する。なぜごみ出しのマナーを守っていただかなければならないのか。ここの部分、私は欠

けているものであると思います。 

 そして、２人１組で作業をする安全性というような説明も頂いています。判ります。それでは、

どうなんですか。さつま町は、ごみ収集をお願いするときに、業務委託するときに、１人で収集

をしなければならない、そういったことを状態化させる、そのようなことがあったのでしょうか。 

 安全、この確保はもちろん大切です。これは今年度から４月から始められた業者の皆様だけで

なく、これまで請け負ってくださった、令和４年３月までしてくださった業者の皆様にも言えた

のではないでしょうか。 

 もしかすると、以前請け負ってくださっていた業者の皆様は、もしかすると自分の会社のほか

の人員とかそういったもの、企業努力をしてくださって、やりくりしてくださって、私たち町民

のごみ収集努めてくださっていたのかもしれない、そんなふうにも考えております。 

 今日は傍聴にも来ていただいている方がいらっしゃいますので、簡単に申し上げて積算人数を

最後にもう一度、ごみ収集業務委託は今年の３月までは、町民環境課の説明では１４人の積算で

あった。入札のときは１２.５人、１.５人少なくして入札の積算をしたと説明を受けております。 

 そして、半年見直して今回の見直しは、さらに１.５人ではなく、倍の３人の増員だと、その

ように執行部は申していっています。見直しで今度は３人増やす。このことをもう少し執行部は、

私ども議員に真摯に丁寧に、そして誠意を持って説明をする責任があるのではないでしょうか。 

 このことを私自身が未熟であるがゆえに、総務厚生常任委員会の委員会審議で全て御説明がで

きなかったことは、私の不徳の致すところであります。 

 しかしながら、議会のこの予算の採決は、本日最終日、全員で採決がなされる。ここまで時間

がある。そういうふうに考えて、私、調査と、そして本日の修正動議へと動いてまいりました。 

 最後、課長一括質疑で、私は大変重い言葉を申し上げました。ダンピング、そんな疑いがどう

ですか。ダンピングという言葉は、とても重い言葉です。課長一括質疑で申し上げたので、皆さ

ん覚えていらっしゃると思います。 

 しかしながら、そういった疑義が生まれないようにしていく、そのことが重要であります。私

たち議会は、住民の皆様の代表でありますので、執行部を監視・評価し、そして、もし執行部が

私ども議会議員に対して誠意ある、真摯ある、そして、データ、資料を出して説明をしないので

あれば、正していく必要があると考えております。 

 どうぞ皆様、私の力不足を私自身も認めておりますけれども、どうぞもう一度お考え頂きまし

て、どうか私が本日提出いたしました修正動議に御賛同、賛成の表明をしていただきますよう、
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お願い申し上げます。 

 長くなりました。失礼いたします。ありがとうございました。 

〔有川 美子議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから、修正案に対する質疑を行います。修正案の説明について質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これで質疑を終わります。 

 なお、本案については、議案第７８号と関連がありますために、そのときに討論、採決を行い

ます。 

 これから順に討論、採決を行います。 

 まず、議案第７３号から議案第７５号までの議案３件について、一括して討論を行います。討

論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について」か

ら「議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例の制定について」までの議案３件について、一括して採決します。 

 議案第７３号から議案第７５号までの議案３件に対する総務厚生常任委員長の報告は、原案可

決です。 

 お諮りします。委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第７３号 さつま町個人情報の保護に関する法律施行条

例の制定について」から「議案第７５号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例の制定について」までの議案３件は、委員長報告のとおり原案可決され

ました。 

 次に、議案第７６号について討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について」を採決します。 

 本案に対する文教経済常任委員長の報告は、原案可決です。 

 お諮りします。委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第７６号 さつま町営住宅等条例の一部改正について」

は、委員長報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第７７号について討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更について」を採決します。 

 本件に対する文教経済常任委員長の報告は、可決です。 

 お諮りします。委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第７７号 指定管理者の指定に係る議決事項の変更につ

いて」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、議案第７８号について討論を行います。 

 討論の順序について、本案に対する修正案が提出されていますので、まず、原案に賛成者の発

言を許します。 

〔上久保澄雄議員登壇〕 

○上久保澄雄議員   

 私は、今回提案がなされております「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算

（第１０号）」について、賛成の立場から討論を行います。 

 今回問題となっております、ごみ収集業務委託料に関する補正予算についてであります。 

 本件につきましては、当初の段階の入札発注時点では、町及び業者双方において予知できなか

った問題として、現在の契約上における所要人員数で業務を遂行するには限界が生じ、運営稼働

後、作業現場におきまして、特に事業従事者が運転業務と収集作業を１人体制で兼ねて処理せざ

る得ないという、人員不足による問題が発生していることの実態が明らかとなったことから、発

注側であります町としては、事業従事者の事故防止、また安全管理面に関わる重大な問題と捉え、

これが早期解決策として、今回、補正措置を取ろうとされているところであります。 

 町としては、このことが起因して重大な事故が発生した場合、実態を知りながら、そのまま放

置すると。これはあくまでも受託事業者の責任とだけでは、私は片づけられないという問題であ

るというふうに思います。当然、発注者側の責任も問われると。 

 また、人員不足により、ごみの収集業務が遅延、停滞することで、町民の生活面や衛生管理面

においても、直接影響が生じてくる可能性も否定することはできません。 

 したがって、今回の町の対応は緊急を要することから、時宜を得たやむを得ない措置であると

理解をするものであります。 

 なお、契約条項には、疑義が生じた場合、その都度、双方協議により決定する旨の規定もなさ

れていることも付け加えておきます。 

 以上、申し上げましたが、議員各位の賢明なる御判断を頂きますようにお願いを申し上げまし

て、賛成の側の討論といたします。 

〔上久保澄雄議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次に、修正案に賛成者の発言を許します。 

〔上別府ユキ議員登壇〕 

○上別府ユキ議員   

 私は、修正案に賛成です。 

 燃料価格高騰のため、電力料金増加などに対する増額は認めることとしますが、ごみ収集業務

委託に対する業務委託料変更については、積算作業人数見直しなど、もっと詳しい説明があって

もよかったのではないでしょうか。まだ議論が足りていないと考えます。十分な議論を深める意
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味で、修正案に賛成です。 

 町が行うごみ収集業務は、町民の生活に密着した、町民にとって大事な部分です。心あるほと

んどの町民は、町の指導に基づき、日々のごみの分け方、出し方に誠実に対応していらっしゃる

と思います。一部の心ない、マナーを逸脱したごみ出しがあることには心痛の思いがありますが、

それを改善していくためにも、我が町の環境行政が胸を張って、一点の曇りもないと言えること

が大事です。町も大事、業者も大事、そこで働く方々も大事です。そして、町民の思いも大事で

す。 

 これから一丸となって町を盛り上げていくために、我が町はＳＤＧｓ宣言を９月に行いました。

持続可能な地域社会実現のため、一番手に、人と環境に優しいまちを目指してと掲げています。

だからこそ、町全体が１つになるためにも、ここで立ち止まって、もう一度熟慮してみる必要性

を感じます。 

 終わります。 

〔上別府ユキ議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかに討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これで討論を終わります。 

 これから「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１０号）」を採決します。 

 まず、本案に対する有川美子議員外１人から提出された修正案について、起立によって採決し

ます。本修正案に賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 着席ください。起立少数です。したがって、修正案は否決されました。 

 次に、原案について、起立によって採決します。原案のとおり可決することに賛成の方は、起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 起立多数です。したがって、「議案第７８号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第

１０号）」は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７９号及び議案第８０号の議案２件について、一括して討論を行います。討論は、

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」及び「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第４号）」の議案

２件について、一括して採決します。 

 議案第７９号及び議案第８０号の議案２件に対する各委員長の報告は、原案可決です。 

 お諮りします。各委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   
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 異議なしと認めます。よって、「議案第７９号 令和４年度さつま町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号）」及び「議案第８０号 令和４年度さつま町上水道事業会計補正予算（第

４号）」の議案２件は、各委員長報告のとおり原案可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１０「議案第８２号 令和４年度さつま町一般会計 

補正予算（第１１号）」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１０「議案第８２号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１１号）」を議

題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

〔町長 上野 俊市君登壇〕 

○町長（上野 俊市君）   

 それでは、「議案第８２号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１１号）」について御

説明を申し上げます。 

 これは、母子保健事業費並びにその他所要の経費を補正しようとするもので、歳入歳出予算の

総額に歳入歳出それぞれ９８８万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１６９億９,９６６万６,０００円とするものであります。 

 内容につきましては、財政課長に説明させますので、よろしく御審議くださるようお願いいた

します。 

〔町長 上野 俊市君降壇〕 

○財政課長（富満 悦郎君）   

 「議案第８２号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１１号）」について、御説明申し

上げます。 

〔以下議案説明により省略〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

○有川 美子議員   

 では、今、説明頂いた出産・子育て応援交付金について質疑をさせていただきます。 

 まず、これは財源として、国が３分の２、そして、県６分の１、町６分の１という説明を受け

ておりますが、こちらの交付金が出されることに対しては大変喜ばしいことかと思っているんで

すが、少し細かいところ。 

 まず、これ令和４年の４月以降、４月に遡って出されるものですね。そうなると、もしかする

と町内で妊娠届を出して出生をするまでの間に引っ越しをしてしまった方、町外に行かれた方と

いうのは、私どものさつま町の対象にはならないのかというのと、もう一点、大変ちょっと聞く

に忍びないことで申し訳ないんですが、出産というのは、母親になる方が大変命をかけて出産す

るリスクの高いものであります。必ず安心して生まれてきてほしいけれども、生まれて直後に息

を引き取る乳幼児がやっぱりいますね。乳児がいます。 

 もし、このときに、例えば出生届を出す方のほうが多いとは思いますが、その方々が出生届を

出されたら、赤ちゃんがそのような状態で生まれてきても、そのところに給付はされるという理

解でよろしいでしょうか。お願いいたします。 

○子ども支援課長（藤園 育美君）   

 ２つの御質問を頂きました。 
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 １つ目の質問に関しましては、妊娠のときと出産のときと自治体が違うという場合です。こち

らにつきましては、現在１回だけ国からの説明会がございまして、その中を私どもが考えている

のは、必ず妊娠のときも出産のときにも面談をしなさいと。アンケートを取りなさい。必ず自治

体のほうから母親のほうへアクセスしなさいというようなことがございましたので、現在のよう

な場合は、妊娠届をさつま町でされた場合は、さつま町でお支払いし、出産を違う市町村に転出

してからされた場合は、またそこの市町村でと考えております。 

 ここの詳しいことは、来週開催される第２回目のではっきりされるかと思います。 

 また、今言われました、生まれました、悲しくもというところがありますが、やはり出生届を

出された方に関しては、お支払いするというところでございます。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第８２号は、会議規則第３９条第３項の規定

によって、委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、本案は、委員会付託を省略することに決定しました。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから「議案第８２号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第１１号）」を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「議案第８２号 令和４年度さつま町一般会計補正予算（第

１１号）」は、原案のとおり可決されました。 

 ここでしばらく休憩します。再開は、おおむね１０時４５分とします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

休憩 午前１０時３３分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時４５分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１１「発委第３号 さつま町議会の個人情報の保護 

に関する条例の制定について」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１１「発委第３号 さつま町議会の個人情報の保護に関する条例の制定につい
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て」を議題とします。 

 本案について、提出者の趣旨説明を求めます。 

〔森山  大議員登壇〕 

○議会運営委員長（森山  大議員）   

 おはようございます。 

 ただいま議題となっております「発委第３号 さつま町議会の個人情報の保護に関する条例の

制定について」、提案の趣旨説明を申し上げます。 

 本町議会における個人情報の適正な取扱いについては、現在、さつま町個人情報保護条例にお

いて規定されておりますが、個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、町条例が廃止され、

改正後の法律は議会が対象とされていないことから、本町議会としての新たな個人情報保護条例

を制定しようとするものであります。 

 個人情報の開示等に係る規定については従前と同様で、改正個人情報保護法に沿った内容とな

っております。また、罰則規定については、鹿児島地方検察庁と協議をし、「貴案を相当と思料

する」旨の回答を得ております。 

 以上で趣旨説明を終わります。 

〔森山  大議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

○有川 美子議員   

 １点だけ確認というか、要請という形になるかと思います。 

 個人情報を制定というのはもちろんなんですけれども、１点、こういうことが議会でございま

す。例えば、いろいろな町のお役を引き受けてくださった方のお名前とか住所とか、やはり読み

上げて公開、ユーチューブでこれ中継されているので、自動的に公開されているということがあ

ります。 

 また、議会だより等でも、例えば陳情とか請願が上がったときに、その方のフルネーム、そし

て住所を掲載するということを今は通常しておりますけれども、私、制定のこれを機に、少しこ

この部分を、もう少しデリケートにお考えする必要があるのかと思っております。 

 ユーチューブは皆様御存じのとおり、世界どこでも見られるところ、それで住所を言ったり、

フルネーム言うということにもなります。そして、議会だよりについては、町民に全戸配布ほぼ

されておりますので、そこの部分を少しお考え頂ければということで、要請という形でお願いし

ておきます。 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ただいま議題となっています発委第３号は、会議規則第３９条第２項の規定によって、委員会

付託は行いません。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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 これから「発委第３号 さつま町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について」を採択

します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、「発委第３号 さつま町議会の個人情報の保護に関する条例の

制定について」は、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１２「報告第１０号 令和４年度さつま町土地開

発公社事業変更計画及び事業会計補正予算（第２号）に

ついて」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１２「報告第１０号 令和４年度さつま町土地開発公社事業変更計画及び事業会

計補正予算（第２号）について」の報告を議題とします。 

 報告の内容については、説明済みであります。何かお聞きしたいことはございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１３「岸良光廣議員に対する処分要求の件」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１３「岸良光廣議員に対する処分要求の件」を議題とします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、岸良光廣議員の退場を求めます。 

〔岸良 光廣議員退場〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから、懲罰特別委員会に付託した本件について、委員長の審査報告を求めます。 

〔柏木 幸平議員登壇〕 

○懲罰特別委員長（柏木 幸平議員）   

 令和４年第４回定例会において懲罰特別委員会が設置され、令和４年１２月１４日に委員会付

託されました岸良光廣議員に対する処分要求の件について、審査の概要と結果を御報告申し上げ

ます。 

 １２月１４日の本会議で委員８人が選任され、同日の委員会で、委員長に私、柏木幸平が、副

委員長に中村慎一委員が選任されました。 

 本案件は、令和４年１２月７日に開催された総務厚生常任委員会において、有川美子議員が岸

良光廣議員から侮辱を受けたという申出によるもので、地方自治法第１３３条の規定に基づく処

分要求書が令和４年１２月９日に提出されたものであります。 

 また、処分要求書の内容としては、委員長である岸良光廣議員から質疑を遮られたことで、議

員活動の中心となる発言権を行使できなかったことが侮辱行為に当たるとするものであります。 

 本委員会は、１２月１４日及び１６日に開催し、慎重に審査を行いました。 

 まず、１２月１４日の委員会審査では、本案件の経過を確認したあと、有川美子議員へ質疑を

行ったところであります。 

 質疑の中で、当時の状況はおおむね把握したが、当時の心因的な状況はどうだったのかただし
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ましたところ、委員会の審議前に、有川議員の「委員会で聞きます」という発言に対し、岸良議

員から「言わないほうがいい」と声をかけられ、驚きとともに体が震え、圧力を受けたと感じ、

恐怖を覚えたとのことであります。 

 また、有川議員から提出のあった報告書によると、委員会審議中にも大きな精神的ストレスが

かかり、頭痛と手足の冷え、胃痛、顔の紅潮、引きつりがあったようであります。 

 この日の審査では、会議録等の資料を十分精査できないことから延会し、１６日に再度審査す

ることになりました。 

 次に、１２月１６日の委員会審査では、委員会の審議中において岸良委員長が有川委員の質疑

を遮り、発言権を行使させなかったことは、さつま町議会基本条例第３条及びさつま町議会会議

規則第６７条に違反し、委員長としての責務である議事の整理を怠ったことは、さつま町議会委

員会条例第１０条に違反することなどについて、委員間で協議したところであります。 

 十分な論議を重ねた上で、岸良議員への処分の是非及びその内容について採決した結果、全会

一致で公開の議場における陳謝とすることに決定したところであります。 

 また、陳謝文の案についても協議し、決定いたしましたので、別紙陳謝文を添えて提出いたし

ます。 

 以上で、懲罰特別委員会の審査報告を終わります。 

〔柏木 幸平議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから委員長報告に対する質疑を行います。質疑は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論は、ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、岸良光廣議員に対する処分要求の件を採決します。この採決は、起立によって行い

ます。本件に対する委員長の報告は、委員会起草による陳謝文により、岸良光廣議員に陳謝の懲

罰を科すことです。 

本件は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 起立全員です。よって、岸良光廣議員に陳謝の懲罰を科すことは、可決されました。 

 岸良光廣議員の入場を求めます。 

〔岸良 光廣議員入場〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 ただいまの議決に基づいて、これから岸良光廣議員に懲罰の宣告を行います。 

 岸良光廣議員の起立を求めます。 

〔岸良 光廣議員起立〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 岸良光廣議員に陳謝の懲罰を科します。 

 これから岸良光廣議員に陳謝をさせます。 
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 岸良光廣議員に陳謝文の朗読を命じます。 

〔岸良 光廣議員登壇〕 

○岸良 光廣議員   

 陳謝文。 

私は１２月７日の総務厚生常任委員会において、議案審査中に議員の権限である発言権を遮

り、委員長としての責務である議事の整理を怠ったことにより、委員会の審査に影響を及ぼした

ことは、議会の品位を保持し、秩序を守るべき議員の職責を果たさず、誠に申し訳ありませんで

した。ここに深く反省し、誠意をもって陳謝いたします。 

令和４年１２月２３日、さつま町議会議員岸良光廣。 

 申し訳ありませんでした。 

〔岸良 光廣議員降壇〕 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１４「所管事務調査報告の件」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１４「所管事務調査報告の件」を議題とします。 

 各常任会が調査中でありました事項について報告を求めます。 

 まず、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

〔岸良 光廣議員登壇〕 

○総務厚生常任委員長（岸良 光廣議員）   

 それでは、総務厚生常任委員会所管事務調査の報告を申し上げます。 

 令和４年１１月９日から１１日にかけて、兵庫県三田市においては、さんだ里山スマートシテ

ィ構想・三田市ＩＣＴ推進計画について、兵庫県養父市においては健康増進の取組について、岡

山県西粟倉村においてはローカルベンチャーについて調査を実施しました。 

 まず、三田市は兵庫県の南東部に位置し、面積２１０.３２平方キロメートル、人口は約

１０万８,０００人で、１９８０年代からニュータウン開発とＪＲ福知山線の利便性向上により、

大阪・神戸の衛星都市として急激な発展を遂げ、過去には人口増加率日本一を１０年連続で記録

したこともあります。 

 三田市は、令和２年４月に市独自で三田市ＩＣＴ推進計画を策定し、市内のＩＣＴ推進を図り、

令和４年４月には、さんだ里山スマートシティ構想を策定しております。 

 スマートシティ構想では、デジタルを活用し、「市民一人ひとりが幸せを実感しながら住み続

けられる三田」を目指し、１、市民生活の質の向上、２、都市機能の最適化、３、官民共創の基

盤の構築と強化、４、市役所のスマート化の４つの取組を推進しております。 

 市内のデジタル化の取組では、電子申請と、平成３１年から国が先行する児童手当、妊娠届、

介護保険など１１項目手続、翌年令和２年からは市独自のＬｏＧｏフォームを開発し、道路・公

園の不具合通報、職員採用のエントリー、コロナワクチン接種予約などを開始し、本年１０月か

らは住民票、所得証明、戸籍謄本など７９項目手続が電子申請できるように整備されております。 

 しかし、電子申請の利用率は低く、普及・啓発が課題であるとのことであります。 

 また、市役所窓口での電子決済の導入や市民向けのサポート事業として、スマートフォンの使

い方をサポートするデジタル活用支援員を地域で養成するなど、デジタル社会への市民サポート

や大学と連携して観光アプリや防災アプリの開発、地域企業と連携したファンドの創設など多彩

な取組を行っております。 

 三田市では、今後デジタルをさらに活用させ、行かなくてもいい市役所の実現を目指し、外出
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困難者へのサービス向上、窓口での待ち時間の負担軽減、２４時間対応など市民ニーズが高いも

のを優先して、利便性の向上と業務の見える化・見直し、人手不足の解消を図り、組織内の推進

体制を整備し、システムの操作研修などに取り組んでいくとのことであります。 

 次に、養父市は兵庫県北部の但馬地方の中央に位置し、面積４２２.９平方キロメートル、人

口は約２万２００人で、ヤブライフとして移住定住の取組で就農・就職、子育てや住宅に対する

支援体制を強化され、２０２１年住みたいまち近畿エリア１位でもあります。 

 養父市は合併時から住民の健康づくりを推進し、健康体操の普及・啓発に力を入れており、シ

ルバー人材センターと連携をして、専門職を中心にした巡回型介護予防教室の取組に自治会を対

象として進めております。健康体操では対象者や用途に合わせて、やぶからぼう体操を中心に

４種の体操に取り組み、体操指導者の養成も行っております。 

 サロンやミニデイなどの活動を推進しながら高齢者に対する実態調査を行い、その結果を分析

し、毎日の運動と併せ、多種類の食品摂取により生活の自立度が高くなることや、地域内の信頼

関係が健康レベルに左右し、加えてソーシャル・キャピタル（家族や地域への信頼やつながり）

が健康状態に寄与することが判ったとのことであります。 

 この結果を踏まえ、効果検証された複合プログラムを行うことで、プログラム参加者のフレイ

ル発症率が、参加しなかった人に比べ低くなっております。 

 このような養父市の取組は、ＷＨＯの機関誌への掲載や、厚労省の「健康寿命をのばそう！ア

ワード」の受賞にも表れております。 

 次に、西粟倉村は岡山県・鳥取県・兵庫県の３県境に位置し、面積５７.９７平方キロメート

ル、人口は約１,４００人で、豊富な森林資源を活用した起業や移住定住に取り組み、現在では

ローカルベンチャーのまちとして全国的に評価されております。 

 西粟倉村では、５０年受け継がれてきた森林を、今後５０年守り育て、１００年の森林にして

良い山を育て、１００年の森林に囲まれた上質な生活環境をつくり、行政と民間の川上・川下分

業を目指し、村有林・民有林２,８００ヘクタールの森林施業を役場が行い、民間企業が６次化

し、付加価値をつけて売るという仕組みを構築しております。 

 木材はできるだけ高く買って山主に還元し、木材としてではなく、机・椅子・テーブル等の付

加価値をつけた商品として高く売る仕組みづくりができており、森林管理費用は役場が負担する

が、村の産業や雇用、住民の林業所得や地域経済として転換し、還元が行われております。 

 平成２１年の百森事業をスタートし、外から人材誘致を行い、村としてローカルベンチャーを

推進し、産業と人口問題に取り組みながらも、２０１９年にＳＤＧｓ未来都市認定を受け、

２０２２年には脱炭素先行地域・デジタル田園都市の選定を受け、持続可能な地域実現に取り組

んでおります。 

 ローカルベンチャーとしては、１６年間で４６事業体５２の事業に３１１人の雇用が生まれ、

多種多様なローカルベンチャーが誕生しており、小さな村に新たな可能性を見いだした移住者が

多く集まっております。 

 最後に、今回の研修を通じて、いずれの自治体も従来の考え方にとらわれない、柔軟な発想・

アイデアを積極的に取り入れておりました。その上で、しっかりと調査・研究を行い、ブラッシ

ュアップし、行政施策を展開しておりました。 

 また、一事業であっても、行政だけでなく、民間業者等多角的な視点から調査・研究すること

で、より自治体に合った施策や補助事業等を模索し、活用されており、改めて官民の連携が必要

だと感じましたところであります。 

 なお、今回の調査において、デジタル化を所管している総務課及びローカルベンチャーを所管
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している企画政策課の担当職員も同行し、短い時間ではありましたが、視察先の取組内容につい

て意見交換を行っております。 

 また、健康増進の取組についても、担当課に研修資料の提供を行ったところであります。 

 視察した３自治体の活動内容については、それぞれの課内でも十分に情報共有が図られながら、

本町の施策に活用できるものは積極的に取り入れるなど、今後の取組に反映できることを期待す

るものであります。 

 以上、調査の概要を申し上げました。所管事務調査の報告といたします。 

〔岸良 光廣議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから、ただいまの総務厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑は、ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。 

 次に、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

〔新改 幸一議員登壇〕 

○文教経済常任委員長（新改 幸一議員）   

 文教経済常任委員会所管事務調査の報告を申し上げます。 

 令和４年１０月２７日から２８日にかけて、佐賀県有田町においては移住定住への取組につい

て、福岡県糸島市においては有害鳥獣対策について、調査を実施いたしました。 

 まず、有田町は佐賀県の西部に位置し、面積６５.８５平方キロメートル、人口は約１万

９,０００人で、陶磁器の生産地として全国的に有名なまちであり、歴史的重要性の高い家が軒

を並べる地区でもあります。 

 有田町の移住定住の取組については、移住者への支援金や新築住宅の取得に係る奨励金などを

交付しているが、特にＮＰＯ法人灯す屋と連携し、空き家物件についてのインフォメーション、

見学ツアー、相談対応などを行っており、移住者の希望に応じたきめ細かい対応をしているよう

であります。 

 灯す屋は、地域おこし協力隊としてＵターンして来られた代表理事が、空き家の利用促進、ま

ちの情報発信、地区の活性化などを目標に立ち上げ、アトリエつきのシェアハウスづくり、もの

づくりをしながら暮らせる空き家活用を行っております。 

 また、伝統的建築物群保存地区に存在する複数の空き家店舗を活用し、出店希望者と空き家店

舗オーナーをつなげる取組や、陶器市などのイベントを活用した空き家店舗の短期貸しを行って

おり、これらの取組を通して徐々に信頼関係を構築し、年間貸しをすることで、空き家店舗の解

消や若者の移住定住につなげていきたいとのことであります。 

 灯す屋が実現したい社会は、「一人ひとりがおもしろい未来を描ける社会」であり、「出会う、

学ぶ、試す、お披露目する」のサイクルを回し、灯す屋でしかつくれない関係人口を生み出すた

め、大人たちの学び舎、子供たちへのサードプレイスの提供、各種イベントの開催を精力的に行

っているとのことであります。 

 次に、糸島市は福岡県の西部に位置し、面積２１５.７０平方キロメートル、人口は約１０万

３,０００人で、福岡市へのアクセスがよく、都市近郊型の農業や畜産業が盛んな市であります。 

 糸島市にある糸島ジビエ工房では、年間を通して約１,０００頭の獣肉処理が可能であり、

１時間以内の持込みなどを条件に、１日１０頭を限度として受け入れているとのことであります。 
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 また、安定的な個体確保のため、糸島市を中心とした近隣の市町からの搬入にも対応し、代表

自ら狩猟も行っており、１キログラム１００円で購入することで、猟師は埋設処理する手間がな

くなり、喜ばれているようであります。 

 ジビエ食肉処理の運営は、搬入量と販路を確保していることが条件であり、福岡市内で運営し

ているジビエ専門飲食店も経営していることから、ニーズに応じた加工も可能であるとのことで

あります。 

 また、昨今のペットブームに乗じたペット用ジャーキーの製造販売では、食用に適しにくい部

位をペット用に改良して販売しているほか、各種イベントへの出店やイノシシ丸焼きイベントの

開催、専門業者を通した革製品の製造販売、堆肥生産組合へ動物性残渣を提供して有効活用を図

るなど、事業展開を行っているところです。 

 ジビエ事業は、公設民営で行っているケースも多いが、行政からの補助を受けて運営すると補

助ありきの運営となり、補助金が縮減されたときに対応ができなくなるケースが多いとのことで

あります。 

 最後に、今回の研修を通して両市町に共通して言えることは、まずはチャレンジしてみるとい

う強い姿勢の下、民間法人の視点や発想により、多岐にわたる事業展開がなされているところで

す。それぞれの強みやノウハウを最大限に活用し、行政だけではなし得ない事業運営に取り組ん

でおりますが、行政側の理解と強い支援体制の下に連携した取組が必要だと感じたところであり

ます。 

 なお、今回の調査において、移住定住を所管しているふるさと振興課及び有害鳥獣対策を所管

している農政課の担当職員も同行し、短い時間ではありましたが、視察先の取組内容について意

見交換を行っております。 

 視察した２自治体の活動内容については、それぞれの課内でも十分に情報共有を図りながら、

本町の施策に活用できるものは積極的に取り入れるなど、今後の取組に反映できることを期待す

るものであります。 

 以上、調査の概要を申し上げ、所管事務調査の報告といたします。 

〔新改 幸一議員降壇〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これから、ただいまの文教経済常任委員長の報告に対する質疑を行います。質疑は、ありませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 質疑なしと認めます。 

 これで所管事務調査報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１５「議員派遣の件」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１５「議員派遣の件」を議題とします。 

 お諮りします。議員派遣の件については、会議規則第１２９条の規定により、配布しましたと

おり派遣することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、議員派遣の件は、配布しましたとおり派遣することに決定しま
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した。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△日程第１６「閉会中の継続調査の件」   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 次は、日程第１６「閉会中の継続調査の件」を議題とします。 

 各委員長から会議規則第７５条の規定によってお配りしました申出書の各事項について、閉会

中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（宮之脇尚美議員）   

 異議なしと認めます。よって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決

定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

△閉  会   

○議長（宮之脇尚美議員）   

 これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 令和４年第４回さつま町議会定例会を閉会します。 

閉会時刻 午前１１時１９分   
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